


















































これはゾンビですか？12




そう、私は愛を叫ぶ者
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　二月一七日になってようやく──私は激げき怒どした。

　うどんを食べるときにわざわざ二本だけをチロチロとすするようなぶりっ子とか、一口サイズのクラッカーを二口で食べるとか、パスタをスプーンの上でくるくるする女子とか、見ていてイライラするのよね。

　イタリアではスプーンなんか使うのは子供だけだって聞くし、あれをへたくそがやったときに金属のこすれるこきこきとした音が苦手なの。

　くるくるするなとは言ってないの。スプーンの上でやる必要はないんじゃない？　って思うのよ。

　って、一いつ緒しよに食事を取っていた黒くろ髪かみポニーテールの少女、セラに愚ぐ痴ちっていたら──

「でしたら、おやめになっては？」

　と返された。

　そうなの。私がついついやっちゃったのよ！　それにイライラしてるのよ！

　三日も経たてば変化にも慣れてきて、私は女子高生らしい生活を送っていた。

　外がクソ寒いので、暖だん房ぼうを効かせた居間で、さらにこたつに入って、昼食を取っているところだったんだけど──

　ちょっと喋しやべりながら揚あげナスのトマトソースパスタ食べてるときに、ついスプーンの上でくるくるやっちゃって、さらにほんの少量だけ口に含ふくんで、悦えつに入っていた。

「うふふ～」なんて言って、幸せそうに食べてしまった私は、いやいやと頭を振ふって、ひどく落ち込んだモノだわ。

　ちょっと気を許した瞬しゆん間かんに、私は忌いみ嫌きらっていたタイプの女子になってしまっていたのよ。

「なってしまってたのよーっ！」

「はあ。ですから、おやめになられては？」

　セラは凜りんとした表情で、さも当たり前のように返す。

「だって、パスタが美お味いしいんだもの！」

　私は頭を抱かかえた。幸せなときって周りが見えなくなるのよ！

「そもそも、パスタという呼び方もお嫌いではありませんでした？　スパゲッティと言えよ。分かんねえよ。と以前嘆なげいていたと記き憶おくしてますが。思い出しただけで気持ち悪い」

「そもそも、なんで私だけ女子のままなのよ！　もう他ほかのみんなは元に戻もどってるわよ！　もう学校に行きたくないわよっ！」

「彼はあなたがお気に入りでしたから──一番時間が掛かかるのでしょう」

　そう、私は男。

　肩かたまでの髪かみが鬱うつ陶とうしいから小さなポニーテールに束ねて、おっぱいはぼいんぼいんで、くびれもあるし、お尻しりもぷりんと上がっている。太ももはむちむちしていて、肌はだは水を弾はじく。

　そんな男なの。

　今は、ね。

　ほんの数日前まではごく一いつ般ぱん的てきな男子高校生としてひっそりと過ごしていたのに、どうしてこうなったのか。

　それは、クラスメイトである織おり戸と……あれ？　下の名前なんだっけ？

　まあいいわ。その織戸って奴やつが、冥めい界かいからやってきたメレンゲという女の子によって化け物に変えられ、その力によって、こんな女の子みたいな体にされてしまったの。

　元に戻すって確約してくれたのはいいんだけど、どうもまだ時間が掛かるみたい。

　はあ。

「ため息の数だけ不幸になるって言うわよね」

「でしたら、あなたは幸せに溢あふれているんですね。煩ぼん悩のうぐらい」

　セラは箸はしでパスタを食べていた。耳の前に垂れる、通つう称しよう萌もえ毛げを指ですくって食べる仕草はとても綺き麗れいだ。

「煩悩ぐらいの数だったら、この三日でとっくに使い果たしてるわよ」

　私はタオルで口元を拭ふき、ポニーテールの美女へ改まって問いかける。

「で、他の連中はどこ行ったの？」

　今日は珍めずらしく、セラと二人きりだった。

　魔ま装そう少女のハルナはまあ、野の良ら猫ねこみたいなものだから突とつ然ぜんふらっといなくなることはあるけど、ネクロマンサーであるユーはいつもここでお茶を飲んでいるはず。

「二人とも、別世界へ行ってます」

　セラの言葉に、私は目をぱちくりさせた。意外な答えだったから。

「ユーは珍しくない？」

「私も詳くわしくは聞いてませんが、やはりヘルサイズ殿どのなりに、旧友を止める手段を探さぐっているのだと思われます」

「そう──」

　ユーはバレンタインデーの日、昔の仲間である『メレンゲ・サルベリア』に会った。

　メレンゲは織戸をメガロに変えて、私を女に変えた。

　今回のトラブルメーカーなんだけれど──

　通常、死んだ人間の魂たましいを使ってメガロを作る。

　けれど、今回は生きた人間をそのまま使っている。

　実験でもするかのように。

　それが、ユーは許せなかったんでしょうね。

　その気持ちはよく分かる。

　ユーの性格を考えても、看過できないことだなって思う。

　セラも、私と全く同じ考えでしょうね。

　じっと見つめ合うだけで、セラとは深く会話をすることが出来る。

　忍にん者じやって便利よね。

　とにかく、パスタの続きを楽しもうとして、スプーンを手にした瞬間に愕がく然ぜんとしていると──

「アユムー。飯にしろよなー」

　玄げん関かんから疲つかれた声が聞こえてきて、私は笑え顔がおで迎むかえ入れた。

「あ、おかえんなさーい。パスタがあるん──」

　そして、我が目を疑った。

　そこにいたのは、少女。

　肩までの茶ちや髪ぱつからびよんと伸のびたアホ毛が特とく徴ちよう的で、小学生にも中学生にも思える幼児体型──ハルナ。

　いつも裸はだかの大将ぐらいラフな格好で家の中をごろごろしてるんだけど、今日は制服姿だったのよ。魔法の世界、ヴィリエの学校に行ってたんでしょうね。

　そこは別に驚おどろきじゃないんだけど──

　その隣となりにいる少女。

　腰こしまである輝かがやくぐらい綺麗な銀色の髪にハルナに勝まさるとも劣おとらない幼児体型。白い肌と何も感じさせない無表情が特徴の少女。ユークリウッド・ヘルサイズ。通称ユー。

　いつも、プレートアーマーにガントレットという不思議な格好をしているネクロマンサーなんだけれど、何な故ぜかユーも学校の制服を着ていた。

　ハルナと同じく。

「なんで、ユーがその制服着てるのよ」

　私は驚きのままにぼそりと呟つぶやく。

　ハルナは面めん倒どうくさそうな顔でするりとこたつの中へ入っていく。

　猫ねこかお前は。なんて言いたい。

「なんか、大先生に会いたいって言い出したから、連れてっただけだ。そんくらいわかれよな」

　わからないわよ！　なんで？　なんでユーがハルナの担任教師に用があるのよ。

『パスタ食べたい』

　ユーは教えてくれないみたいね。

　言いたくないなら聞かないけど、ユーが動くなんて。

　何があっても、堂々とした態度でお茶をすするユーが、自ら動いた。これには驚くしかない。

　メレンゲの登場によって、何かしらの心を動かしたってことなんだろう。

　その感情が、メレンゲが欲ほつしていた『怒いかり』──かどうかはわからないけれど。

　何にしても、ご飯を食べたい二人のために、私がキッチンへパスタを茹ゆでに向かうと、まるで母親にでも報告するかのように、だらけた声でハルナが言う。

「でさあ、明日あした修学旅行があるんだけど」

「へえ」

　ヴィリエにも修学旅行とかあるんだねー。ま、そりゃ学校があるんだしあり得るか。

「場所は、この辺になったから」

「なるほどね～」

　まあ、海外にいく学校も多くなってきたしね。あり得るあり得る。

「アユムも準備しておけよな」

　…………………………は？　あり得ないわよ！　いや、……うん、あり得るわ。

「私も行くの？」

　はあ、とため息を吐ついて聞き返す。

「あんたも魔装少女なんだから、当然だろ！」

　やっぱり、そういうことね。私はハルナの代わりに魔装少女としてメガロと呼ばれる学ラン姿の化け物を退治している。

　ヴィリエの修学旅行があるとか、この町へやってくるとか、おかしなところがたくさんあったけど、私はあえてそれに触ふれなかった。

　ハルナがどこで何をしようが、関かかわったら、絶対に嫌いやなことが起こる。

　でも、関係あるなら。すでに、関わっているとしたら──

「なんで私も含まれてんのよ」

「何度も言わせんな。バーカ」

　出た。罵ののしりだ。これが出るともう、会話をする気がないってことなのよね。やれやれ。

「それは楽しそうですね。私も明日は任務がありますので、留守にします」

　セラも用事があるのか。修学旅行に関係あったりして。まさか、ね。

「じゃあ、家に残るのはユーだけになるわけ？　だったら修学旅行は欠席しようかな」

　パスタを茹でている間に、ミートソースを作りながら、私は顔も向けずに話を続けた。

「うんにゃ、根暗マンサーも行くって」

「……はっ？　それこそなんで含まれてんのよ！」

　がっしゃーん。慌あわてて振り返ったせいで、用意していた食器を落としてしまった。

　驚きで皿を落とすなんて……火曜サスペンスの家政婦でもやらないわよ。

「ご意見番枠わくってのがヴィリエの修学旅行にはあるんだ。そこには、絶対現地人を使う決まりなの！」

　なの！　って言われてもねー。セラが割れた皿を片付けるためにほうきとちりとりを持ってきてくれた。

「その枠取っておく必要性なくない？」

「でさ。来きたるべき決戦に備えて、あとで買い物行きたいんだけど」

「何を買うの？　決戦って何？　怖こわっ！　関せきヶが原はらレベルの話が出てきたじゃない」

「下着だ！　魔装少女にとって、可愛かわいい下着は何よりのステータスだからな」

「それが？」

「ヴィリエの伝統なんだ。大先生が今の地位にいるのは、大人な下着を着けていたからだと言われてるからな！　これで良い成績を修めれば尊敬されること間ま違ちがいなし！」

「どこで何をするのかを聞いてるんだけどな」

「みんなでお風ふ呂ろに入るだろ。そんときに下着コンテストが暗に行われるんだ。──絶対勝つからな！」

『頑がん張ばる』

　ユーが割と乗り気だった。

　また、お風呂か。最近、女の子とお風呂にばっかり入ってる気がする。

「暗にってことは、何か賞品が出る訳でもないってこと？」

「アユムでも根暗マンサーでもいい──絶対に勝てよな」

　その時のハルナは、生意気でもなく、面倒くさそうでもなく、真しん剣けんな表情をしていた。

「ハルナ……なんでそこまで……」

「……う、うっさい。分かれよな」

　いつもなら、説明不足すぎて分からないと思うところなんだけれど、今回はもしかしたらと思う節ふしがあった。

　ハルナはヴィリエでいつも一人だったと聞いている。だからうちに来てから、ずっとヴィリエに帰らなかった。

　尊敬されること間違いなし！

　ここに、ハルナの真意がある。

　認めて貰もらいたいんだ。ヴィリエの人間に。

　溝みぞを埋うめるチャンス。

　ハルナは孤こ独どくでいたい訳じゃない。

　ううん、元々は孤独で良いと思ってたはず。

　昔は、私も孤独でいたいと思っていた。

　でも、今は違う。ハルナやユー、セラたちに変えられてしまった。

　きっと、ハルナもそうなんだと思う。

　だから、このチャンスをモノにしたい。

　自分が一位になれなくても、私やユーが活かつ躍やく出来れば、きっとその流れでハルナも注目されるはず。

　そう思ったんでしょうね。

　決戦──なんだか嫌な予感がするけれど、ユーと旅行に行けるなら、いい息いき抜ぬきになるかもね。

　と、そこでパスタが茹で上がった。

























　私たちは装備を買いに出かけた──かったんだけれど。

　下着は女の戦せん闘とう服ふく。

　特に、自尊心の強い魔ま装そう少女ともなれば、それは真の意味で戦闘服なんだろうな。

　という訳で、私たちはいつも買い物するときに利用している近くのデパート──ではなく、セラ御ご用よう達たしのランジェリーショップへと向かおうとしたんだけれど……

　実は一つ問題があるのよね。

　ほんの先日の話、愛してやまない愛いとしのコンビニへ行こうとしたときなんだけど──

「へい彼女～、お茶しなーい？」

　家を出て、わずか一二秒で声を掛かけられた。

　まだ男だった頃ころなんて、「こんな時間に何してるの？　学生さん？」って警官にナンパされたことぐらいしかない私だったので、びっくりして家の周りワンブロック分無む駄だにうろうろした挙げ句に家へ帰ったわ。

　何な故ぜだか分からないけれど、外へ出ると、まあ途と端たんにナンパされるのよね。

　もし一〇〇〇歩ほどの距きよ離りを歩いたとして、その道中にナンパされる確率は、一〇〇％……ただの一度もナンパされなかったことはないわ。

　それはまるで、ＲＰＧのエンカウントのように。

　話したこともない人間に、よくもまあ声を掛けられるもんだわ。

　まあ、やったことがある私がそんなこと言えた義理じゃないけどさ。

　そこで、買い物に行くとして、その前にナンパ対策を練ることになった。

「そもそも、あれってどう返すべきなのかなって思うのよね。あんまり相手を傷つけたくないし。同じ男だから勇気を出したところは汲くんで上げたい」

　居間で、私はセラやハルナ、ユーと会議を開いていた。

「アユムはなんて言われたんだっけ？」

　パスタをずるずると豪ごう快かいにすするハルナ。どうでもいいと言いたげだ。

「お茶しない？　って」

「むー。確かに返しにくい質問だな。葉っぱの人だとなんて返す？」

　セラは顔もスタイルも抜ばつ群ぐんだから、きっと声を掛けられ続けてきてるはず。確かに、参考になるかも。

　私はハルナに答えるセラをじっと見つめていた。

「……何流ですか？　と返しますね」

「ガチの奴やつっ！」

　お茶をするってそういうことじゃないでしょうよ。

　そんなちゃっちゃかちゃっちゃかやって、結構なお点て前まえなお茶じゃなくて、喫きつ茶さ店てんに行こうって意味じゃないの？

「よし、じゃあアユムもそうすればいいんじゃない」

　フォークにぐるぐると巻き付けて、大きく口を開けて一気にぱくりと豪快にパスタを食べるハルナに、私は何も言い返せなくなった。

　何流ですか？　って……流派によってはお茶するってことでしょ？　解決になってないじゃない。全く──

「そもそもナンパされない方法ってないかしら」

　頰ほお杖づえをついて、明後日あさつての方を見る。

　すると、ユーがテーブルを二回叩たたいた。

　テーブルにはいつもメモ帳がある。ユーは声を出すと聞いた者が全すべてその通りになってしまうという力のせいで、いつも筆談するの。

　二回叩くのは、メモを見ろという合図。

『変な格好を　する』

　なるほど。まあプレートアーマーにガントレットなんて変な格好のユーにナンパ紛まがいのことをした私から言わせれば、それも好手とは言えないけれど──一理ある。

　内容によっては、完全に回かい避ひすることは可能かもしれない。

「たとえば、何がいいかしらね」

　会議が前に進むのは、良い傾けい向こうよね。

　すると、早さつ速そくハルナが案を出してくれる。

「そうだな。下半身キャタピラで、上半身ガンタンクとか」

「上も下もガンタンクじゃない！　なんで分けたのよ！　ガンタンクだけでいいわよ！」

「そんなこともあろうかと、すでに用意してあります。実際にやってみましょう」

　ええ～。用意あるんだ。こんなとき用のガンタンクがあるんだー。

　セラの忍にん者じや的用意の良さによって、私はガンタンクに変身した。

　そして──実際に外へ出てみた。




　ちゃら、ららーら～。ちゃら、ららーら～。ちゃら、ららーら～ガンふふー。

「へいガンタンク～。給油しなーい？」




　………………えー。

「ナンパされたわよ！」

　私は丸めた画用紙を二本肩かたにのせて、両手に缶かん詰づめの底にペットボトルのキャップを五個付けたモノを装着し、段ボールとペットボトルで出来たキャタピラで、膝ひざ立ちのまま外に出たのだけれど、普ふ通つうに捕つかまった。

　アストナージさんぐらいの鷲わし鼻ばなの男に声を掛けられ、私は怖こわくなって家へと帰ってきた。

「まあ、ガンタンクは魅み力りよく的な機体だからな」

　仕方がないと言いたげのハルナ。あんたが言い出したことなのに。

　むー。と悩なやむ面々。

　もしかして、悩めば悩むほどに嫌いやな方向へ話がいくんじゃない？

　ガンタンクだけに。……うん、今のは方向と砲ほう口こうが掛かってるギャグだからね。ちょっとわかりにくいかな。

　なんて思っていたら、セラが手を挙げる。

「地味な服で攻せめればどうでしょうか？」

　私は面食らった。意外にちゃんとした意見が出たからだ。

　やっぱり、セラは頼たよりになるなー。

「そうだ。あんまり馴な染じみのない地味な格好だったら？」

　ハルナのアホ毛がぴこんと動く。

「たとえば何よ」

　言ってることは正しいけれど、なんだか嫌な予感がしていた。

　とんとん。

『サマルトリアの王子』

「それだ！」

　えええええ～。

　見つけた！　って言いたげに輝かがやいた顔のハルナに、私はツッコミが出来なかった。

「そんなこともあろうかと、すでに用意してあります」

　あんのっ？　サマルトリアの服装あんのっ？

　きっとこの文章の見直しをする校正さんに「今時の子にわかりますかねぇ～。ドラクエＸぐらいにしてみては？」って赤ペンで外そと枠わくに書かれるネタよこれ！

　という意味も込こめて、私は不安な表情を精せい一いつ杯ぱい前に押し出した。

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

「問題ありません。やってみましょう」

　ええええ～。

　という訳でタイツの上からエプロンとマント。手て袋ぶくろに頭へゴーグルを着けて外へ出てみると──




　てれれれれ～、てーれってーれーれー。てれれれれ～、てーれってーれーれー。

「いやあ～、さがしましたよ」




　………………えー。

「見事にエンカウントしたわよ！　マンドリルみたいな奴に！　っていうか台詞せりふ的に向こうがサマルトリアだったわよっ！」

　私はてつのやり（最強装備）でマンドリルと戦ったが、サマルトリアの王子が一人でマンドリルと戦うのがどれだけ難しいか。是ぜ非ひそこはドラクエIIをプレイして頂くとして、私は回り込まれながらも必死に逃にげ帰ってきた。

「もうやだ。私一生家から出られないんだわ」

　居間の隅すみへゴーグルを投げ捨てて、私はエプロンを脱ぬぎながらこたつへと入った。

『恐おそらく　フェロモンのような力が動いている』

　冷静な分ぶん析せきだった。

　パスタはもう食べ終わっているようで、ユーは愛用の湯飲みでお茶をすすっている。
















　制服も着き替がえたようで、今はプレートアーマーとガントレットに戻もどっていた。

「なるほど。我々がアユミを可愛かわいいと感じるのは、それが何かしらの能力によるものだということですね」

　セラは相変わらず、私のことをアユミと呼んでいた。

　どうやら、男の頃の私とは別人だと考えたいんでしょうね。

「ハルナちゃんがハルナちゃん以外を可愛いなんて思う訳ないもんな！　絶対何かあると思ってた」

　ハルナも食事が終わっていて、こたつに肩まで入って寝ね転ころんでいた。

「ちょっと待って。ていうことは服装変えても意味ないってことじゃない？」

「そのようですね」

　そのようですね……って。

　……まさか……最初から私……遊ばれていたんじゃ──

「そのまさかです」

　心を忍者に見み透すかされ、私は小さく嗚お咽えつを漏もらしながら壁かべにもたれかかった。







　結局、私はＴシャツの上からセーターにコート。下はタイトなジーンズにブーツ。帽ぼう子しにサングラスという格好で出かけることに。

　自じ意い識しき過か剰じようと言われるかもしれないけれど、目に映る全ての男が敵にしか見えないわ。

　まるで魔ま法ほう学園ルナぐらいのエンカウント率……あー、だめだめ。喩たとえはメジャーなモノにしろって天の声があったんだったわ。

　ということで、まるでスーパーマリオブラザーズぐらいエンカウント率が高いわ。

　セラの陰かげに隠かくれて、私は深く帽子を被かぶっていた。

　有名人っていつもこんな感じなのかしら。

　どれだけ避さけようとしても、やっぱり避けられない。

　駅近くまで来ると、様々なナンパ野や郎ろうが現れた。

　炊すい飯はん器きを腋わきに抱かかえて、しゃもじを持ちながら、ぱかっとフタを開けて──

「すいません！　コシヒカリしませんかっ？」

　炊たきたてのほっかほかご飯。

『興味深い』

　ちょっとユーが興味を示したけど、セラが「結構です」と目を合わせずに言って、スルー。

「コシヒカリやのにぃ？」

　意外だと言いたげの表情だった。

　さらに、その先ではハンガーを持った男が──

「ここで装備していきませんか？　バカには見えない服でございます」

　ニヤニヤしながらやってきたその青年は、まるでそこに服があるかのように振ふる舞まう。

「お、おう……確かに良い服だな。うん」

　天才には見えているご様子だーっ！

「結構です」

　ハルナが興味を抱いだいていたのを、セラがさらっと流す。

「まあまあそう言わずに」

　なんて引き下がらない奴やつには──

「服と言えば、服にゴミが付いてますよ？」

　セラがため息交じりに指し摘てきする。

「え？　どこっすか」

　構ってくれたことに気持ちが高潮した瞬しゆん間かんに──

「はっ、あなたのことですよ。こんなに大きなゴミが付いて──可哀かわい想そうです。服が」

　抜ぬき身の刀のような目で、蔑さげすむ。

　ぐはあ。と吐と血けつせんばかりのダメージを負わせている間にさっと姿を消す。

　これぞ、忍者の所行と言えるわね。

　ずんずんと先へ進んでいくセラに続く私たちは、そのふぁさふぁさと横に揺ゆれるポニーテールと後ろ姿に、尊敬すら抱いていた。

　凄すごいわ。私は町のティッシュ配りとか取ってしまうタイプだから。

　普ふ段だんからドＳドＳとは思っていたけれど、こういうときは頼りになる。

「葉っぱの人は凄いな」

　ハルナも同じことを思っていたようね。ついつい褒ほめてしまった。

　普段、自分のことしか褒めないわがまま娘むすめなのに。

　そんなこんなで、セラ御ご用よう達たしのランジェリーショップへやってきたのだけれど──

　私は萎い縮しゆくしていた。

　外観は普通のビルで、綺き麗れいなモデルさんのポスターが壁にずらりと飾かざってある。一見してファッション系のテナントが入っているんだろうなーとは思う。

　明るい照明。そっと中を覗のぞき込むと、華はなやかな世界が広がっている。

　下着売り場──それは聖域である。

　男がどんな言い訳を持っていても入れない神聖な場所。

　今は女になってるけれど、ここに足を踏ふみ入れるのはやっぱり緊きん張ちようする。

　入って良いものか。

「ほら、さっさと入りますよ？」

「え？　うん……」

　セラに手を引かれ、私は恥はずかしさを隠すためにコートの袖そでで顔を隠しながら店内へと入る。

　入った瞬間に、足を止めた。

　緊張のせいじゃない。

　吃驚びつくり仰ぎよう天てんしたせいだ。

「よく来たな。マイハニーよ。待っていたぞ」

　そこにいたのは、吸血忍者サラスバティだった。

　長い黒くろ髪かみ。赤い瞳ひとみ。すらりとしたスレンダーな体つきに、端たん整せいな顔立ち。綺麗で、そして可愛いその美び貌ぼうは、アイドル級だった。

　それもそのはず。だって彼女はアイドルだもの。

　その格好は、何故かメイド服。

　後ろにぞろりと整列する美少女たちは、きっと彼女の部下でしょうね。

　サラスはセラと同じ吸血忍者の部隊長。

　なんでここにいるのよ。ちらりとセラへ目をやると、セラは私から目線を逸そらした。

　はあ。分かってる、分かってるわよ。

　上司に報告しただけ。その結果、面めん倒どうくさくなるだろうことは分かっていたけれど、報告連れん絡らく相談、通つう称しよう『ほうれんそう』は組織に必要なことだものね。

「何してんの？」

　私は外と同じぐらいに冷たい声で言う。

「何をしているのかと尋たずねられれば、接客と答えるしかあるまいな」

　サラスは堂々と腕うでを組んで答えた。そんな偉えらそうな仁に王おう立ちの接客がある？　まあ知り合いだから別にいいけどさ。

「ってことは……ここ、吸血忍者が経営してるの？」

「うむ。私がプロデュースしている」

　誇ほこらしげだけど、どうしてまたメイド服なんて着てるのよ。なんでもメイドが対応すればいいってもんじゃないわよ！　男が来るような場所でもないし！　可愛いけども！

「なんだか、最近のあんたはアニメにおける財ざい閥ばつキャラみたいだわ」

　最も早はや、諦あきらめの域だった。この世界を守る組織である吸血忍者は、ありとあらゆるところでありとあらゆることをしている。

　ヘリを用意して無人島に行こうとか注文しても、ゴルフツアーに参加したいとか注文しても、きっとその日の内に電話一本で用意してくれるでしょうね。

「お待ちしておりました。お二人はこちらへどうぞ」

　他ほかのメイド服を着た店員に連れられて、ハルナとユーは奥へ向かう。

　え？　あれ？

「セラフィムとハニーはこっちだ」

　サラスがくいっとアゴで示す。やっぱりだ。ハルナとユーは別なんだ。

「わざわざ分けた理由はなんなのよ」

　歩き出したサラスの背中に、疑問をぶつけてみる。

「うむ。こっちはデカパイ専用なのだ」

「デカパイ言うな」

　なるほどね。カップ別になってる訳だ。

　デパートでも、大きいサイズの人用とか言って階が別になってることとかあるもんね。

　店の奥まで来ると、何やら手を振っている少女が見えた。

「おーっす相あい川かわー」

　メイド服の少女。短い髪と少年のような笑みを持つ少女だった。名前は友ゆ紀き。読み方は──任せるわ。

「友紀トモノリ？　なんでこんなところに」

　なんて聞いてから、私は人に会う度たびにこの台詞せりふを言っている気がしていた。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつすぎるのよね。吸血忍者の連中って。

「へへー。相川はオレの嫁よめで、オレは相川の嫁だからな。下着選びぐらいさせてくれよ」

　と、この台詞から分かるように、この子はアホの子。元気な可愛い子なんだけどね。

　言ってることが支し離り滅めつ裂れつっていうか、ホントにアホだなーって思う。

「で、どのような下着が好みなのだ？」

　サラスに言われ、私は「そうねぇ」と呟つぶやきながら、広い店内を見回す。

　全体的に、白とピンクって感じね。店内の内装から、下着の種類まで。

　あんまり可愛い感じのパンティって、やっぱり抵てい抗こうがあるなー。だって、私男なのよ？　どこの男がこんなレースのひらひらしたパンティを穿はくのよ。

　ここは、もうシンプルな奴にしようかな。

　目にとまったのは、白と青のストライプ。

「これなんかどうかな？」

「あーっと残念だが相川！　その下着はオレが売約済みだぜ！」

　友紀が突とつ然ぜん右手を突つき出して視界に割り込んできた。

　こんな店員いたら即そく座ざに店出るわ。知り合いだからいいけど。

「売約済みなら、なんで置いてあるのよ」

「ふっふっふ。欲ほしければオレと勝負だ」

　……なるほどね。吸血忍者らしいわ。

　きっと、バトルをして勝てば買えるというシステムなんだろうな。

　何度も経験したシステムだわ。もうツッコミをする気力もない。

「それほど欲しい訳でもないけど……まあいいわ」

　そんな大した勝負にもならないだろうと、私は簡単に了りよう承しようした。

「じゃあ、なぞなぞに答えるんだぜ」

「なぞなぞ？」

　ほらね、幼よう稚ちっぽい勝負だった。友紀らしいなと、私は小さく笑う。

「さすがの相川でもオレが出す超ちよう難しいなぞなぞは答えられねえと思うんだ」

　確かに、なぞなぞなんてモノは、得手不得手がはっきりしているわよね。問題によっては、ただのクイズより答えられないかも。

「だから、ジャンルを選ばせてやるぜ！　お風ふ呂ろとフライパン！　さあどっちのなぞなぞで勝負だ？」

「え？　ちょ、え？　ジャンル？　……まあいいわ。じゃあ、お風呂で」

　ジャンルってもっと広いもんじゃないの？　友紀が何を言っているのかわからなかったけれど、私はとりあえず続けてみた。やってみないと分からないものね。

「あーあ。難しい方を選んじまったか。このなぞなぞはオレが一週間悩なやんだ結果、ギブアップしたんだぜ」

「そんなに難しいんだ。参るわね」

「じゃあ行くぜ？　……上は洪こう水ずい、下は大火事、さてなーんだ」

　これは、確かに難問だった。例えば、あなたが小学生に「一＋一は？」と聞かれれば、答えはなんだと答えるでしょう？

　簡単すぎる問題って、逆に悩むものなのよ。そのままの答えなのか、捻ひねっているのか。

　二と普ふ通つうに答えて、「ぶー。田んぼの田～」なんて言われたときのイライラ感は二度と味わいたくないもの。

　でも、答えないよりはいい。

「お風呂？」

　当たり前の答え。まさか、これでいい訳ないよね？　というレベルの答え。

　………………友紀は南極にでも放ほうり出されたゼリーのように固まったあと──

「ぐはああっ！」衝しよう撃げきに大きく仰のけ反ぞった。

「ど、どうしたのよ！」

　床ゆかに野垂れ死にするかのように倒たおれたので、私は心配になって声をかけてしまった。

「なんて頭脳をお持ちなんだああああっ！　て、天才じゃねえのか？　この難問をこれほどの速さで解くなんて……さすがオレの嫁だぜーっ！」

　友紀は頭を抱かかえて床を転げ回る。

　なんだか、自分の尻尾しつぽを追いかけるバカな犬を思い出すわ。

「ちなみに、フライパンを選んでいたらなんて問題だったの？」

　そっちも気になったので聞いてみると──

「えー？　パンはパンでも食べられないパンは？　って問題だけどー？」

　ぴたりと動きを止めて、友紀はほけーっとした顔で言う。

「フライパン」

　ぼそりと呟くように答えを言うと──

「せ、正解だああああああっ！　なんて奴やつだ！　オレはなんて奴を相手にしてたんだあああ！　博士っ！　博士と呼ばせてくれ！」

　また頭を抱えてのたうち回った。

　なんだか、水すい槽そうからまな板に移されたばかりの鯛たいを思い出すわ。

「嫌いやよ。というか、問題の難易度以前の問題だわ。それよりパンツ見えてるからスカート押さえなさい」

　友紀はひとしきりリアクションを取り終えると、ゆっくりと立ち上がり、汚よごれたメイド服を手でぱんぱんと払はらった。

「でもすげえよ。食べられないパンはこの世に山ほどあるんだぜ？　その中からフライパンを的確にチョイスしてくるなんて──鬼おにだぜ。鬼嫁だぜ！」

　そう言われれば、確かに難問みたいに聞こえるわね。って、誰だれが鬼嫁だ。

「いや、だって有名だし……」

「素す晴ばらしいですね。私だったら、パンダと答えていたでしょう。答えがパンであるという意思表示にもなりますし」

　あー。なるほど。パンだ！　って言うのと掛かけてるのね。セラの答えの方が綺き麗れいに思えるわ。あれって、どうしてフライパンなんだろう。

　フライが何かに掛かってるなら分かるけれど……例えば、『パンはパンでも空を飛ぶパン』とかさ。

「パンダが正解に思えてきたわ」

「いや、正解はフライパンだぜ？　何言ってんだよ相川ー」

　バカだなー。みたいに笑う友紀。お前にだけは言われたくない言葉をあえて言わないところに優やさしさを感じながら──

　こうして、私は白と青のストライプを手にすることが出来た。

「さあ、早さつ速そく試着しようではないか」

　サラスに手を引かれ、私は壁かべ沿いではなくど真ん中に設置された、あのカウントダウンの後にすとんと落ちるのではないかと不安にさせる丸いカーテンの中へ────────サラスと一いつ緒しよに入った。

「なんであんたもいんのよ」

　口の端はしがひくひくと動いたのは、呆あきれからだろうな。しれっとした顔で当然のように乱入してきたんだから。

　友達の格かく闘とうゲームにも、そんなに気軽に乱入しないわよ。

「店員だからな」

「いや、さすがに下着の試着は一人でさせるでしょ？　下着よ下着」

「まあ、そう言うな。慣れていないであろうブラを、私がちゃんと着ける手伝いをしてやろうというのだ。さ、脱ぬぐがいい」

　コートをはぎ取られ、ハンガーにかけられたので、やれやれと私は諦めてＴシャツを脱ぐ。

　なんでこんなに恥はずかしいのだろう。男だった頃ころは、別に裸はだかを見られてもこれほど恥ずかしくはなかったはず。

　特に、胸を見られることなんて。

「かなりの大きさだな。セラフィムより上だろう」

　じーっと谷間の部分を睨にらまれて、私は赤面した。

「あ、あの……」

「どうした？　マイダーリン」

「ちょっと、その……恥ずかしいなーなんて」

「何も恥じらうことなどない。何なら、私も脱ごうか？」

　サラスはまるで、鬼の首を取ったように勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべていた。

　くっ、ここで恥じらったら、なんだか負けた気分になるわね。

「結構です」

　意を決して、私はブラを取り、手で胸を隠かくしながら下も脱ぐんだけれど、やっぱり恥ずかしいのでくるりと振ふり返ってから──あ。

　サラスは、尻しりフェチだ。しまった。

　背を向けているのに、まだパンティ穿いているのに、胸を見られるより恥ずかしい。

　よこしまな、性的な視線を向けられるのが恥ずかしいのかな。

「では、頂きます」

　すっと青と白のストライプ柄がらをしたブラを持った手が、にゅっとワキの下へ差し込まれた。

「何をよ！　妙みような言い方はやめて」

　ぐいっと寄せてカップに収めるように、ブラを着けて貰もらう。ただあてがうだけじゃないのよね。これって。

「ふむ」と、サラスが少し困ったように声を出した。

「ど、どうかした？」

　体のどこかがおかしいのかなって、私は少し怯おびえていた。

「サイズが合わないようだ」

　ぎゅっと締しめ付けられ、私は「う」と声を出す。

　ぱち、ぱちと後ろで留められ、肩かた紐ひもを正すと、装着完かん了りよう。

　確かに、食い込んでいる気がする。

「私はこれでもいい気がするけどなー」

「いや、別の下着にしよう。すまないが、これはＦまでしか用意がないのだ」

　へえ…………え？　ってことは──

「私の胸、Ｆカップよりも上ってこと？」

「恐おそらく──もう二つは上と見る」

「Ｆ……Ｇ……Ｈ……Ｈカップっ！　ネネさんほど大きくもないでしょうよ？」

　私は驚おどろいた。「本当にＤカップかあ？」とか、「本当にＥカップかあ？」なんて男の時によく思っていたけれど、まさか、自分がその側に回るなんて。

「カップとは一いつ般ぱん的に、『デカさ』であるとされている。だが、バストサイズが八〇でＥになることも、九〇でＥになることもあるのだ。デカいからカップ数が高いというのは偏へん見けんだ。体に対して大きいとは言えるが、貴様の今の言い方は別の意味だろう？」

「まるで織おり戸とみたいな言いぐさね」

「彼ならこう言うだろう。巨きよ乳にゆう派貧乳派と言うが、巨乳派が貧乳を嫌きらいな訳ではなく、より好きなのが巨乳だというだけなのだ──と」

「あー、たしかに以前言ってたわ。この星がおっぱい星で、この星に住む全すべての人間がおっぱい星人だって」

　だからなんだって話なんだけどね。

「六〇億人全てを満足させられるモノがあるとすれば、それはおっぱいだろうな」

「──って、何の話だっけ？」

「うむ。すまないが別の下着にしてくれと」

　そうだったそうだった。するっとサラスにブラを外され、胸がばい～んと揺ゆれた。

「ふふ、実に豊かだな」

　笑ってんじゃないわよ。恥ずかしいなもう。

　私はブラを着けないままシャツを着て、カーテンを開ける。

「ちょっとサイズが小さいみたいなんだけど」

「え？」セラがうっすらショックを受けていた。そう言えば、セラはＦカップ。自分よりもボインな私にショックだったんでしょう。

　まあ、私自身、セラと同じぐらいだと思ってたんだけれど、吸血忍者と違ちがって鍛きたえていないぶん、アンダーバストが小さいのかな。

「私の見立てではＨカップだ」

　どこか誇らしげに、サラスがそう言いながら出てきた。鼻血を拭ふきなさい。

「前々から、Ｈな方だとは思っていましたが……」

　全く──と首を横に振るセラ。ポニーテールがふぁさふぁさ揺れるのが可愛かわいい。

「相川って、Ｈだったんだな」

　友紀までショックを受けていた。

「うむ。全く、いつからＨになったんだＨダーリンめが」

「だんだんとＨになっていったんだな……きっと。オレ、オレも頑がん張ばるよ！　オレも相川に釣つり合うような、Ｈになるよ！」

「なんなくていいわよっ！　なんか、さっきから聞いてると、意味がおかしくない？」

「おかしくはない。アユミというマイハニーは、Ｈな女の子なのだろう？」

「それはそうなんだけど、別にそうじゃないわ」

「そうだな。相川は、今ちょっとＨなだけで、普ふ段だんは全然Ｈじゃないもんな」

「いや、まあ……普段の方がＨというかなんというか」

「え？　やはり普段から変態だったんですか？」

「Ｈで統一しなさいよ！　とうとう言っちゃったよ！　イニシャルトーク終しゆう了りようだよ！」

「私は変態ダーリンもＨなハニーも、大好きだぞ」

「はいはい」

　とまあそんなどうでもいい談だん笑しようをしながら次の試着物を漁あさっていたら──

「これなんかいかがでしょう？」

　いつの間にかセラが二種類のブラを手にしていた。超ちようデカイ。そのブラを見るだけで、私の胸がどれだけ大きいのかが分かる。

　色は、黒とピンク。だけど──花の刺し繡しゆうが黒の方が少しエレガントな感じがする。

「黒の方がいいかな。レースが付いていて可愛いし」

「では、なぞなぞに答えて頂きましょう」

「それまだやるんだ！」

　ふふっと楽しそうに微笑ほほえむセラを見ていると、やらなくてよくない？　なんて言えなかった。

「では、問題です。……朝は四本足──」

「え？　人間？」

　意い気き揚よう々ようと問題を出した瞬しゆん間かんに答えてしまったので、私もセラも一瞬微笑みながら固まった。

「……正解です」

「す、すげえええええ！　なぞなぞで早押しした奴やつ初めて見たぜ！　なんてマッドモンスターなんだ！　鬼Ｈだぜ！　握あく手しゆしてもらっていいか？」

　友紀はまるでメジャーリーガーにでも出会ったかのように目を輝かがやかせていた。

「かなり難しいなぞなぞのはずなのですが」

　友紀にがっしりと握手されている私を、感心したような表情で見つめるセラ。

　なんだか照れくさいわ。

「いや、スフィンクスの奴でしょ？　確かに難しいけど、超有名だし」

　朝は四本足、昼は二本足、夜は三本足。さてなーんだ。

　生まれてすぐはハイハイする赤あかん坊ぼうで、そのあと二足歩行をし、最後は杖つえをついて歩くようになる。つまり答えは『人間』──という有名な謎なぞかけ。

「これが賞品でございます」

　セラは平へい伏ふくして黒の刺繡入りエレガントブラを差し出した。

　畏かしこまられてもどうしたらいいのか分からないんだけれど、それを受け取って、私はもう一度カーテンへ──

　セラと一緒に入った。

「だから、なんであんたも一緒に入るのよ」

「着けるのになれて貰うには、やって見せるのがまず必要なのです」

「もう、何回も見たんだけど」

　セラはにっこりと微笑むだけだった。

　私は諦あきらめて、Ｔシャツを脱ぬぐ──ときに腕うでを上げた瞬間、セラに黒のおっきなブラジャーを装着された。

「秘拳、燕つばめ返がえし」

　電でん撃げき作戦っ！　びくってしたじゃない！　もう。

「ちょっとセラっ！」

　悪戯いたずらをしてくるなんて思ってなかったから、びっくりしたんだけれど、びっくりしたのがちょっと恥ずかしい。そんな恥ずかしい気持ちを隠すように声を荒あららげたけど──

「どうですか？」

　なんて笑顔を向けられたら、怒いかりも何もなくなるわ。

「あ、確かにしっくり来るかも」

　サラスの見立ては正しかったようね。私はＨみたい。

　あー、だめだめ。こういう言い方をすると、さっきみたいに別の意味に捉とられかねない。

　話を変えよう。

「ちなみに、セラはどういう下着なの？」

「あなたは本当に、Ｈな方ですよね」

　少し蔑さげすんだ目を見せたが、口元は笑顔のままだった。

「か、からかわないでよ！　もうっ！　参考にするだけよ」

　セラはシャツを少しずらし、私は襟えりからのぞき込む。

　黒地に白の水玉だった。レースが付いていて、とても可愛らしい。

　セラっていつも色っぽいイメージがあるんだけれど、可愛らしさも忘れないのよね。バリエーションが豊富にいけるのはスタイルが良いからなんだろうな。

「あ、それいいなー。単色じゃない方が可愛いかも」

「その黒も十分可愛いと思いますよ」

「そうかな？」

「ええ。今のあなたに合っています」

「セラがそういうなら……これにする」

　私は脱ぎかけだったＴシャツを下ろして、にっこりと微笑んだ。

「ですが──それはサイズが大きすぎるので、セットでは売っていないのです」

　そうなんだ。胸が大きいって、そういう悩なやみがあるのね。

「じゃあ、パンティも選ばないとね」

　カーテンを開けると、サラスが下着を手にしていた。

　二種類の下着。白とピンク。二つとも同じ下着だった。

「そういうと思っていたのですでに用意がある」

　白かピンクか。んー、白も良いけど、ピンクが可愛いな。

　黒とピンクの組み合わせ。女子は好きだけど、男はその組み合わせの衣服を選んだりはしないのよね。むしろ青とか白を好む傾けい向こうにあると思う。

　やっぱり女子が着けている下着は白地に青のしましまが一番良いと思うのよね。ハルナがいつも穿はいてる奴。

　あ、でも黒はよく選ぶか。ピンクを混ぜないってだけで。

　なんて考えた結果──

「ピンクにする」

　私は普段選ばないモノを選んだ。

　せっかく女の子なんだし、黒とピンクの組み合わせでもいいかな。

「うむ。私もそれが良いと考えていたところだ」

　嬉うれしそうにサラスは笑顔を見せる。

　私はひょいっと下着を摘つまみ、そしてカーテンを閉める。

「あ……次はオレの番だったのに」

　残念そうに顔をしかめる友紀に、べーっと舌を出す。

　知ってたわよ。どうせ入ってくるってね。

　そうはいかないんだから。

　パンティぐらいは、自分で穿くわよ。

　ちぇー。という悔くやしそうな声を聞きながらカーテンを閉めて、丸まったパンティを広げる。

　………………私は固まっていた。

　ピンク色のレース付き。まあ普ふ通つうに可愛い下着なんだけれど……

「こ、こここここれ……」

　私は顔を真っ赤に染めて、ワナワナと震ふるえていた。

　そこにあったのは──Ｔバック。

　噂うわさの、あの、Ｔバックだったからだ。

　ば、バカじゃないの！　な、なんでＴバックなのよ！　穿く訳ないじゃないこんなの！

　……こんなの。

　………………うう。

　私はカーテンを開ける。

「………………どう、かな？」

　泣き出したいくらい恥はずかしかった。

　でも、一度ぐらいはＴバックを穿いてみたかったのよね。

　お尻しりが綺き麗れいになるって言うし。

　何よりも、これを穿くことでこいつらに笑われることが嫌いやだったんだけど──

　だから私は、シャツの裾すそを引っ張ってパンティを隠かくしながら出てきたの。

「素す晴ばらしいですね」

「相川……いいよ。すごくいいぜ……」

　セラと友紀がどこかうっとりとした表情で私を見つめていた。

　暖かい反応。気を遣つかってるのかな？

　ニヤニヤ顔をされるのは嫌だけど、こういうのも嫌だわ。

　は、恥ずかしい。

　私はサラスの反応が鬱うつ陶とうしかったので、さっとジーンズを穿いてしまった。

「………………おい、クソハニー」

　ほら来た。危ない危ない。サラスの前でＴバックなんて、ゴリラの前にバナナを差し出すようなもんじゃない。摑つかまれてもおかしくない。

　あ、でも待てよ？　文句を言ってくるんじゃ──

　サラスの目はぎらりと光っていた。まずい。最悪水の剣けんでジーンズを致ち命めい的てきダメージジーンズに変えられてしまうかも。

　私はお尻を押さえて、サラスの魔まの手からガードする。

「見事だ。私は感激した」

　は？

　サラスは私に向かって敬礼する。涙なみだでも流しそうな表情だ。

「Ｔバックにして正解ですね。パンティラインが出ていないので、とてもお尻が綺麗に見えます」

　Ｔバック本来の、素材の味が出てしまった。

「いかん。鼻血が」

　敬礼しながら、蛇じや口ぐちを捻ひねったように鼻血を流すサラス。

「うわあ！　サラスバティが血だらけに！　輸血パック！　急いでくれ！」

　そんなサラスを心配する友紀。

「もう。ホント、サラスは……」

　織戸みたいね。

「収まらぬ。収まらぬのだ。マイダーリンよ。一度でいいから触さわらせてはくれまいか」

「嫌よ」

　アホなの？　この吸血忍者。

　容認する訳ないじゃない。

「で、購こう入にゆうされますか？」

「まあ、試着しちゃったしね」

　日本人として、申し訳ないという気持ちからも買うしかない感じ。

「会計は、二万円だ」

　サラスは鼻血を押さえながら、鼻声で言う。

「え！　女性下着ってそんなにするの！」

　高いわ。ブラが高いのかな。普ふ段だん二枚で五八〇円とかしか買わないからちょっと焦あせったわ。

「が、体で払はらうことも可能だ」

「あんたが男じゃなくて本当に良かったと思うわ。ちょっとだけよ？」

「ああ、わかっているさ。カトちゃん」

「カトちゃんの真ま似ねをした訳じゃないわよ！」

　タブーのミュージックを流した上でのちょっとだけよ。ならわかるけど、ちょっと台詞せりふが被かぶったから全すべてパロディだと思うのやめて欲しいわ。

「五秒で二万。それが今の貴様の尻の価値だ」

「今のって──普段なら？」

「値段など付けられんさ」

　そう言いながら、サラスは突とつ然ぜん私のお尻をむんずと摑んだ。

「ひゃっ！」思わず声を上げて仰のけ反ぞってしまった。

　ちょっとだけって言ったけれど、こんなに急に来るとは思わなかったからさ。

「素晴らしい……なんとなめらかなんだ」

「ジーンズが、ね」

「見事だ。実に見事だ尻ダーリン！　持ってゆけぇいっ！」

「いいから手を離はなしなさいよ。あんたさっき五秒って言ってなかった？」

「こんなこともあろうかと、アロンアロファを仕込んでいたのだ」

「脱ぬぐわ。ジーンズ」

「ま、待つのだ！　ダーリンよ！　もう少しだけ」

「全く……」

　ため息を吐ついていると、友紀が小さく手を挙げた。

「な、なあ相川」

「どうかした？」

「オレも触ってみていいか？」

「は？」

「いや、きっと、今の相川は今だけだから、今の相川とその……サラスバティがなんか羨うらやましくてさ。オレも嫁よめとして触ふれていたいというか」

　アホなりに嫉しつ妬とでもしてるみたいだった。言っていることは一いつ切さい頭に入ってこないけれど。

「もう、好きにすれば？」

　諦あきらめた私に、友紀が照れくさそうな笑みを浮うかべる……と同時に──

「では、失礼して──」

　セラが私のＴシャツの中へ手を入れてきた。

「ちょ！　こら、何を生で触ろうとして……あんたら、楽しんでるでしょ」

　サラスに尻を摑まれ、セラに服の中から胸をもまれ、私は身を捩よじらせる。

「ええ。あなたを虐いじめることが至し極ごくの快感になるのですよ。アユミさん」

　セラのドＳが全面に押し出されてきたーっ！

「あー、セラフィム抜ぬけ駆がけは卑ひ怯きようだぜ～。オレもオレもっ！」

　友紀が思いっきり抱だきついてきて、もう私は笑うしかなかった。

「あっはははは！　なんなのよあんたら！」

　男と女だったら、ただの変態行こう為い。セクハラだと訴うつたえられれば即そく有罪になるようなことだけれど、これが同性の場合、仲が良いというだけになる。

　だからって──やりすぎよ。

　友紀もセラも、無む邪じや気きな子供のように私の体で遊んでいる。

「それ以上やると、やり返すわよ？」

「へへー。望むところだぜ！」

「やれるものなら」

　ふふっと小さく微笑ほほえむセラの胸を、私は鷲わし摑づかみにする。

「きゃっ、ふふふ。そんなことをしていいのですか？　容よう赦しやしませんよ？」

　なんて、満まん更ざらでもなさそうな笑い声。

　そこにいたのは、ただの少女。

「ちょっとサラス、あんたなんか湿しめっぽく……」

　Ｔシャツの背中がちょっと濡ぬれてきた感じがしたけれど、雁がん字じ搦がらめになっている今、後ろを見ることが出来なかった。

「うわあ！　サラスバティが血だらけな上に涎よだれまみれに！」

「ちょっ！　一体どうなってるのよ！」

「すまない。あまりの嬉うれしさに、ありとあらゆる体液が──」

　汚きたなっ！　さすが忍にん者じや汚っ！　ちょっと、服には絶対付けないでよね。

「彼女は『水の狂きよう鬼き』の異名を持っています。仕方がないでしょう」

「いつ付いた異名なのよ！　戦せん闘とう関係なしかっ！　もう！」

　私はびしびしとサラスにエルボーをしていたが、別に怒おこっている訳ではなかった。

　むしろ、こうしていちゃいちゃしているのが、楽しい。

　そう、ここにいる女子たちは今、全員Ｈだった。

























　さて、最強装備を用意した私なんだけれど、次の日の朝──

　ピンクのＴバックを手にして、私は悩なやんでいた。

　やっぱり、これを穿はくには、まだ勇気がいるなー。

　上下がセットじゃないってのも、仕方が無かったとは言え、どこか恥はずかしい。

「アユムー。準備出来たかー？」

　デリカシーの欠片かけらって奴やつが片かた栗くり粉この粒つぶよりも小さいハルナが、突然部屋に押し入ってきたので、私は咄とつ嗟さにパンティを隠かくした。

「ハルナ。ノックぐらいしなさい。……まあ、準備出来たのは出来たんだけれど──昨日買った下着を穿く勇気がなくて」

　ハルナはすでに、制服姿だった。細い足を包むハイソックスが羨ましい。

　ハルナって足綺き麗れいよね。小学生の陸上部みたい。

「だったら、とりあえず鞄かばんに入れていけばいいじゃん。二回あるんだし今決断する必要はないな」

「そりゃそうか……」と呟つぶやいてから、私はハルナの顔を二度見した。

「二回あるって聞いてないんだけど！」

「はあ？　そりゃ二回あるに決まってんだろ！　お風ふ呂ろのときだからな！　入る前と後！」

　ハルナのこういうところがため息のもとなのよね。もう慣れたけど。

「はいはい。そうですねー」

「今、あたしをバカにしなかった？」

「いいえー。天才だなーって思ってますよー」

「えー？　やっぱりぃ？」

　天才には皮肉は通用しないみたいね。

「ちなみに、ハルナはどういう下着にしたの？」

「へ、変態か！　今どんなパンツ穿いてんの～なんて、教える訳ないだろ！　このエローン人間がっ！」

　クローンって言いたいのかな。って誰だれがクローン人間よ！

「とにかく、早く準備しろよな！　このノロマが！　あ、エロマがっ！」

　言い直した！　ロが付いていることに気がついて言い直したーっ！

「修学旅行って、何なん泊ぱくなのかも聞いてないんだけど」

「一泊二日だ」

　じゃあ、着き替がえは一着でいいのね。

　私は悩んだ結果──Ｔバックと黒の花はな柄がら刺し繡しゆう入りブラを鞄に詰つめた。

　この一式だけを持っていくことによって自分を追い込む。

　つまり、着替えるならこれしかないという状じよう況きようなら、きっと人前で穿くことが出来ると思うのよ。

　背はい水すいの陣じんで挑いどむ。

　正に、決戦に向けての戦術ね。

「ん？　どうかした？」

　ハルナはじーっと私の顔を見つめていた。

「な、なんでもない。あ、アユムのその顔、なんつーかその……あたし、結構……あれだからな」

　ハルナは目をそらして、しどろもどろになっていた。興奮しているせいか、顔が紅潮している。

「あれって何よ」

　意味が分からない。いつもと同じように言ってる意味が分からなかったので、私は怪け訝げんな顔しか返せなかった。

「好きかも……ってことだ！　言わせんなよな！　あーもう顔あっついっ！」

　ハルナは真っ赤に染まった顔に、手でぱたぱたと風を送っていた。

　なんだ、照れていただけか。

　まあ、私も同じようにしてたんだけどさ。

　あー、顔あっつい。







　私とハルナ、そしてユーはみんな揃そろってヴィリエの制服を着て、東京駅へと向かった。

　修学旅行のしおりをハルナから渡わたされたけど、文字が違ちがうので全く読めなかった。

　どういうルートを行くのか。気になるところではあるけれど──まあ、そこは行き当たりばったりでも大だい丈じよう夫ぶかな。知らない場所へ行く訳でもないし。

　それより気になったのは、ユーの格好。

　普ふ通つうに制服の上からいつものガントレットなんだけれど、首元に体育教師ぐらいしか使わないあのホイッスルを提さげていて、鞄の他ほかにスケッチブックを持っていた。

　冥めい界かいの修学旅行ルックはこんな感じなのかしら。

　観光バスのところに、私たちと同じ制服を着た可愛かわいい女子集団を発見する。

　いくつか団子状になって、ぽつぽつと集まっていた。こういう集まるときって、仲の良い人間同士でとりあえず固まるのよね。

「いいかアユム。何をされるかわからないからな。絶対に気を抜ぬくなよな」

　なんてハルナに忠告されるが、ピンとこない。

　だって、魔ま装そう少女はみんな小学生か中学生のような、ロリロリとした容姿なのだから。

　ユーは鎧よろいを着けているけど、見た目の年ねん齢れい的にはハルナと大差はないし、私だけが浮ういてる状態になっていた。

　いや、もう一人居たわ。

　貧乳ばかりの魔装少女の中に一人。今の私ほどではないけれど、ロリロリとした顔立ちに不ふ釣つり合いな巨きよ乳にゆうの持ち主。

　その人物は、私たちを見るや、とことこと歩いてやってくる。

「おはようございます。相あい川かわさん。お元気そうで何よりです」

　満面の笑え顔がお。

　そこにいたのは──金きん髪ぱつツインテールの可愛らしい少女だった。

　身長は友ゆ紀きぐらいで、儚はかない少女のようだけれど、アンバランスなほどに強調されるおっぱいは、まるで私のようだ。

　だれがデカパイやねん！

　くりっとした目。愛あい想その良い笑顔。ロリ巨乳。一度見れば忘れないぐらいの可愛らしい女の子。

　そう、忘れることは二度とない。

　忘れないと約束したもんね。

　私を、殺した女。

　さらに、呪のろいまで掛かけた女。

　京きよう子こだ。

　彼女の笑顔は天使のように可愛くて、明るい。でも、屈くつ託たくがある笑顔だった。

「おはよう。よく私が誰だか分かったわね」

「一目見れば分かりますよぉ～。相川さん、普段から可愛いから」

　こいつ、絶対女体化して困ってる私を見て、バカにしてるわね。

　ざまあみろ。なんて言葉を裏に隠した天使の微笑ほほえみ。

　どれだけ隠しても、私には分かる。

　京子の本心を知る私なら。

「っていうか、なんであんた修学旅行に来てるのよ。刑けいを受けなさいよ」

　京子はこの世界に於おいて、猟りよう奇き的な連続殺人事件を犯おかした。それによって、ヴィリエに投とう獄ごくされていた囚しゆう人じんなんだけれど──

　本当に、私へ呪いを掛けたことで、無罪放ほう免めんになったというの？

「えー？　だって、私相川さんをだまし討うちして、裏切ったんですよ？　罪を軽くして貰もらわないと割に合わないじゃないですかぁ」

　やだなー。と言いたげにぱたぱたと手を振ふる。

　結局あれって有効だったんだ。

　私への呪いは不完全というか、まあ今はもうすっかり回復してしまっていることもあってか、京子は無罪放免では無く、ただの減げん刑けいになっただけみたいね。

　殺人の償つぐないは、何をもってしても償いきれるモノじゃ無い。

　この国だったら、確実に死刑になる。

　反省していようがしていまいが──ね。

　中には、死刑に反対な人も多数いるけれど──こうして刑務所でも何でもないところに引っ張り出して、自由には絶対にさせないと思う。

　ホント、ヴィリエの考えは理解出来ないことが多いわ。

　なんて、呆あきれた私の表情を見て、京子は少し真しん剣けんな顔を見せた。

「心配しなくても、私には魔装錬れん器きは与あたえられないし、魔力も使えない状態にされてますよ。だから、相川さんをもう一度殺すことも、この世界で悪さすることも出来ないです」

　私が呆れてるのは、なんで悪事を働いた人間が、別の悪事を働くことで刑けい罰ばつが軽くなるのかってところなんだけど……まあいいわ。

　ハルナは旧友にあったとしても、何も言わなかった。

　部外者であるユーが何も話が出来ないのは分かるけれど、知っている人間ぐらいいるでしょうに。

　なんて思っていたら──

「ハルナじゃん」「なんで来てるの？」「ずうずうしい」

　ひそひそ話が聞こえてきた。

　別に、内ない緒しよにする気はない様子。ハルナに聞こえるように言っているのでしょうね。

　ハルナはそれを聞いてか、むすっとしていた。

　感情のバロメーターであるアホ毛もしおれている。

　ハルナは『天才』だから、他の人間とは感性が違う。生意気な性格も相まってか、クラスの人間とは上う手まくやれなかった。

「ハルナ。ほら、挨あい拶さつしてきなよ」

　と背中を押してやる。

　ハルナは、別に孤こ独どくになりたい訳じゃない。

　きっかけさえあれば、仲良くなりたいはずなんだ。

「はあ？　なんであたしがそんなこと。さっき言っただろ？　これは戦争だから──」

「はいはい。いいからいいから」

「お、押すなよな！　うにゅーっ！」

「挨拶するのは当たり前。当たり前のことから始めればいいのよ」

「じゃああんたがしろよな！」

「じゃあ一いつ緒しよにすればいいでしょ」

「……まあ、アユムが一緒なら」

　妥だ協きようしたハルナに笑顔を向けてから、私はすたすたと魔装少女の集まる場所へと歩いていく。

「初めまして。今回特別に参加させて頂きます。ハルナの友達の相川アユミです」

　にっこりと笑顔で、私は自分の名前を素すで間違えてその場にずーんと頽くずおれた。

　一六年連れ添そってきた名前を、さらっと間違えるなんて、いよいよやばいわ。

　私、もう歩あゆむではなくアユミになっているんだわ。うるうる。

　涙なみだがちょちょぎれる。

「ハルナの……友達？」

　魔装少女たちの気になる部分はそこだったようね。あのハルナが誰かと一緒にいるなんて。

「初めまして。可哀かわい想そうに──一応忠告しておきますが、ハルナと友達になったら、死にますよ？　彼女は死神と呼ばれていて──」

　にっこりと京子みたいに可愛い笑顔で、ショートボブカットの女の子が返してくれた。言葉は丁てい寧ねいだし、声も可愛いけれど──

「それが何か？　私の知る限り、魔装少女って死神如ごときに負けるほど弱くないと思うんだけどな。大先生も死んでないしね」

　私は言葉を遮さえぎった。ハルナには家族も友達もいなかった。

　ハルナに近づくモノは皆みんな死んでしまうから。

　そんなハルナが私に興味を抱いだいたのは、私がすでに死んでいたから──

「確かに、死神ハルナと一緒にいても死なないほどに強い。そういう力の示し方もありますね」

　ふむ。と一考する魔装少女。その意見に、しかめ面つらだった周りも表情が崩くずれた。

　魔装少女にとっては強さを示すことが何よりの誉ほまれ。そう考えている奴やつはいるでしょうね。女王が女王だけに。

「ほら、ハルナ」

　私にぽんと背中を押されて、ちょこっと前に出たハルナは、もじもじしながら、小さな声で挨拶をする。

「お、おはよ」

　それは、振り絞しぼった一ひと滴しずくの勇気。

「お、おはよう」

　互たがいに、なんだか照れくさそうだった。

「あらあら～、微笑ましい光景ですねぇ～」

　そこに、おっとりとした声が聞こえてきた。

　団子のように集まっていた魔装少女たちが一いつ斉せいに整列し、まるで軍隊のようにびしっと背筋を正す。

「おはようございます。大先生」

　私はやってきた少女に声を掛けた。

　腰こしまである癖くせっ毛けをツインテールにして、レースのひらひらがついた可愛らしい白衣を纏まとった少女。

　どこか大人びた、落ち着いた雰ふん囲い気きを帯びてはいるけど、ぱっと見ただけだと、やっぱり中学生ぐらいにしか見えない。

　彼女こそ、ハルナやここにいる魔装少女たちが尊敬する最強クラスの強さを持った魔装少女──。

「おはよぉございますぅ～。今日のアユムさんはぁ、とっても可愛かわいらしいですねぇ」

　レースの付いた白衣のポケットに手を入れて、ツインテールの少女がおっとりとした口調で手を振りながらこちらへと歩いてきた。

　彼女は、ハルナ曰いわく『大先生』。本名はアリエルだけど、私はハルナにつられて大先生と呼んでいる。

　しっくりくるのよね。大先生って。

　そう言えば、京子の本名はなんなんだろう。

　京子ってのは、この世界で生きるための名前だろうし、ヴィリエの人間なら、それらしい名前があるんだろう。

　ちょっと気になるな。織おり戸との時よりも。

「アリエル先生。おはようございます」

　京子は誰だれにでも同じ笑顔を向ける。

　良い機会だし、聞いてみよう。

「ねえ。京子って偽ぎ名めいよね？　あんた、本名なんて言うの？」

「えー？　うふふふ……教えません」

　唇くちびるに指を当てて、可愛く笑う。笑顔が多いのよね。この子。

　だから可愛いなって思うんだけれど──どこかムカつくのは私が女だからだろうか……

　って！　誰が女よ！　危ないわー。思わず今の私が本来の姿なんじゃないかと思いかけていたわー。ビビるわー。

　さて、バスに乗り込む訳なんだけれど、ここにいた魔ま装そう少女の数はおよそ一〇〇人と言った程度だった。

　修学旅行って、一クラスじゃなくて一学年のイメージだけど、それにしては少なすぎる気がするわ。

　だって、確かハルナの出席番号は六億とかだったはず。

「これで全部なの？」とハルナに聞いてみる。

　何か不服そうに聞こえたのか、ハルナはむっとした表情で私のふくらはぎに一発蹴けりを入れた。

　ごめんって。別にバカにしてる訳じゃないって。

「リフレイン年ライジング組は一〇〇〇人だけど、魔装少女は忙いそがしいからな。全員集まるなんてそうそう出来ることじゃないんだ。そんくらい分かれよな」

「でも、あんたの出席番号って六億とかじゃなかった？」

「六三四五二六三七九な」

　そうよ。私はそれを初めて聞いたとき、一クラス何人いるねん。と感想を抱いていた。

　ハルナにそんなことを聞いても、こっちの世界の常識なんて分からないし、どうせ説明してくれないだろう。

　だけれど、今はこの世界の常識を知る魔装少女がすぐ近くにいる。

　私は、ちらりと京子の顔を窺うかがった。

「魔装少女には、寿じゆ命みようがないんです。魔法の力で。なので、魔装少女が死ぬ原因はその九〇％が戦死なんですよ。だから、出席番号はその全すべてが永久欠番なんです」

　つまり、ハルナは六三四五二六三七九番目の魔装少女ということ──なのかな？

「全員揃そろってますか～？」

「はーい」

　大先生はざっと見回して、一つ頷うなずいた。

　点呼を取らずとも、ざっと見み渡わたすだけで全員を把は握あく出来るんだろうな。

　……って、あれ？　じゃあ私たちが最後だったんだ。

　今朝ハルナが急いでいた理由が分かったわ。

「それでは修学旅行を開始しまーす。皆みなさ～ん。バスに乗って下さいね～」

　引率の大先生に言われたけど、誰も動こうとしない。

　誰もが互いに牽けん制せいしあうだけ──

　なんでこんなに警けい戒かいしてるんだろう。

　もしかしてあれかな？　バスが珍めずらしいのかな？

　ヴィリエには車とかバスがないんじゃないかな。みんな空を飛べるんだし。

　ハルナも、そういうちょっと世間知らずを隠かくそうとするのが可愛かったりするのよね。

　しょうがない。ここは、私が率先して動いてあげましょうかね。

　私は微笑ほほえみながらバスに乗り込む──と。

　ピー。

　笛の音が鳴り響ひびく。

　運動会ぐらいでしか聞かない、笛の音だった。

「はぁい。アユミさん、アウトですぅ」

　………………は？

　私はハトぐらい首を前に突つき出した。

「いや、アウトって何の話よ」

　まるでファウルを取られたサッカー選手みたいに両手を広げると、ハルナがべちんと私の頭をはたいた。

「魔装少女の修学旅行はＮＧワードとかＮＧ行動が設定されてる。そんくらいわかれよな」

　何よその内うち村むらプロデュースの企き画かくみたいなの……

「これはただの旅行じゃないんですよ、相川さん。魔装少女としてあるまじき行動を取れば、罰ばつがあるんです」

　京子が楽しそうな声で言う。私がハルナから説明を受けていないことを絶対気付いていたわね。で、どうせアウトになるって分かってたから、アウトになるまで待ってたんだわ。

　魔装少女にあるまじき行動って──ルールは分かったけど何がアウトなのか。

　ふと気付いたけど、大先生は笛を持っていなかった。

　あの音はなんだったのかと悩なやんで──あ、っとあることに気付いた。

　大先生の隣となりに、すーっと移動していたユー。その首には──ホイッスル。

　アウトの判断をするのは、誰でもない。

　ユーだったんだ。

　魔装少女どころか、ヴィリエの人間ですらないのに。

　ユーはスケッチブックを開く。

『ＮＧ行動：担任より先に　バスへ乗り込んだ人』

　もしかして、すでにそのスケッチブックに全部書いてある訳？

　なるほど、ユーが参加出来る理由が分かったわ。

　彼女は審しん判ぱん。

　魔装少女でもない人間を審判に置くことで、公平なジャッジが可能になる。

　これだけの魔装少女を一人で倒たおせる人間なんてそうそういないもんね。大先生もいるし、もしかしたら、冥めい界かい最強のネネさんでも難しいかも。

　だから、恨うらまれない存在が必要になる。

　なるほどね。確かに、この修学旅行には必要な枠わくだわ。

「ＮＧ行動を取った方はぁ、このくじ引きＢＯＸを引いてくださーい」

　と言われて、私は大先生がバスの中に置いていた荷物から引っ張り出してきたくじ引きＢＯＸに手を突っ込んだ。

　山ほど入っている。紙が、山ほど。

　どれだけの刑けいを執しつ行こうするつもりなのよ。

「これにしようかな──」

　そこから一枚引き抜ぬいて、大先生に渡わたした。

　二つ折りにされている紙。

　何が書かれているのか、どきどきの瞬しゆん間かんだ。

「えーっとぉ。こちょこちょ一分間の刑～」

　そう言いながら、大先生は両手をわしわしと動かした。

　わっと魔装少女たちから笑い声がわき起こる。

　待ってましたと言わんばかりだ。

　私、こちょこちょには強いのよね。別にこんなの、大した罰じゃないわ。受けてやろうじゃないの。

　どんと来なさい。どーんと。

　なんて思っていたけれど──

　……………………ハルナが、京子が、見知らぬ可愛い魔装少女が、みんな両手をわしわしさせながらこっちへとやってくる様は、ちょっとした恐きよう怖ふだった。

　まるで、ゾンビに襲おそわれるような感覚ね。

　そして、刑は執行される。

　容よう赦しやなく、いとも容た易やすく行われるえげつない刑が。

「あっはははははは！　くひ～、ふふふふふははははははっ！　もうダメ！　もう無理！　あははははは！」

　ぜんっぜん耐たえられなかった。

　あっれ～？　私こういうの強いんだけどなー。

　足つぼマッサージとかでも、みんなが期待するリアクション取れないし、バラエティ番組に呼ばれたのに一いつ切さい笑わない上に弄いじっても「何するんだ」なんて言っちゃう大おお御ご所しよ俳優ぐらいの反応しか出来ないはずなのに。

　織戸とかがやってきたら「あーはいはい。おもろいおもろい」と冷めて返すのに。

　なのに──

「やめ……もう無理だって！　もう……あははははははははははっ！」

　止まらない。

　顔がくしゃくしゃになるぐらいに笑って、私は刑を楽しんでいた。

　魔装少女がよってたかってこちょこちょしにくるのよ？　耐えられる訳がない。

　そう、こいつら、こんな攻こう撃げきも強かったのよ。

　戦せん闘とう民族。他人への攻撃を常つね日ひ頃ごろから教育として受けている連中。

　なるほどね。そう思うと、この刑も修学になってるわ。

　もう足あし腰こし立っていられなくなって、私はスカート捲まくれようがしわくちゃになろうが気にせずに、ただひたすら身を捩よじることしか出来なかった。

　恐おそろしい。恐ろしいわ。これ。

「ってこら！　誰だれよおっぱい揉もみしだいてあははははははっ！」

「私より圧あつ倒とう的てきに大きいなんて……憎にくたらしい」

　やっぱりか！　京子！　あんた罰の内容間違ってんじゃない！　なんてツッコミが出来る状じよう況きようじゃなかった。

　一分が、長い！　万まん華げ鏡きよう写しや輪りん眼がんの幻げん術じゆつぐらい長いわ！

「うりうり～ここがええのんか～。ここが母性本能か～？　ん～？」

「悪はははは代官かあんたははははははっ！　母性本能のくすぐり方が違ちがうわよ！　やだ……守ってあげたい……ってなんないから！　あははははっ！」

　ハルナの腋わきこちょこちょは尋じん常じようではなかった。常人のそれでもなかった。

　もう、私は涙なみだを浮うかべて肩かたをすくめ、縮こまっていることしか出来ない。

　ダンゴムシ程度の防衛力しか、発揮出来なかった。

「はぁい、そこまで～」

　地じ獄ごくのような一分間が終わったとき、私はへろへろで立つこともままならない状態のまま、涎よだれまで垂らして地ベタに這はいつくばっていた。

　恥はずかしさもあってか、私は耳まで真っ赤に染まっている。

　そんな私を、何な故ぜかうっとりとした表情で見下ろしていた魔ま装そう少女たちは、大先生に続いてぞろぞろとバスへと乗り込んでいく。

　私は一番最後に乗り込んで──一番先頭。大先生の隣に座った。

　緊きん急きゆう参加した私には、生徒と並んで座る場所なんてない。

　ハルナはユーと一いつ緒しよに座っていた。

　ハルナが私の家に居い候そうろうして、ずっとヴィリエに帰らなかったのは、ユーに魔力を奪うばわれたから──というのは名目上で、居場所がなかったから。

　全てが分かる天才は、他ほかの生徒から見れば畏い怖ふの対象。

　ヴィリエで孤こ立りつしてしまったから、この世界で出来ることを大先生が命じた。

　それが、メガロを倒すこと。

　まあ、私が倒してるんだけどさ。

　だから、旧友にあったはずのハルナは、誰にも声を掛かけることはしなかったし、逆にクラスメイトたちは誰もハルナに話しかけようとはしない。

　なんとかしてやりたいと思って、さっき挨あい拶さつをさせたけれど──あまり効果はなかったみたいね。

　ハルナはぶすっとした表情で、ただずっと頰ほお杖づえをついてバスから窓の外を眺ながめているだけだった。

「みなさ～ん。カラオケでもしましょうか～」

　バスガイドはおらず、代わりに大先生がにこにこと微笑みながら、あの無線機のようなマイクを手に立ち上がる。

「いえーい！」

　割と乗り気な生徒たち。拍はく手しゆをして盛り上げている。

　こういうノリって日本じゃあまりないわよね。なんというか、調子に乗ったら恥はじをかくみたいな風潮だから。

「誰から歌いますか～？」

「じゃあ一番手は私いきまーす」

　手を挙げたのは、見知らぬ魔装少女。ハルナのように幼児体型で、京子のように金きん髪ぱつで、ユーのように髪かみの長い女の子だった。

　何を歌うのかな？　やっぱりこの世界にある曲になるのかな？

　それとも、ヴィリエから持ってきた曲を提供しているとか。

「曲目は、ひとりでできぬもんの『いきぬきランド』を」

　ひとりでできぬもんって何ーっ！

　世紀末覇は者しや系アイドルの子役時代みたいになってるじゃん！

　そんなアイドルいないわよ！

「あなたがー、好ーきーとー言ーって、いたー。オムレツお前が、焼いてろーよ」

　他力本願な歌だったーっ！　ヴィリエでは何が流は行やっているのよ！

　その後も、様々な歌が歌われていき、車内は盛り上がった。

　一曲も知っているモノはなかったけれど、まあ、良い曲ばかりだったかな。

　魔装少女はみんな声が可愛かわいいってのもあるだろうけど。

「えー、じゃあボンジョビ歌いまーす。ジョン・ボン・ジョビでーす。……しょっとぅっざっはーぅ！」

　ピー。

　ホイッスルの音に、私のボンジョビはかき消された。

　えーっ！　今のはダメなんだ。

　外国の曲がダメっていうんだったら、日本の曲でもダメじゃない！　ヴィリエからすれば外国みたいなもんだし。

『ＮＧ行動：男性ボーカルの曲を歌う』

　そこかーっ！

　歌うじゃない！　そりゃ歌うじゃなーい！　だって私男だったのよ？　カラオケの持ち歌なんて、男性ボーカルしかないわよ！

　でも、回かい避ひ出来たわ。これは、少し考えれば回避出来た。

　魔装少女にあるまじき行動。

　ヴィリエは女性絶対主義の国だからね。

　悔くやしいわ。

　なんて嘆なげきながら、くじを引いて大先生に渡す。

「えー、絶対に伝わらないモノマネ……ですねぇ」

　絶対に伝わらないか……得意分野ね。

　封ふう印いんされたマニアックネタを披ひ露ろうすればいいだけなのだから。

「えー、じゃあ幽ゆう遊ゆう白書特別編の、ドクター神かみ谷やが手刀をするところ」

　私は立ち上がり、気合いを入れるためにごほんと一つ咳せきをする。




「解かい剖ぼうしてやるぜぁー」




　しゅっしゅ、しゅっしゅっ──両手であちょあちょと突つきをする。

　今女の子になってるから、ちょっと声が高くなっていたのでモノマネとして完成度は低いけど、完全に決まったわ。満足のいく出来。

「誰だよ」という感想はご褒ほう美びね。

　………………しーん。

　全然ウケてないやーん。全然ウケてないやーんっ！

　バラエティ番組の笑い声ＳＥが、こんなにいとおしいなんて。

　とまあ、そんなこんなで私はずっと両手で恥ずかしい表情を隠かくしつつ、バスは目的地に到とう着ちやくする。

　その場所は──芝しば公園。

　言わずと知れた東京タワーのお膝ひざ元もと。

　東京の東側。ビルに囲まれた中で、緑も生おい茂しげり、開放感のある都会のオアシス。

　散歩がてらに公園を視察した後──そびえ立つ赤い電波塔とうを私たちは見上げていた。

「ここがぁ、この辺りでぇ、一番の名物とも言える東京タワーですねぇ」

　三角形の小さな旗を持って引率する大先生が、のんびりとした声で説明する。

　さて、魔装少女はこの電波塔にどんな感想を抱いだくのか。

　反応をちらりと見てみると、みんな「ほほー」と感心しきりで小学生みたいに目を輝かがやかせていた。

　ふふ、可愛らしいな。

　初めて見たんなら、この壮そう大だいさに感動する人もいるでしょうね。

　ずっと日本にいるから当たり前のように思えるけど。日本のエッフェル塔と言っても過言じゃないわ。

「これ、戦車を使って作られたんですよね」

　生徒の一人が楽しそうに言う。

「はぁい。一部ですが、戦車が使われているそうですぅ」

「そうなんだ～。憧あこがれるわ～」

　今ここにへえ～ボタンがあれば、全員が連打してるでしょうね。それぐらいみんな食いついてた。

　って──そこなんだ！　気になる部分、そこなんだ！

　そこは普ふ通つうトリビアの部分よ！　トリビアはどうでもいい知識って意味よ！

　ぞろぞろと整列した魔装少女たちが、そこで体育座りをする。ちょっと話があるのかなと、私も体育座りをした。

　冬の芝しば生ふが冷たくて少し不快だったけれど、すぐに慣れるでしょう。

「はい。ではではぁ、ここを攻せめるならどうしますかぁ？」

　大先生が何を言い出したのかと、私は耳を疑った。

「はい先生。私だったらファイアーボールで焼き払はらいます」

　手を挙げて、意い気き揚よう々ようと意見を出す魔装少女。

「そうですねぇ。ここには木がたくさんありますしぃ、火はとても有効でしょうねぇ。でも、どうやって火を放ちますかぁ？」

　はいはいはいはい！　と、次々手が挙がる。

　ああ、なるほどな。と私は思った。

　ここにいるのは、戦い続ける宿命を持った戦士たち。

　その訓練生である彼女たちの修学旅行って『戦場の下見』なんだ。

「空くう爆ばくです！　空爆しましょう！」

　恐ろしいことを、さも楽しいことのように言う魔装少女たちに、私は一人、付いていけない感じだった。

「それは難しいですねぇ。さっき言ったようにぃ、ここは一番有名な場所なんですぅ。防衛力も高いのでぇ、空爆すればすぐに包囲されてしまうでしょうねぇ」

　そうよ。日本の防衛力を舐なめないでよね。恐らく、一いち撃げきは食らうでしょうけど、すぐに戦せん闘とう機が飛んでくるわ。

「数で圧あつ倒とうすればどうでしょう！」

　これだ！　と言いたげに手を挙げる。おおーっと声が上がり、有う頂ちよう天てんになっていたのだけれど──

「数を出すとメガロが湧わいてくるに決まってるだろ。わかれよな」

　すぐさまハルナに言われ、しゅんとする魔装少女。

「ハルナは分かっているようですねぇ。意見を聞かせて貰もらえますかぁ？」

「制圧するなら、静かに、そして迅じん速そくに行うべき。いかに反撃させる隙すきを与あたえないかが重要だ。何な故ぜなら、制圧してからが本当の勝負だからな。満まん身しん創そう痍いで拠きよ点てんを得ても意味がない」

「その通りですぅ。攻こう撃げきこそ最大の防ぼう御ぎよという言葉はぁ、反撃されないよう戦力を削けずる。あるいはその時間を与えないようにするということ。ハルナさんにぃ、拍手～」

　ぱちぱちぱちぱち。参加出来ない私は、せめてハルナへの拍手を率先した。

　まあ、言ってることはあんまり深く考えないようにしましょうかね。

　ハルナに良いところを持って行かれた魔装少女はしゅんとしていたけれど──

「ですがぁ、炎ほのおという選せん択たくは正しいと思いますねぇ」

　そういうところをちゃんとフォローする辺り、大先生を尊敬するわ。

　全すべての生徒に惜おしみない愛を。

　そんな教育方針なんだろうな。

　そう言えば、ウチの担任教師栗くり須す先生も、全ての生徒に対して対等だったような気がする。

　大先生に認められて嬉うれしかったのか、またはいはいと手が挙がる。

「だったら、この現地に兵をあらかじめ伏ふせておいて、他ほかの場所を攻めるときに火を用いればどうですかね？」

「そうですねぇ。戦せん況きようにもよりますが、それは一つの手段として、いいかも知れません」

「そう簡単にできるとは思わないけどねー」

　私はぼそりと呟つぶやいた。

　この世界には冥めい界かい人も吸血忍にん者じやも目を光らせている。

　そうか。吸血忍者が訳の分からない商売をしている理由には、各地に兵を伏せるためなんじゃないかしら。

　もし何か有事があれば、どこからでも情報を手に入れ、即そく座ざに対処出来るように。

　まあ当然資金集めの目的もあるんでしょうけど。

　だから、私が気付くことの出来なかった織戸の変化に気付くことが出来た。

「さあて、ではではぁ、ういーんと上がりましょうかぁ」

　東京タワーの内部へ。もう生しよう涯がいで何度も来た場所だわ。

　何の思い入れも湧かない場所──って訳ではないのよね。

　だって、ここは……

　順番に展望台へとエレベーターで上がり、絶景を見み渡わたす。

「うわあ」と感かん嘆たんの声を上げているのを見ると、なんだか嬉しくなるわね。

「二〇分の自由時間ですぅ。町並みを見ておきましょうねぇ～」

「「はーい」」

　素す直なおな修学旅行生。

　一いつ般ぱんのお客さんからは、そう見えているでしょうね。

　あそこが攻めやすそう。あそこを破は壊かいしたい。

　おぞましい会話をしながら外を見る無む邪じや気きな魔ま装そう少女たち。

　そんな中で、一人だけ外を眺ながめていない人物がいたの。

　それは、ユー。

　ユーは一人、床ゆかを眺めていた。

　そこは、ユーのかつての仲間。私と同じ『ゾンビ』で、ユーが『殺した』人物が最後にいた場所。

　ここには、あまり来たくなかったって顔をしてるわね。

　無表情だけれど。

「ユー、大だい丈じよう夫ぶ？」

　私の声に、こくりと一つ頷うなずく。

『私はもう　前を向いているから』

「私ね、こう思うんだけれど──前向きって言葉は、後ろを見ないって意味じゃないと思うんだ。過去にあったことを忘れる必要なんかない」

『そう　大丈夫　過去を受け入れない訳じゃ　ない』

「そか。ユーは強くなったよね」

『歩の　おかげ』と書いてから、その間に文字を追加する。

『歩たちの　おかげ』

　そう、そうね。私がって言うか、ハルナやセラもユーに影えい響きようを与えていたに違ちがいない。

　全ての中心──ユークリウッド・ヘルサイズ。

　全ての事象の中心にいた彼女の場所に、私たちは集まった。

　全ての中心にいるのはユーだけじゃない。

　私たちがいるんだ。

　そんなことを思わせる。

　それが、この東京タワーだった。

　私やユーにとって、特別な場所。

「ここに来るんだったら、花でも持ってくるべきだったかなー」

　京子がそんなことを言いながらやってきた。

　京子にとっても、ここは特別な場所。

「何事かって周りが思うから、やめた方がいいわよ」

「あの方はここに眠ねむっている──ってことは、日本最大の墓標ですよね。そう思うと、なんだか誇ほこらしいです」

『私も　そう思う』

　京子はユーのメモをじっと眺めたあと、「えへへ」と照れくさそうに笑った。

　そのときの京子はうっすらと涙なみだを浮うかべていたけれど、別にユーを恨うらんでいるようには見えない。

　むしろ、意い思し疎そ通つうをしていた。

　初めて──だろうな。この二人の息が合ったの。







　さて、続いてバスに揺ゆられて向かったのは──浅あさ草くさ。

　古き良き景観が売りの観光スポット。

　特に、ご年配の方々に人気があって、私もこの落ち着いた雰ふん囲い気きが好きなのよね。

「ここ……懐なつかしい感じがする」

　と呟いたのはハルナだった。

「来たことあったっけ？」

「んー。町並みを見たのは初めてだけど──知ってる感じがするんだ。天才だからかな」

　と言ってるけれど、どうなんだろう。他の魔装少女は別にそういう感想がないみたいだけれど。

「ここの雰囲気は、京都の四し条じよう河原かわら町まち辺りに似てますよね」

　なんて言ったのは京子だった。

「なんであんたがそんなこと知ってるのよ」

「京子ちゃんの祖父は京都にいるんですよ？　初めて出会ったときに言ったじゃないですかー」

　そう言えばそうだったわね。京きよう豆どう腐ふを用意して貰った時のことを思い出した。

　潜せん入にゆうしていた先のおじいちゃんが京都にいるんなら、何度か京都に行っててもおかしくはないわ。

　ってことは……

　そっか。

　ハルナが感じている『懐かしい感じ』は、幼い頃ころの記き憶おく。

　ハルナの母親はヴィリエの人間ではなく、この世界、京都出身だと聞いた。

　だとすれば、物心つかない頃に訪おとずれていてもおかしくはないわね。

　もっと早く、ハルナを連れてきてあげるべきだったかな。

　浅草はいつものように賑にぎわっているので、雷かみなり門もんをくぐる前に体育座りをする。

　座るということはつまり──

「ではではぁ、ここを攻せめるとすれば、どう攻めますかぁ？」

　やっぱり、この講義はやるのね。

　大先生の質問に、魔装少女の一人が手を挙げる。

「はい！　私だったら、今度こそファイアーボールなどで空爆します」

「それは難しそうですねぇ」

「はい！　だったら熱波で攻めるのどうでしょう」

「建物が多すぎますねぇ。攻撃対象が曖あい昧まいですぅ」

「でも、古い建造物が多いので、よく燃えると思います」

「近くに川があるから火攻めは難しいんじゃないかな」

「じゃあ、逆に水攻め？」

　議論は白熱していた。

　生徒たちの意見交こう換かんを見ていて楽しいのか、大先生はにこにこしていた。

　いや、いつもニコニコしているか。

「こういう人の密集地はぁ、もっと効率の良い攻め方があるんですぅ」

　誰だれも大先生の持つ答えに辿たどり着いた者はいなかった。

　私も分からない。

　別に、ファイアーボールでちゅどーんでも良いと思うけどな。

　そんな中──

「はい、アリエル先生」

　そこで手を挙げたのは、京子だった。

　そのほくそ笑えんだ表情は、他者全てをバカにしているようでいて、ただの可愛かわいいロリ少女にも見える。

「私だったら、そんなに無む駄だな魔力は使いません。人数も一人で十分です」

　立ち上がり、両手を広げて一人一人に語りかけるように言う。

　おお、今までにない大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げてきたわねー。

「それはさすがに無理でしょう」

　さすがにバカにされてることに気付いた魔装少女が京子にむっとした表情を向け、それに続くように「そうだそうだ」と批難の声が上がる。

「そんなことも分からないんですかぁ？」

　小こ馬ば鹿かにしたように笑う京子。

　答えが分からない魔装少女たちは「ぐぬぬ」と苦にが虫むしを嚙かみつぶすことしか出来ないでいた。

「記憶操作だ」

　誰もがむっとした表情の中、ハルナがぼそりと呟いた。

　次は、京子がむっとする番だった。

「この世界の住人は魔力が少ない。そのほとんどに記憶操作が有効だからな。別に焼け野原にしなくても制圧できる。人が多いところだったらなおさら効果的だ」

　京子が勿もつ体たいぶった分だけ、ハルナの言葉にみんなが耳を傾かたむけた。

　ハルナの言葉に、大先生はぱちぱちと小さく拍はく手しゆを送る。

「はい。そうですねぇ。こういう市街地ではぁ、記憶操作で一気に制圧するのが一番効率がいいでしょう～。これはぁ、冥めい界かいでも有効な手段ですぅ。メガロは魔装少女の魔力を持ってますしぃ、中には高い魔力を持っていて記憶操作が効かない場合もありますがぁ、それはごく一部なのでぇ……」

　なんかとんでもない話をしてるわよね。

　確かに、記憶操作は恐おそろしい戦術だわ。誰もが知らない間にそれが当たり前のように侵しん略りやくされている。

　そう、それはまるで宗教のように。

　京子はハルナに全すべてを言われてしまったので、言うことがなくなって座った。

　なんで私を睨にらむのよ。何にもしてないのに。

　あんたが勿体ぶらずに本題に入ってれば、ハルナに出し抜ぬかれることもなかったでしょうにね。

　京子は苛いら立だちをぶつけるように、私に「い～」と白い歯を見せた。

「はい。ではここで五〇分買い物タ～イム。集合場所は水上バス乗り場でーす」

「はーい」

　一いつ斉せいに立ち上がり、雷門へと向かう魔装少女たち。

　浅草でお買い物。といってもなー。いつでもすぐに来られる場所だし、特にこれといって欲ほしいものなんてないんだけれど。

「相川さん。なんか買って～」

　むぎゅっと腕うでに飛びつかれた。

「そういう甘えた声は私が男のときにしなさいよね」

　おっぱいを右腕に押しつけるのもね。

　今の私は動どう揺ようすらしないわ。昨日さんざん吸血忍にん者じや三さん匹びきにやられたところだし。

「私ー、お金持たされてないんですよぉ～」

　そりゃあ、受じゆ刑けい者しやだもんね。

「買わないわよーだ。呪のろいを掛かけられたことを忘れた訳じゃないんだからね」

「えー、そこはもう忘れて、水に流して下さいよぉ。私だってやりたくてやったんじゃないし」

「不意打ちしておいてよく言うわ。あんたその前は忘れないで忘れないでって涙まで見せてたくせに」

「ふふ、全部覚えてくれてるんですねぇ。相川さん」

　幸せそうに笑う京子。どこまでが本気なのか、からかってばっかりで本意を隠かくしてるから分からなくなる。

　左腕にも何かが飛びついてきた。

　目を向けると、そこには毎日見ているメモ。

『私にも　何か買って』

　可愛いなあー。きっと、京子に嫉しつ妬としたんでしょうねえ。

　ユーにそんな上うわ目め遣づかいで『買って？』って言われたら、仕方ないわねー。

「ユーには買ってあげるからねー」

　満面の笑みを見せる。

　今度は京子が嫉妬したみたいで、私の二の腕をぎゅっと摘つまんだ。

「もう！　相川さんの意地悪」

　いじける京子に、仕方が無いと言いたげのハルナが肩かたを叩たたく。

「あたしが買ってやろうか？　しゃーなし」

「いらない」

　冷たく突つき放され、ハルナはショックのあまり口が四角にあんぐりと開いた。

「あ、アユムとあたしと、な、何が違ちがうんだ！　ふざけんなよな！」

「ハルナに奢おごって貰もらっても、何にもならないじゃないですか」

「せっかくあたしがさんえるでぃーけーのマンション買ってあげようと思ったのにっ！」

　…………いくら持ち歩いてるのよ。

　ハルナは、こう見えて恐ろしく金持ちだ。

「いつも思うけど、ハルナってなんで大金持ってるの？」

　疑問をハルナではなく京子にぶつけてみる。

　ハルナに聞いても、どうせ説明不足の返答が来るだけだろうし。

「相川さんのせいじゃないですか？」

「なんでよ」

「魔ま装そう少女の報ほう酬しゆうは、魔装錬れん器きの情報から、倒たおしたメガロによって決まります。普ふ通つうの魔装少女はＡ級を狩かるのが精せい一いつ杯ぱいなのに、相川さん、ＡＡＡ級とか狩るでしょう？」

　なるほど。そうやって稼かせいでるんだ。

　なんだか、モンスターハンターの世界ね。

　それにしても──持ちすぎな気がする。

　即そつ金きんでマンションを購こう入にゆうするなんて、全部の指にごっつい指輪をしているレベルの成金じゃないとやんないわよ。

「じゃあハルナ。私になんか買って」

「しゃーなしだなっ！」

「じゃあ私も相川さんに買ってあげます」

「金ないんじゃなかったの？」

「ふふ、ここはヴィリエじゃなくて私のホームグラウンドですよ？　隠し財産ぐらいあります」

　誰もが当然のように隠し財産があるような言い回しね。

「あ、そう。はい、じゃあよーいドン」

　私がパンと手を叩くと、ハルナと京子はダッシュする。

　ぶつかりつつも我先に店内へ入っていく二人に、私は思わず笑ってしまった。

　誰かにプレゼントをするのって、ワクワクするときがあるよね。

　二人が何を買うのか気になるけど、あとのお楽しみにして、別のところへ行こうかな。

「ユーに新しい湯飲みでも買おうか？」

『素す敵てき』

　とりあえず湯飲みが売ってそうな場所を携けい帯たいで検けん索さくして探す。

　すると、ちょうど今いるところから二に軒けん先ぐらいの近いところにそれらしいモノがあるらしい。

　店内に入ると、雰ふん囲い気きは明めい治じの頃からやっていそうな、老舗しにせな感じだった。

　この店なら湯飲みはあるかなー。

　魔装少女の先客がいる。二人組の、活発そうな女の子たち。

「他ほかの魔装少女は何を買うのかな？」

　ちらりと見てみると──

「すいません。虎こ鉄てつってありますか？」

「くないってありますかね？」

　武器ばっかりだーっ！　戦せん闘とう民族怖こわいーっ！

「名湯飲み『狐こ鉄てつ』ならありますよ？」

　あったわー。バイオハザードよりも簡単に目的のアイテムを入手できそうだわー。

「いえ、刀でありますか？」

「当店では扱あつかっておりません」

　店主が頭を下げると「残念だねー」なんて言いながら店を出て行った。

　それしか買う気ないのっ！

　私は店主のところまで行って──満を持して言う。

「すいません。名湯飲み『狐鉄』を見せて貰って良いですか？」

「おほー。お嬢じようちゃん、かなりべっぴんさんだねー。オメガボイン」

　メガの上はオメガじゃないわよ。と思いつつ、店主が湯飲みを出してくるのを待っていると──何やらたいそうな桐きりの箱に入ったモノが。

「これが、狐鉄です」

　赤い紐ひもを解ほどいて、中から取りだした湯飲み。

　ごく普通の湯飲み──より少し茶色……いや、オレンジ？　何とも言えない渋しぶみのあるオレンジ色がほんのりと入った不思議な色の湯飲みだった。

『素晴らしい』

　どう？　と私が聞く前に、ユーはとても興奮していた。

「お？　お客さんお目が高いですねー」

『歩　これは買えない』

「どうして？」

『恐らく　六八万ほどの値打ち』

　どんな湯飲みよ！　え！　高い奴やつってせいぜい五〇〇〇円程度じゃないの？

「お、お目が高いねぇ～オメガお目が高いねぇ～」

　それ、絶対文章で伝わらないからねと念を押したいところだったけれど、私はそれよりも手が出ないにもほどがある『狐鉄』に啞あ然ぜんとしていた。

「湯飲みってそんなに高いんだ」

「まあ、陶とう器きの一種だからねぇ。たまに五〇万前後のモノもありますよ」

　そうなんだ。これだけがべらぼうに高いって訳じゃなくて、他にもあるんだ……

　他にもあんの！　こんな高い奴がっ！

　安あ土づち桃もも山やま時代じゃないんだから。茶聖が一いつ般ぱん的に有名な時代なら分からないでもないけれど……

「で、これはいくらなんです？」

「ずばりその子の言う通り六八万円になります」

　んー。さすがに手が出ないなー。

「お嬢ちゃんたち可愛かわいいから六〇万でいいよ」

　と少しまけてくれるけど……

　やっぱり無理だわ。

　なんて私の苦々しい顔を見たユーは、メモを見せる。

『見れただけで　十分』

　ユーに何か買ってあげたいけど──

「ごめん」

　私たちは店員さんにお礼を言って、店を後にした。

　ユーはいつも感情を前に出せないから、落ち込んでるのもわからないし、でもがっかりしたんだろうなーと思っていたら──

『一いつ緒しよに買い物するだけで　良い土産みやげ』

　ユーの瞳ひとみには、失望感がなかった。

「ふふ、そうね。私もそう思う」

　そっか。お土産を買って欲しい。と言う訳じゃなくて──

　一緒に買いに行って欲しい。

　それが、ユーのお土産。

　思い出が何よりも宝物になる。

　ユーらしい。

　そして、私らしいわ。

「セラのお土産でも、買いに行こうか」

　私が笑え顔がおでそう言うと、ユーはこくりと頷うなずいた。

　ぶらぶらと人通りの多くて歩くペースがゆっくりになる歩道を歩く。

　セラには何を買って帰ろうかな。やっぱり、雷かみなりおこしとか。水ようかんとかそういうおじいさんが食べそうな和スイーツがセラは好きなのよね～。

　ふふっと微笑ほほえんで、私は愕がく然ぜんとした。

　何がスウィ～ツよ。その呼び方大っ嫌きらいだったはずなのに。こんなに自然と口からぽろりしちゃうなんて。

　さっさと和わ菓が子しを買って、さっさと目的地へ行きましょう。うん。

　………………なんて、男のときは思ってたでしょうね。

「ちょっとここ見ていこうか？」

「このキーホルダー可愛いなぁ」

「あ、これいいかも～」

「ねえねえ。これどう？」

「これよくない？　よくよくなーい？」

　………………これらは全すべて私の口からぽろりしたモノだった。

　結局、セラへは水ようかんをお土産に買ったんだけれど、それ以降はずーっとウィンドウショッピング。

　五〇分が短すぎるわ！

　私はウィンドウショッピングだけで五〇分をフルに使い果たしてしまったの。

　無表情だけどお土産に興きよう味み津しん々しんのユーに、次々と話しかけては買わないショッピング。

　男の時は、ただ遠くから眺ながめているだけだったけれど、今の私はそんな余よ裕ゆうがなかった。

　そろそろ時間ということで、私はハルナを探すことに。

「だらっしゃーっ！　二〇〇〇円でハンマープライスっ！」

　すぐ見つかった。

　何競売してんのよ。

　いつの間にか、ハルナはお土産を売る側に回っていた。

　そんなことをしてるから多額の現金を持ち歩くことになるのよ。全く──

　商品は……全てＴシャツ。ハルナがいつも着ている、文字プリント入りのＴシャツだった。

　内容は──

　どす恋こい。

　ねちっ恋。

　恋口醬しよう油ゆ。

　かし恋。

　すばしっ恋。

　失恋。

　恋シリーズっ！　失しつ恋れんは『しつこい』じゃないわよ！　『失恋』と書いて『しつこい』……あ、割としっくり来る……じゃないわよ！

「すいません、しつこい下さい」

　買うなよ！

　……はっ！　危ない危ない。

「ハルナ。もう時間来てるから、急いで水上バス乗り場へいかないと」

「えー。もっと買い物したいのにー」

　あんたは買い物じゃなくて売り物してるでしょ。

「私たちはいつでも来れるでしょ？　ほら、早く早く」

「ちぇー。じゃあ残り売っておけよな！」

「はい！　ハルナさん！」

　口を窄すぼめるハルナの背中を押して、店外へ。なんであんた店員に敬語で話されてるのよ。敬う要素が見当たらないわ。

　京子まで探す暇ひまはないわね。さっさと集合場所を目指さないと。

　一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったのだけれど──

「アユムさーん。遅ち刻こくですよ～」

　私たちは最後だったようで、大先生の笑顔が消えていただけなんだけどね。

　いっつもいっつも笑顔の人間が急に笑顔じゃなくなると、「怒おこったかな？」って思うわよね。

　魔ま装そう少女の女子たちも、そう思ったみたいで、シンとしていた。

　私は、そのことに驚おどろいた。

　大先生を知っている人間なら、こんな表情をしていても怒っているなんて思わない。

　むしろ、怒ってるときはこう、どす黒いオーラを背後に満面の笑みを浮うかべているイメージだわ。

　だから、京子もハルナも平然としていた。

　他の魔装少女はハルナや京子に比べると、大先生と接点が薄うすいのかも。

　そのとき、ホイッスルが鳴り響ひびいた。

　ああ、これは仕方ないわね。遅刻したのは確かだし。

『ＮＧ行動：お土産に食べ物を買う』

　そこ！　そこなの！　そんなことより遅刻をＮＧにすべきじゃないの！

「はあい。アユムさんと、ハルナさん、エリーシャさんにケリーさんとストイコビッチさんもアウトですねぇ」

　今回は割と一いつ杯ぱいＮＧ者が出たわね。って今ピクシーいなかった？　元グランパスの！

　だって食べ物は買うじゃない。食べ物は買うじゃなーい。

「じゃあ、代表としてエリーシャさん。くじを引いてくださーい」

　そう言われて、ショートボブの可愛らしい少女がくじＢＯＸに手を入れる。

　何を引いたのかなと思っていたら──

「はあい。それでは～、後ろからおっぱいを鷲わし摑づかみの刑けい～」

「んなっ！　そ、そんなことされたらハルナちゃんＧカップになっちゃうだろ！」

「ハルナ～。罰ばつゲームは絶対なんですよ～？」

　言うが早いか、魔装少女たちがぞろぞろと私たちのところへやってくる。

　もにゅもにゅ……もにゅもにゅ……

「にゃあああ！　あひゃひゃひゃひゃ」

　ハルナはくすぐったいのか、ずっと笑っていた。

　私も──もにゅもにゅされるんだけど……

「んっ……くっ……ん……」

　長くない！　私だけ異様に長くない？

　一〇〇人ほどいる魔装少女が、次から次へと私の背後に回っては、次から次へともにゅもにゅしていく。

「デカい……」「とにかくデカい……」「やらかい……」

　みんな呪のろいの言葉のようにぼそりと呟つぶやいては、次のおっぱいへ向かう。

　恨うらめしそうに言わないでよ。全くもう。

「ふふっ、いい気味ですね。相川さん」

　京子は入念に私の胸を揉もみしだいていた。その手つきは、とってもエロい。

　背中に自分の胸をむにっと押し当てて、私の胸を弄もてあそぶ。

　今に見てなさいよ。もしあんたが同じ罰になったらわっしゃわっしゃやってやるんだから。

「ところであんたは何を買ったのよ」

「内ない緒しよです」

　ぺろっと舌を出す京子。

「あんたさっきのど飴あめ買ってただろ！　にゃああ！」

　ハルナがちくっと京子を攻こう撃げきした。

　一緒に買い物へいったもんね。

「あ、あれはお土産じゃないです！」

　大先生に弁明する京子だったけれど──

　無情にもホイッスルは鳴り響いた。

「アウトですぅ～。一緒におっぱいもまれてくださーい」

　ふっふっふ……覚かく悟ごしなさいよ～。

　そのとき、魔装少女たちは一いつ致ち団だん結けつしていた。







　水上バスに乗って、隅すみ田だ川がわを下る。

　私は風に当たりたかったので、屋根のところに陣じん取どった。

　左右に並ぶビルを眺めていると、ハトが私たちの周りを旋せん回かいする。

　見れば、他ほかの観光客がハトにエサをやっていた。

「おおー。アレだな！　エヴァ劇場版って感じだな！」

　群がるハトに襲おそわれている姿は、確かに量産型に襲われる二号機のようではあるけれど。

『私も　やる』

　ユーは動物好きだもんねー。

　こんなこともあろうかと、ユーはハトのエサをすでに持っていた。

　それを、揉まれすぎてシワだらけになった制服姿の、紅潮した頰ほおで睨にらみ付ける京子はこう思ってることでしょう。「それもアウトじゃないのか」と。

　ハトのエサ袋ぶくろを手にしたユーは、ガントレットに包まれた手の上にエサをわっさわっさと盛る。

　すぐさまハトがやってくるんだけれど……とっても行ぎよう儀ぎが良かった。

　野生とは思えないほどの譲ゆずり合いの精神。平和の象しよう徴ちよう。

　そんな言葉が正に当てはまるほど大人しい。

　一羽ずつ、順番をきちんと守って、ちょこちょことエサを啄ついばんでいる。飼い慣らされたハトでもこんなに大人しくはないでしょうね。

　そして、ユーがエサを空中へばっとまき散らすと、それらを一いつ斉せいに食べる。

　それはまるで、白い花火のようだった。

　ばさばさと羽ばたく音も花火のよう。

「あれがぁ、スカイツリーですねぇ」

　と大先生が言うように、進行方向左手側にスカイツリーが見えてきた。

「さっきの奴やつとどう違ちがうんですか？」

「こっちの方が新しいんですぅ」

「へー。戦車は使ってないんですか？」

「使ってないと思いますよぉ」

「何の価値もないですね」

　そこなんだ！　戦車基準なんだ！　高さじゃないんだーっ！

　このまま下っていくと、芝公園の方へ行くわよね。だったら先に浅草へ来てから、東京タワーへいけば良かったのに。あるいは、お台だい場ば辺りから隅田川を上っていけば──

　私は思わず声を失った。

　すれ違った水上バスの上に、同じような修学旅行生の集団がいたから。

　同じように、ハトへエサをあげているのだけれど──

「あ」と誰だれかが呟いた。

　気付いたのよ。

　そこにいたのが──メガロだってことに。

　尋じん常じようではない量のメガロ。学ランを着た動物たちが集まっているその姿は、まるで修学旅行のようだった。

　私たちはすれ違って隅田川を上っていくメガロ様ご一行を、口をぱっくりと開けて啞あ然ぜんとしながら見ていることしか出来なかった。

　何やってんの……あれ？

「おー、アユム。あれ見て！」

　むしろ、そんなハルナの声でメガロのことなんかどうでもよくなってしまう。

　指をさしたところには、ビル。ただのビルがあったのだけれど──

　そこに、スカイツリーが映っていた。

「綺き麗れい」なんて声が上がるなか、別段珍めずらしくもないモノを見た京子がぼそりとこう呟いた。

「でも寒いですね」

　すると、ホイッスルが鳴る。

『ＮＧワード：寒い』

「え！」京子は不意打ちに、思わず声を漏もらしていた。

　項うな垂だれつつくじＢＯＸから罰ゲームの紙を引くと──

「はあい。罰ゲームは一分間こちょこちょの刑～。もう到とう着ちやくまでやりましょうかぁ」

　地じ獄ごく──

　京子はいやいやとツインテールを横に振ふり乱し、逃とう亡ぼうを図はかろうとしたが、周りは水辺。

「いっけええ！」

　ハルナが飛びかかり、次々とそれに続いていく魔装少女たち。

　そう、それはまるでエサを与あたえられた鳥たちのようだった。

　さて──私もおっぱいの仕返しを堪たん能のうしようかな。

　さっきのじゃ、鬱うつ憤ぷんが晴れてないのよね。

「ちょ！　相川さんっ！　そこはダメですっ！　ダ……あっははははははっ！」







　とまあ、そんな楽しい修学旅行一日目も終わりを迎むかえようとしていた。

　隅田川を下ると、お台場へ。

　もう日も落ちてきて、本格的に寒くなってきた頃ころ──

「ここで旅館に泊とまります～」

　旅館って……こんなに発展した場所に、今時旅館なんてあるの？

　聞いたことないけれど──せいぜいホテルでしょうに。

　なんて思いつつ歩いていくと──完全な旅館を発見した。

　木造建築の、巨きよ大だいな旅館。

　いつの間にこんなモノが……

　そう言えば、この辺りってユーの知り合い、最強の冥めい界かい人のネネさんが住んでるのよね。

　なんて思いつつも、旅館の中へ。

　旅館に入ると、若くて可愛かわいらしい女性たちが深くお辞じ儀ぎをして迎え入れてくれた。

　こういう昔ながらの旅館って、綺麗な女将おかみさんが付きものだけれど、こんなに若い女性ばかりの旅館なんてそうそうないわね。

　お台場らしいと言えばらしい。

「ようこそおいで下さいました」

　綺麗な声。見たことない顔だけれど、声はどこかで聞いたことがあるような気がする。

　仲居さんに連れられて、大広間に通される。見たところ、宴えん会かい場じようにも見えるけれど、そこの端はしに荷物を置く。

　どうやら、私たちは一いつ緒しよに寝ねるみたいね。

　さすがに、この人数分の部屋を取るのは難しいのか、それとも引率する先生が大先生しかいないから、管理の意味で同じ部屋なのか。

　どちらにしても、私たちはそこで浴衣ゆかたに着き替がえた。

　誰だれ一人ひとり、下着を見せることなく。

　勝負はまだ。

　そう、勝負下着はまだ見せる段階じゃない。

　夕食の準備はもう出来ていたようで、着替えがすんだ者からばらばらと、別の大広間へ移動する。

　そこで待ち受けていたものは──

「ようこそ。本日の料理を無理矢理担当しました。一級中ちゆう忍にんのセラフィムです」

　中忍出てきた！　調理人じゃなくて中忍が出てきたーっ！

　なるほどね。ここは吸血忍者の経営する旅館だったんだ。

　だから、仲居さんたちが若くて、知ってる声だったんだわ。

　誰かは知らないけど会ったことがあるんでしょうね。

　宴会に参加したときとか、夜の王事件の時とか。

　ホテルじゃなくて旅館ってのが吸血忍者らしいわね。

　まあ、旅館だって時点で吸血忍者なのかなって疑うことも出来たわ。私もまだまだ甘いわね。っていうか──

「なんであんたが無理矢理担当してるのよ」

　私は啞然としていた。

　この世界で最もマズイ料理を作るのが彼女だろうと、私は確信している。

　美お味いしくないって意味じゃない。

　生死を左右するって意味で。

「ヘルサイズ殿どのがおられるのです。変なモノは提供できません」

　そう言って、セラはでっかい岩を、砕くだいた。

　手刀で、えいしゃおらえーいしゃーってね。かけ声はしてないけど。

「本日の料理は──壊かい石せき料理です。レアメタルをふんだんに用いました」

　岩を壊こわす料理じゃないわよ！　あんた忍者でしょ！　知ってるはずだから！　気付いて！　『懐』だから！　『壊』じゃないからーっ！

「これはお豆とう腐ふですかぁ？」

　席に着いた大先生が、机の上に並んだ料理の一つを指さした。

「はい。オリハルコン豆腐です」

「オリハルコンってぇ……あの、かたーい奴ですかぁ？」

「はい、その硬かたい奴です。『冷ひや奴やつこ』改め、『硬奴』です」

「こ、これも石なんですか？」

　京子はセラの料理初めてだっけ？　すんごい複雑な表情でお刺さし身み風の大理石を指さしてるけど。

「はい。壊石料理ですので」

「このご飯、米じゃないよな？」

　ハルナの指し摘てきにも──

「壊石料理ですので」セラはとても楽しそうだった。

　あまりに楽しそうだったので、誰も文句が言えない。

　きっと、文句を言えば傷ついてしまうでしょう。もやっとした気持ちが大広間を支配していた。

　旅行で一番の楽しみはなんですか？　というアンケートを採れば、上位に食い込むであろう夕飯。

　それが、いとも容た易やすく打ち砕かれたのだ。

「えっとぉ……チェンジでお願いしますぅ～」

　誰も言えないことを、さらっと言いのける人物がいた。

　さすが大先生。どんな状じよう況きようでも妥だ協きようしない。羨せん望ぼうの眼まな差ざしを一身に浴びている。

「チェンジ……とは？」

　セラは「ちょっと意味わかんない」って感じに聞き返す。

「お料理を、別のモノに変えて下さい」

「まさか……全部ですか？」

「全部ですぅ」

　ごごごごごご……笑え顔がおの二人。その裏側で、どす黒いオーラが渦うず巻まいていた。

　今銃じゆう声せいの一つでもあれば、きっと二人は戦いを始め、そして一いつ瞬しゆんでセラは殺されてしまう。セラ、ここは譲ゆずって。お願いだから──

「まさか、サラスの言うとおりになるとは思ってもみませんでした。皆みなさん、隣となりの広間へお移り下さい」

　悔くやしそうに目を閉じるセラ。

　サラスの言うとおりって、どういうことだろう。

　不ふ審しんに思いつつもふすまを開けると、そこには同じようにずらりと並ぶ料理。

　そして、着物姿のサラスがいた。

「余興はお楽しみ頂けましたか？　こちらが本日ご用意いたしました料理でございます」

　いつもの不敵な笑みではなく、優やさしい笑み。

　赤い口くち紅べに。アップにまとめた黒くろ髪かみ。妖よう艶えんでいて、可愛い表情。

　そこにいたのは『美人女将』だった。

「はらはらしましたよぉ～」

　くすくすと笑う大先生。

　なんだ、どっきりか。と魔ま装そう少女たちは安あん堵どし、豪ごう勢せいな夕食を前に目を輝かがやかせる。

　金粉をまぶした伊い勢せエビ。鮮せん度ど抜ばつ群ぐんなのが見て取れる刺身。これは──ふぐかな。

　席に着くや、みんな楽しそうに感想を言い始める。コメントを残さざるを得ない豪ごう華かさだった。

「見事なもんですねぇ～。このお刺身は、やっぱり新鮮なんですよねぇ？」

　なんて、大先生はサラスこと美人女将に話しかけていた。こういう旅館に出てくる刺身が新鮮じゃない訳がないじゃない。

「こちらのマグロは、新鮮ではありません」

　だけれど、サラスから出た言葉は意外だった。それって、旅館側が言っちゃいけないでしょ。

「まぁまぁ。それは残念ですねぇ」

「だいたいの魚は、捌さばいた時が最も美う味まいのは確かです。しかし、魚によっては、少し熟成させた方が良いモノもあるのです。そこにある刺身は、今が食べ頃ごろになるように調整致いたしました。ですので──鮮度は抜ばつ群ぐんです。ご安心下さい」

　そう言われれば、聞いたことがある。マグロは捌いてから少し熟成させた方が美お味いしいって。

「それって、マグロ以外も？」

「そうです。白身やイカ。全すべてに於おいて今が食べ時になるよう調整しました」

　とんでもないこだわりだ。マグロと鯛たいの最も美味しい時間なんて、全く異なるでしょう。それをわざわざ合わせるなんて……

「へえ～。つまりぃ、鮮度が抜群と言っても、一番新鮮なものとは限らないってことですかぁ？」

「ふふ、面おも白しろいことを言う。ですが、そう取って頂いて構いません」

　サラスと大先生は二人でくすくすと笑った。

　同じように、部隊を率いる立場の人間。どこかウマが合うのかも。

「あの、私のオリハルコンも、あえて熟成させたものですが」

　セラさんの言い分は誰だれも聞いていなかった。

「このお鍋なべはなんですかぁ？」

「それは、温おん豆どう腐ふです」

　大先生は豆腐が大好物。はやる気持ちを抑おさえきれず、フタを開けてみるが──

「これは……牛乳にしか見えませんよぉ？」

　そこには、白い液体だけがあった。

「それは豆乳とにがりです。一五分ほど火に掛かければ、豆腐になります」

「まあ……それは楽しみですぅ」

　目の前で豆腐が出来あがるのを見られる。豆腐大好きな大先生にとって、これほどの幸福はないだろう。サラスったら、きっと、吸血忍者の頭領に言われて用意したわね。

「私のオリハルコンも、二〇〇〇度ほどの火に掛けてハンマーで叩たたけば剣けんになりますが」

「それでは皆さん。頂きましょう」

　大先生がぱんと手を打つと、魔装少女たちは一いつ斉せいに食事を始めた。

　濃のう厚こうな料理に、あっさりとした料理。

　カロリーの計算もしっかりされているんだろうな。

「おおー！　見ろアユム！　これ超ちよう贅ぜい沢たくだぞ！　カレーまんの一番外側だけだ！」

　湯ゆ葉ばね、湯葉。

「それでは、ご堪能下さい」

　サラスは床ゆかに頭をつけるぐらいのお辞じ儀ぎをして、そそくさと大広間から出て行った。

　私に小さくウインクを一つして。







　食事をすませた私たちは、ついに決戦の場へとやってきた。

　決戦の地の名前は──更こう衣い室。

　最近やたらと女の子とお風ふ呂ろに入ることになるけれど、今日は知らない人間と一いつ緒しよだった。

　さっきまであんなにわいわいがやがやと騒さわいでいた少女たちは、今、互たがいに牽けん制せいし合っていた。

　誰が最初に浴衣ゆかたを脱ぬぐのか。

　最初に動いたのは、水上バス乗り場で私と一緒に罰ばつゲームを受けた魔装少女だった。

「さーて、汗あせを洗い流そうかなー」

　はらり。一気に帯を取り、浴衣を床に落とす。

　そこにあったのは──

　にゃーん。

　猫ねこだった。そこにいたのは、猫。

　ふふ、可愛かわいいなあ。思わず微笑ほほえんでしまう。

　彼女の下着は、猫がプリントされた白パンティだったの。

　肉球が水玉っぽくなってて、とっても可愛らしい。

　ブラはしていなかった。

「おおー」と歓かん声せいが上がる。

「やるわね──」

「うむ。あの下着は強いのぅ」

　中には唸うなる人物もいる。それらの意味は全く分からない。

　一人が動けば、他ほかの人間も動く。

　二人目の少女のお尻しりにあったのは──

　ぱおーん。

　ゾウさんだった。

　白地のパンティの真ん中で、青いゾウさんがきりっとした表情をしていた。

「おおー」歓声が上がる。

「なんだあの生物は」

「くっ！　なんというモンスターだ！」

　中には唸る人物もいる。それらの意味は少しだけ分かった。

　どよめく魔装少女たち。ゾウのパンティを穿はいた少女は誇ほこらしげだった。

　次々と浴衣を落としていく少女たち。

　そこは──

　そう、そこは──




　ＺＯＯだった。




　みんな、アニマルプリントのパンティばかりだった。

　そして、誰もがノーブラだった。

　もしかしたら、ヴィリエにはブラジャーがないのかな。

　みんな幼い体つきだから、必要ないのかも知れないけれど。

　ハルナがいつもノーブラなのは、文化のせいだったのかもね。

　全員がアニマルプリントという訳でもない。

　中には、そんな動物園になるだろうという予想をして、あえての変化球を投げている魔装少女も存在した。

　名前は知らないけど、私は彼女のガッツに称しよう賛さんを浴びせたい。

「このショーツ、どうかな」

　自信満々に、短たん髪ぱつの魔装少女がお尻を見せる。

　そこにあったのは──カレーとスプーンを持つ、ターバンの男。




　インド人である。




　インド人パンツ！　何よそれ！

　超欲ほしいんですけど！　超欲しいんですけどーっ！

　お尻にインド人。

　こうやって文章として書くとすごくいいじゃない。絶対クラスの人気者になれるはず。

　そのはずの、インド人だったんだけれど。

　反応は、なし。

「あー、うんまあ……」ぐらいだった。

　噓うそ！　これほどインパクトのあるパンティを、私は他に知らないのに。

　そんなこんなで、ハルナが浴衣を脱ぐ決意をした。

「あたしをとくと見るんだなっ！」

　浴衣を脱ぎさるハルナ。勢いよく脱ぎ去った浴衣は、南なん斗と水すい鳥ちよう拳けんのレイが初登場したときぐらい、ばさばさと風になびいていた。

　どこから風が入ったのかはわかんないけれどね。

　ハルナのパンティは……

　黒と白の縞しまパン。

　いつもと全然変わらないじゃない！　わざわざ買いに行ったのに。

　ふふん。と腕うでを組んで仁に王おう立ちするハルナ。

　どや！　って言うほどのもんじゃないわよ。あんた、大人なパンティが欲しいって言ってなかった？

　やれやれ。私は首を横に振ふっていたんだけれど──

「おおー」ざわめきが起こった。

「へえ。やるじゃない。見直した」

　あんなにハルナに無関心だった魔ま装そう少女たちが、ハルナに笑顔を向けている。

　彼女たちにとって、下着はコミュニケーションツールなのかもしれないわね。

「ふふーん」とふんぞり返るハルナを見て、私は安心した。

「これは、優勝持って行かれたかな」

　と残念がるパオーンパンツの魔装少女。

　よっぽどショックだったのね。黒と白のシマシマパンツが。

　まあ、私に言わせれば、シマウマみたいなもんだわ。そう、ハルナも動物園の一部に過ぎない。アニマルプリントじゃないけどね。

　続いて、ユーも浴衣を脱ぐ。

　下着は──純白だった。買ったばかりの、綺き麗れいな白。

　レースが付いていて、少し高級感がある。

　これは、あの吸血忍にん者じやの店で買ったんだなってすぐに分かるわね。

「おおー」感かん嘆たんの声が上がる。

「眩まぶしすぎるぜよ！」

「きれーい」

　ひらひらとしたレース付きのパンティを、ハルナが穿いていた覚えがない。

　もしかしたら、魔装少女たちは初めて見たのかもね。

「こっちが優勝かな」

　という声に、ハルナのアホ毛がピコーンと動いた。

「ふざけんなよな！　あたしが優勝に決まってるだろ！」

　むきー。と猿さるみたいに怒おこるハルナに、私はにっこりと笑顔を向けていた。いつもなら、こういうハルナは鬱うつ陶とうしいけど、今日はなんだか可愛く見えた。

　私としては、どっちが優勝でも嬉うれしいけどな。

　最も早はや、ユーがこのコンテストの勝者に決まりかけていたのだけれど──

「おおおおーっ！」ひときわ大きな歓声が上がった。

　今までとは、その規模が違ちがう。

　何があったんだろう。

「モンスターや！　これがモンスターって奴やつなんにゃ！」

　魔装少女たちの壁かべの隙すき間まから、ひょっこりと覗のぞき込んでみると──

　そこには、ピンクのパンティを穿いた京子の姿。

　楽しそうに他の魔装少女と談だん笑しようしている彼女のブラとパンティは『すけすけ』だった。

　エロい。もし私が男で、あんな下着を見せられたら、絶対顔が爆ばく発はつするぐらい赤くなってただろうな。

　刺し激げきが強すぎるわ。

　動物園パンツの魔装少女たちにも、刺激が強すぎたみたい。

　その衝しよう撃げき的なすけすけに、魔装少女たちはどよめき立っていた。

　ブラジャーだけでも衝撃なのに、すけすけのブラ。

「そう言えば、なんで京子はあんなに胸が大きいんだろう」

　ふと、そんなことを考えてしまった。

　大先生とハルナが貧乳なのは知っていたけれど、あれは二人が貧乳という訳ではなく、魔装少女全体がそうなのだと今は思う。

　だとすれば、京子だけがおかしい。

「あの子はぁ、この世界に派は遣けんされてからぁ、急成長したんですよぉ。恐おそらく、別の魔力に影えい響きようを受けたんでしょうねぇ」

　つまり、夜の王によって、巨きよ乳にゆうにされたってことかな。

「って、いつの間にそこにいたんですか。大先生」

「え～。私もお風呂ぐらい入らせて下さいよぉ」

　すでに浴衣ゆかたではなく、タオル姿だった。どうやら、教師は下着コンテストに参加しない様子。

「別の魔力って──まさか、京子はメガロになってる？」

「まあ、相川さん、鋭するどいですねぇ。メガロというよりはぁ、この世界の守護者に近いところですけどぉ……そのことは、誰だれにも内ない緒しよですよぉ？」

　私は京子と戦ったときのことを思い出した。

　まず、メガロとは魔装少女と人間の魂たましいを混ぜて作られる。これによって魔装少女の赤と人間の青を混ぜた、紫むらさき色いろの魔力を持つのよね。

　そして、吸血忍者のマントはメガロの学ランと同じ性質を持つ。これは織戸がメガロにされたって時に聞いたのよね。

　その全すべてが、京子に当てはまる。メガロにされたというより、吸血忍者にされた結果、メガロと似た性質を持つ。

　吸血忍者はユーが作ったモノで、冥めい界かい人のようにそれぞれが特とく殊しゆな能力を持っている。

　初めて京子と戦ったとき、魔装少女でメガロで吸血忍者というはちゃめちゃな感想を抱いだいたけれど、それは正しかった。

　吸血忍者のように変えられたから──だから、ナイスバディなのね。

「アユムさんは、脱ぬがないんですかぁ？」

　と大先生に急せかされたけれど………………脱ぎづらい。

　私はとても脱ぎづらい状じよう況きようにあった。

　こりゃあ、京子の勝ちでしょうね。

　ハルナには悪いけど、私の下着じゃあ、京子のすけすけに勝てる気がしないわ。くそう。すけすけで来るんだったら、この前半戦で禁断のＴバックにするべきだったな。

　元々、勝つつもりはないしね。

「アユムも早く脱げよな！」

　ハルナに言われ、私は渋しぶ々しぶ浴衣を脱ぐ。

　人前で下着を晒さらすのって、凄すごく恥はずかしい。

　サラスなら簡単に晒すでしょうけど。

「おおー」まあ、歓かん声せいぐらいは上がるでしょうね。

「ま、まままマッドモンスターだっ！」

　腰こしを抜ぬかすほど驚おどろく魔装少女がいた。

「くぁーっ！」

　おっさんがビールでもかっくらったかのような声を出す魔装少女がいた。

「え？　何？」

　私は、まだＴバックではなかった。

　この前半戦は、様子見。

　みんながどんな装備で挑いどむのかを知っておきたかったのよね。

　だから、これは家にあった赤いパンティ。

　そう、女体化と同時に変えられていた、タンスの中身。

　織戸の趣しゆ味みね。

「バカな！　なんて色なんだ！」

「これが、この世界の技術力だとでも言うの！」

　え？　何々？　なんなの？

「横が……リボンみたいになってる」

　魔装少女の一人が、側面からじーっと私の腰を見つめていた。

　じっくり見るために腰を曲げて、目線を合わせてまで。

「え？　まあ紐ひもだし、結ぶならちょうちょ結びにするわよね」

　そう、この赤いパンティは紐パン。

　周りに紐パンの子はいないこともあってか、みんな学校に入ってきた野の良ら犬いぬでも見るように一丸になって眺ながめていた。

「他ほかに脱いでない奴は──」

　キョロキョロと辺りを見回したのは、クマさんパンツを穿はいた子だった。

　その子は私の右手を摑つかんで──

「うぃなー」

　惜おしみない拍はく手しゆが巻き起こる。

　え？　勝ったの？　私が？

　これほど実感の湧わかない勝利があるだろうか。トリプルアクセルも跳とんでいないのに金メダルを取ったスケート選手のような気分だわ。

「紐パンなんて卑ひ怯きようです。相川さん」

　すけすけのあんたが言うな。

「あたしの方が絶対可愛かわいいのに。顔が」

　下着の勝負だって言い出したのあんたでしょうが。

　ハルナは悔くやしそうな顔をしたあとで、にっと笑え顔がおを見せた。言葉にはしなかったけれど、その顔には「やったな」と言っているよう。

『寒い』

　いい加減お風ふ呂ろ入りましょうねー。

　ということで、下着コンテストは私が優勝で幕を閉じた。

　まあ、優勝と言われて悪い気はしないわね。

　別に、何かしらの粗そ品しなが贈おくられなくても。







　大浴場はとても綺麗だった。

　毎日掃そう除じを怠おこたっていないというよりも、出来てまだ日が経たっていないような感じね。

　スーパー銭せん湯とうのようにいくつもの風呂がそこにあった。

　炭酸風呂とか水風呂、電気風呂。熱め、温ぬるめ。つるつるした肌はだ触ざわりの軟なん水すい風呂。泡あわ風呂とジェットバスに半身浴や寝ね風呂とか。

　その全てが魔装少女たちには初めてみたいで、とても楽しんでいた。

「体を洗ってから入るのがマナーよ」

　と、風呂に向かっていった魔装少女に注意を呼びかける。

　すると、わがままばっかりの少女たちはやけに大人しく従い、体を洗う。

　優勝してなかったら、言うこと聞かなかったかもね。

「お背中、お流しします」

「え？　そう？　じゃあ、お願いしようかな」

「私も！」

「じゃあ私も！」

　え？　え？　ん？

　よく分からないうちに、ぞろぞろと少女が群がってくる。

「あはははははっ！　ちょ、ちょっと待ってよ！」

　わしわしわしわし。

　全身をくまなく洗われる。この光景、どっかで見たわね。

　そう、あれはクラスメイトの平ひら松まつがみんなによってたかって洗われてる光景。

　あれに似ているわ。

　さらに、彼女たちはくすぐり名人共。

　私はもう悶もだえに悶えた。

　これは危険だわ。

　きっと、このままだときっと……湯船の中でも同じことが巻き起こるに違いない。

「もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　と魔ま装そう少女たちを押しのけて、立ち上がろうとしたけど足あし腰こしが立たなくて。

　へこへこと四つん這ばいになりながら、私は湯船へと向かう。

「牛かあんたは！」

　ぺちんとハルナにお尻しりを叩たたかれた。

　このアホ娘むすめめ。あとで覚えてなさいよ。ちょっと楽しくなってんじゃないわよ。

　ふと見れば、階段がある。

　浴場の中に階段って、そう見ないわよね。

　まあ、見たことはあるんだけれど、たしかその銭湯は階段の先に露ろ天てん風呂があって──

　露天風呂か……うん、いいじゃない。

　どうせ、魔装少女たちはここでバリエーション豊かな面おも白しろ風呂をハシゴするでしょうし、私は一足先に露天へと向かいましょうかね。

　なんとか立ち上がった私は、お風呂に入る前からすでにのぼせてる状態だった。

　一いつ生しよう懸けん命めい冷たい階段を上がる。

「うわあ」と思わず声が漏もれた。

　思った通り、二階は露天風呂が広がっていた。

　なるほどね。だからお台場に旅館なんか建てたんだ。

　囲いの一面が開放されていて、そこから東とう京きよう湾わんの美しい夜景が広がっていた。

　ただ海が見えるんじゃない。

　レインボーブリッジや、ネオンの光。

　都会ならではの絶景が、そこにはあった。

　都内でこんなに立派な露天風呂に入れるんだったら、普ふ段だんから来ようかなーなんて思うわよね。

　ヒノキで囲った四角いお風呂。大きさはさほどではないけれど、窮きゆう屈くつではない。

　開かれているのは一面だけなので、ここを覗のぞけるのは東京湾からしかない。

　ゴジラでもなければ、無理でしょうね。

　空を見上げれば、満月だけが覗いている。




　効能は──神経痛、冷え性しよう、リュウイチ、打ち身……




　ちょっと人名入った！　さりげなく人名が入ってるわ！

　何に効くかを書きなさいよ！　誰に効くかはどうでも良いわよ！




　セーブデータ消失等によるくじき。




　くじきってそっちじゃないわよ！　捻ねん挫ざの方のくじきよ！　精神的なくじきに効くんなら週一で通いたいわ！

　なんて思いつつも私は足にばしゃばしゃと湯を掛かける。

「綺き麗れいですねぇ～」

　先客がいた。

「うむ。私もずっとここに住んでいたい気分だ」

　それも二人。

　絶えず温泉がごぼごぼと出ている横で、にっこりと微笑ほほえんだ少女が二人。

　髪かみが湯に浸つからないよう、タオルを頭を巻いているけど、別にインド人という訳ではない。

　一人は、大先生。

「体をぽかぽかさせながら飲む炭酸が心地ここちいいですぅ」

　絶景を見ながら、月見酒──ならぬ、月見サイダー。大先生は炭酸飲料を飲むと酔よっ払ぱらってしまうのよね。ほろ酔い気分で露天風呂を楽しんでいた。

「ささ、もう一いつ杯ぱい」

　大先生にお酌しやくをしているのは、黒くろ髪かみの美女──サラスだった。

　何やってんのよ、あんた。

　声は掛けずに、離はなれたところにちょこんと入浴する。

「っ、は～」

　思わず吐と息いきが漏れる。

　湯の温度は少し高めだった。露天で冷えていくからでしょうね。

「おい」

　やっぱり、日本人と言えばお風呂よね～。

　超ちよう気持ちいいわー。

「おい」

　レインボーブリッジが綺麗だわ～。

　夜景って、なんだかこう、心が洗われる気分になるわよね。

「おい、こらダーリン。何な故ぜ返事をしない」

　むっとした表情のサラスに声を掛けられて、私はため息を吐つく。

「何よ？　私は今、喧けん騒そうを忘れてのんびりしてるところなのに。こっちくんな」

「相変わらず冷たいものだな。せっかく愛する人に会えたというのに」

「あんたはどうか知らないけれど、私は愛する人に会えてないからね」

「本当にアユムさんなんですねぇ～」

　くすくすと大先生が笑顔を見せる。

「本当にって、どういうことです？」

「今のアユムさん……アユミさんはぁ、魔力の質も量も異なってますんでぇ、外見も中身も別人みたいなんですぅ。でもでもぉ、性格は変わってないんだなぁって」

　ちょこちょこモノの考え方とか変わってる気はするんだけれど、そうなのかな。

「マイハニーよ。貴様も一いつ緒しよにどうだ？　美う味まいぞ」

「……遠えん慮りよしておくわ」

「そうですねぇ。私としてもぉ、殿との方がたに裸はだかを見られるのはぁ……ちょっとぉ」

　あら。初めてまともな意見が出たわね。

　………………はっ！　もしかして私、この体になってからとんでもなく役得というか恥はずかしいことをしてきたんじゃ！

　今は女だしまあいっか。

　なんて私もみんなも納なつ得とくしていたけれど──

　そうよ。そうなのよ。私は元々男。

　今しているのは入浴ではなく、混浴。

「そう……ね。大先生の言うとおりだわ」

「いや、私はマイハニーが男であると自覚しておるよ。その上で、こうして一緒に風ふ呂ろを共にしたいのだ。むしろ、男であるダーリンとな」

「お二人はぁ、愛し合ってるんですねぇ」

「うむ「違ちがいます！」」即そく答とうするサラスを必死に否定する。

「ふふ。それにしてもいいところですねぇ～」

「それには同感」

「急きゆう遽きよ建てたにしては素す晴ばらしいだろ？　とんでもない費用がかかってるのだ。堪たん能のうして貰もらわんとな」

「……まさか、わざわざこの修学旅行のために建てたなんて言わないでしょうね」

「そのまさかだ。……この台詞せりふ、一度言ってみたかったのだよ。ありがとうマイダーリン」

「何のためによ全く」

「この世界をぉ、守るためでしょうねぇ～」

　大きく出たわねー。目的が壮そう大だいすぎてびっくりしたわ。

「全く繫つながりがわかんないわ」

「破は壊かいするには惜おしいーとかぁ、友好的な関係でいたい～とか、そう思わせるためですよねぇ～？」

「察しがいい。正にその通りだ。頭領が言っていた。魔装少女の修学旅行はいよいよマズイと」

　私はちらりと大先生の顔色を窺うかがった。吸血忍にん者じやの頭領と大先生は、仲間だったのよね。昔の話で今はどうなのか知らないけれど。

「実はぁ、魔装少女の修学旅行はぁ、偵てい察さつなんですぅ～。戦場になり得る場所を視察してぇ～、兵を送り込む。私のクラスはぁ、ハルナがここにいるのもあってこの町を選びましたがぁ、今いま頃ごろこの世界各地で視察が行われていますよ～？」

「そう、それは確かく認にん済みだ。もしもここで隙すきを見せてしまえば、戦争になるだろう」

「つまり、この修学旅行の結果如何いかんによっては、女王が兵を動かすかもってこと？」

「そうですねぇ～」

「その通りだ」

　………………世界の命運を懸かけた修学旅行。

　そんなこと急に言われても……

「事前に言ってくれれば、心構えも出来たのに」

「すまない。しかし、まさかマイハニーが参加するとは思わなんだわ。当事者になると知っていれば、事前に伝えたのだが」

　なんか急に緊きん張ちようしてきた。知らされてなかった方が良かったりして。

「で、今のところどうなの？」

「まだ分かりかねますねぇ～。この地域だけの評価で決めるとは、思いませんしぃ。ただ、ここの影えい響きよう力は……すごいでしょうけど」

　そう言いながら、大先生は私をじっと見つめた。

　何よ。私に何か問題でもあるわけ？

　ため息を吐き、空を見上げる。雲一つない空。星は見えないけれど、だからこそ強調されるモノがあった。

「それにしても……月が綺麗ね」

「む？　それは、アイラブユーという意味だな」

「違うわよ！　今時の若者は、夏なつ目め漱そう石せきの時代ほど遠回しな告白なんてしないわよ！」

「何の話ですかぁ？」

「うむ。アイラブユーという言葉があるのだ。これを直訳すると、私はあなたを愛してるとなる」

「でも夏目漱石って人が、『日本人はそんなこと言わない』とかなんとか言って、『月が綺麗ですね』と意訳したのよ。有名な話」

「素敵なお話ですねぇ～。アユムさんなら、なんと意訳しますか？」

　私なら？　そんなことは考えたこともなかったな。

　そうねー。

　私は色々悩なやんで──

「あなたの味み噌そ汁しるが飲みたい……とか」

「エロいな」

「どこがよ！　昔から言うじゃない。ボクの味噌汁を作ってくれって。あれの引用よ」

「味噌汁と言えば朝。夜明けのコーヒーを飲もうと同じ意味合いじゃないか」

「一日三食飲むわよ！　私の中では世界三大スープよ！」

「つまりぃ、一夜を共にしたいってことですねぇ～」

「だから三食味噌汁なんだってば！　サラスだったらなんて意訳するのさ」

「うむ。私はあなたのケツを愛している」

「単語足りねえよ！　ほぼ直訳じゃないのよ！」

「ちなみに、あなたならどう意訳します？」

　サラスは楽しそうに笑いながら、大先生に振ふってみた。

「私ならぁ……大っ嫌きらい……ですかねぇ」

　……ツンデレめ。







　お風呂を堪能した私は、緊張していた。

　脱だつ衣い所じよでは、下着コンテストの後半戦が始まっている。

　動物園だった脱衣所は、今モンスターハウスになっていた。

　ドラゴンパンツ。

　ワーウルフパンツ。

　マーメイドパンツ。

　八岐大蛇やまたのおろちパンツ。

　そしてインド人。

　……あんまり変わんないわね。

　前半ほど感心しきった声は聞こえてこない。

　みんな、私を気にしていた。そりゃあそうよね。京子のすけすけとか紐ひもとか見せられたら、モンスタープリントの白パンティなんてどうでもよくなるわ。

　よくなるかーっ！　凄すごいから！　インド人は凄いからっ！

　期待されると困るけど、私はそれに応こたえられる。

　だって──私はＴバックを手に取る。

　黒のブラに、ピンクのＴバック。エレガントでいて、可愛かわいい。

　これを、本当に穿はくのか。

　悩む。ここに来て、やはり悩む。

　バンジージャンプよりも胸がどきどきしていた。

　京子は──スケスケな上に紐パンっ！　なるほど、そう来たのか。

　あれを出されたんだったら、やるしかない。

「あ、アユム……」

　ハルナの表情が曇くもっていた。京子のあの下着を見たせいだろう。少なくとも、京子には勝ちたい。その気持ちは共有出来る。

　ええい！　ままよ！　意を決して、『それ』に足を通した。

　しゃきーん。

　お尻しりがぷりんと出ているのが分かる。

「きゃーっ！」最も早はや悲鳴のような声が上がった。それほど衝しよう撃げき的てきだったんだろう。

　まあ、アニマルプリントの下着ばっかりのお子ちゃま集団に、Ｔバックはそりゃあ衝撃だったろうね。

「どう……かな？」

　くるりと振り返り、俺はもっこりとした股こ間かんを見せつける。

　………………わお。

　戻もどってもうてるやん。俺はいつの間にか、男に戻ってしまっていた。

　気付かなかった。いや、気付くのに時間が掛かかりすぎていた。

　あの悲鳴の時に──いや違う。ハルナの曇った表情で気付くべきだったんだ。

　魔装少女たちは一いつ斉せいに手をかざす。

　すると、ぶうん、という音と共に、魔装錬れん器きが現れる。

　顔を真っ赤に染めた魔装少女たち。その表情には「よくも騙だましたな」と書いてある。

　そこからの数秒は、半はん端ぱなかった。

「ファイアーボール！」「真・ファイアーボール！」「超級・ファイアーボール！」「ファイアーボールレベルスリー！」「ここ十年で最高のファイアーボール！」「ファイアーボール改！」「アグニ・ファイアーボール！」「あれ？　君、前の飲み会でファイアーボール！」「そーしてー輝かがやーく、ファイアーボール！　へい！」「とびっきりのファイアーボール！」「今世紀最大のファイアーボール！」「赤いきつねと緑のファイアーボール！」「外はパリ、中はファイアーボール！」「ファイアーボール・極きよくっ！」「ファイアーボール中のファイアーボール！」「撃げき滅めつのファイアーボール！」「メラゾーマ！」「連続ファイアーボール！」「断罪のファイアーボール！」「飛び出せ！　ファイアーボールの森！」「乳にゆう酸さん菌きんの自然の恵めぐみからうまれたファイアーボール！」「終しゆう焉えんのファイアーボール！」「ファイアーボール・ジャッジメント！」「ファイアーボールをじっくり弱火で煮に込こみました！」「小林ファイアーボール！」「ファイアーボール二世！」「ファイアーボール零ゼロ式しき！」「ロスト・ファイアーボール！」「偽にせファイアーボール！」「ファイナル・ファイアーボール！」「零ゼロ距きよ離りファイアーボール！」「超ちよう電でん磁じファイアーボール！」「ファ、ファ、ファイアーボール！」「堕だ天てん使しのファイアーボール！」「氷結系最強のファイアーボール！」「友達の友達のいとこがファイアーボール！」「スニーカーの紐がファイアーボール！」「歩くファイアーボール！」「あっつ熱のファイアーボール！」「いつものファイアーボール！」
















　ちゅどーん。

　俺は死んだ。

























　敷しき詰つめられた布ふ団とんの上で、俺は拘こう束そくされていた。

　織おり戸とのせいで女に変えられたと聞かされたとき、俺は織戸を憎にくんだ。

　だが、戻ったときにも織戸を憎んでいた。

　タイミングが悪い。タイミングが悪すぎるぜよ。

　それだったらもう、前半戦のときに戻って欲しかったわ。

　今、俺は無数の火球でぼこぼこに殴なぐられたので、黒くろ田だアーサーぐらい日焼けしていた。

　恨うらみや嫉ねたみといった負の感情と共にぶちまけられた魔ま法ほうは異常なまでに俺の心を打ち砕くだいたが、修学旅行は続く。

　追い出されてもおかしくない状じよう況きようだったが、大先生の計らいもあってか、こうして肩かたを並べて眠ねむることとなった。

　ごめん、ハルナ。俺はお前の望むように、コンテストで優勝出来なかったよ。

　魔ま装そう少女たちは俺のことなんか全すべて忘れ去ったように、わいわいと駄だ弁べって賑にぎわっている。女女女と書いてかしましい。女子が集まると、口が動くモノなのだ。

「相あい川かわさん、とんだ災難でしたねー」

　隣となりは京きよう子こ。

　最早、罪人と同レベルの扱あつかいである。

「お前の『偽ファイアーボール』が一番効いたけどな。ファイアーボールじゃなかったし」

「えへへ～。消し炭にしても面おも白しろくないじゃないですかぁ」

「おニューの下着が消し炭になったよ！　ノーパン革命だよ！」

「いいじゃないですかぁ。その代わり、こんなに可愛かわいい女の子たちと一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ったんだし」

「それが、全くやましい気持ちが湧わいてなかったからな。役得感ゼロだったわ」

「へえ～。じゃあ心も女の子になってたってことですか？」

「悔くやしいけど、その通りだ。今思い返すと……恥はずかしくてかなわん」

「だってー。みんな許してあげてねー」

「殺す」「死ね」「鼻もげろ」

「無理だそうでーす」

　京子はとても楽しそうだった。

「お前、どうしてそう俺の不幸を祝ってるんだよ。さんざん仕返しとかやったろ？」

「だって、私、相川さんのことが好きになっちゃったから」

　………………は？

「お前いきなり何言ってんだよ」

　びっくりした。そりゃあもうびっくりした。

「バカで鈍どん感かんで、ちょっと格好つけなところ……あの方にそっくりで……見ていてゾクゾクするんです。──だから、虐いじめたくなるんです。とことん」

　とことんをリズミカルに言うな。あの方ってのは──夜の王か。俺と同じゾンビ。

　どこも似てないと思うんだけどな。生き方も何もかもが。

　むぎゅ。

　京子はいつの間にか、俺の布団の中にまで入り込んでいた。

　逃にげたいけど出来ない。

　男だと知られた俺は、寝ね込こみを襲おそわないようにと布団の中で拘束されていたのだ。

　体が金かな縛しばりにでもあったように動かない。これは、魔装少女の結界を用いた束そく縛ばくで、京子が俺を殺した時にも使っていたモノ。

「何してんの？」

「今は、どんな気分ですか？」

「どんなってそりゃあお前──」

「あー、相川さん、照れてるー。エッチなこと考えてるでしょー」

　昭しよう和わの小こ悪あく魔まかお前は。

　すました顔をしているのが気にくわないのか、京子はもぞもぞと動き出した。

「だったら──これでどうですか？」

　えへへ。と平へい成せいの小悪魔スマイルを見せる京子。

　だけど……どれのことを言っているのかが分からず、俺は「ん？」と顔をしかめた。

「え？　あれ？」

　京子は何度も下を見る。

　どうやら、下半身に何かあるようだが──見れば、布団がもっこりしていた。

「今抱だきついてるこれって──なんなんです？」

　京子の顔に、僅わずかな恐きよう怖ふが浮うかんでいた。

　抱きついているって……そんな感かん触しよくはなんにもない。

　どうやら、京子は足を絡からめておっぱいを押し当てているようだった。

　しかし、俺にはその素す晴ばらしき感触がない。

　そっと布団の中を覗のぞいてみると──そこには鎧よろいの少女。

「ユー、何をしてんの？」

　ユーは俺と京子の間に、ひっそりと潜ひそんでいたのだ。

『歩あゆむを　守る』

　無表情なのが、真しん剣けんな表情に見える。

　きっと、京子が隣だと知って、何か危害を及およぼすと考えたんだろう。

「ありがとな。ユー」

　なんだか健けな気げで可愛く思えた俺は、微笑ほほえみかける。

「守らせませーん」

　京子はそんなユーに思いっきり抱きつき、まるでレスリングのようにユーの体を右から左へバッタンと移し、体の位置を入れ替かえた。

　負けじと、ユーも京子と体を入れ替えようとするが、力及ばず。

　ユーと京子では、ゴリラとリスぐらいの力の差があるのだ。

　見た目的にはどっちも猫ねこみたいなもんだけど。

　布団の中の戦争。

　そう、それは戦争だった。

「あーいかーわさーん」

　猫なで声で、京子が抱きついてくる。

　むにっと押しつけられる女子の体に、俺は逃げるように背を向けるが、これでもかと胸を押しつけてくる。

　離はなれては押しつけ、離れては押しつけ。

　ユーに体を引っ張られているせいで、より鮮せん明めいにその感触を──っていかんいかん。こんなことを考えては思うつぼだ。

「京子。お前いい加減に──ぐへ」

　俺と京子の間に、どすんと衝しよう撃げきが襲った。

　京子を引き剝はがせないと見たユーが、布団の上からのし掛かかってきたのだ。

「いたたたたた」

　腕うでに体重を掛けられて、京子は堪たまらず手を引いた。

　その隙すきに、ユーはさっきまで京子がしていたように俺へ抱きついた。

　さっきみたいに体を入れ替えさせないよう、ぎゅっと。

　ユーの白くて細い腕。小さな体。すべすべな肌はだ。少し冷たい体温。

　その全てが儚はかない少女のモノだった。

「ちなみに、今はどんな気分なんですか？」

　京子はもう諦あきらめたようだった。というより、結果として同じ状況に陥おちいっているのだからそれで十分と考えたのか……

「別に、まあ……安心感があるかな」

「安心？」

「ああ、お前の時と違ちがって──うっ」

　ユーがさっきよりも手を強めたのでびっくりした。

　それがどんな気持ちなのか、俺が聞いてみたいところだった。

　ユーは俺のことをどう思ってるんだろうね。

　今でも、下げ僕ぼくでしかないのだろうか。

　しゃっ……

　素早く戸が開くと、さっきまでわいわいがやがやと談だん笑しようしていた魔装少女たちがしーんとした。

　差がありすぎてびっくりしたわ。

「皆みなさーん。消灯の時間ですよ～」

　入ってきたのは、大先生。いつものように、にっこりにこにこ笑顔を向けている。

「もうそんな──ぐふっ」

　話しかけた瞬しゆん間かん、俺の頭は爆ばく発はつした。

　顔面が黒毛和牛ぐらい真っ黒になりながら、俺は枕まくらに顔を埋うずめる。

「この瞬間から起きていた人には厳げん罰ばつですぅ～。早く、寝て下さいねぇ～。次、起きてたら──半分だけ殺しますよぉ？」

　それだけ言い残し、しゃっと戸は閉められる。

　魔装少女たちは知っていたんだ。

　消灯時間を過ぎても起きていた場合、死が待っていると。

　戸が閉まると、また談笑を始める魔装少女たち。

　まあそうだよな。先生がいなくなったら元通りだわな。

　これこそ修学旅行って感じですな。

　爆ばく撃げきを食らう以外は。

「ねえねえ相川さん」

「なんだ？　寝ないのかよ。今の見ただろ？　博士コントみたいになるぞ」

「マッサージ、してあげましょうか」

「いらないっす」

「まあまあそう言わずに～」

　なんて、俺の上にのしかかろうとするが、やはりユーに妨ぼう害がいされる。

「じゃあ、ハルナだったらいいでしょう？」

「え？」

「呼んだな！　今天才を！」

　猫耳みたいに茶ちや髪ぱつが立っていた。

　魔装少女は地じ獄ごく耳みみすぎるな。

「相川さんが、ハルナの天才的な魔装マッサージを受けたいんだって」

「このバユムが！　しゃーなしだかんな！」

　嬉うれしいのか嫌いやなのか分からない声だった。

　マッサージと言えば、中国とかタイ古式とかアジアのモノが有名だが、魔装少女のマッサージはどれに当てはまるのだろうか。

　ハルナは野暮な性格だからな。痛くしそうで怖こわい。もっとこう、日本ならではの優やさしさが欲ほしい。

　そう言えば、日本式マッサージって聞いたことないな。

　まあ体をほぐすのは間違いないだろうけど。

　布ふ団とんから出ると寒いのか、ハルナは寝ている人間の合間を縫ぬって、布団の中を通り、こちらへとやってくる。

　モグラかお前は。

「お前にそんな才能があるとは思わなかった」

「まあ、あたしのマッサージ技術は釈しや迦かレベルって言われてるからな。アユムには勿もつ体たいないからやらなかった」

　釈迦て！　神の手って言いたいだけちゃうんか！

　いや、もう神の手って言えよ！　釈迦て！

　でも、そこまで言われると──ちょっと体験してみたい気がする。

　こちょこちょが得意な魔装少女。きっとマッサージも上う手まいんだろう。

　ユーも、ハルナだったらいいのか、俺の体から手を離す。

「じゃあ、任せるわ」

「あいあーい」

　動けない俺を畳たたみ返しの要領で俯うつぶせにすると、軽い返事でハルナが乗馬でもしているかのように腰こしの上へ乗る。

「あーたたたたたたたっ！」

　よくあるマッサージとさほど変わらない指圧。

　背中から首にかけて、ツボというツボを高速で押していく。

　痛みはない。まあ、ゾンビだから元々ないんだけど、こってた体が解ほぐれていく気がする。一つ文句があるとすれば──

「かけ声やめて貰もらえないっすかー？」

「あーたたたたたたっ、おぅわたーっ！」

「そのかけ声やめて下さいよ！」

「ほおぅおっ！　天てん破はっ活かつ殺さつ！　──お前は、もう死んでいる」

「やめてーっ！　奥おう義ぎ出ちゃったっ！　そのかけ声はやめてーっ！　いや、正しいんだけどもっ！　もう死んでいるんだけどもーっ！」

　しゃっ……

「起きてるのは誰だれですかぁ？」

　大先生が入ってくる頃ころには、みんな黙だまっていて、俺の「だけどもーっ！」だけが大部屋に響ひびいていた。

　大先生はすたすたと歩いて俺のところまで来ると──

　おいハルナ！　お前寝ねたふりしやがって！　俺の背中にもたれかかって寝るだけなんてすぐにバレるだろ！　おっぱいがなさ過ぎるんだよお前は！

　ふぐっ！

　首の後ろをとーんっ！　ってされた。

　骨が折れるかと思った。

　いや、これ折れてるわ。

　大先生め。俺がゾンビだと知ってるから容よう赦しやなしだな。

「他ほかにはぁ～、いませんねぇ～」

　しゃっ……

　戸の開け閉めが異様に早い。

　そしてまたわいわいがやがやと騒さわぎ出した。

「アユム。大先生は六八シャリーンぐらいの音量に反応して見回りにくるんだから、もう少し声を抑おさえろよな」

　シャリーンの単位がいまいちよくわからないが、なるほど言われれば確かに。

　魔ま装そう少女たちの声量は、どれも一定だった。

　恐おそらくだが、六七シャリーンに抑えているのだろう。

「ハルナ。指圧は最高に気持ちいいから、かけ声だけなんとかしてくれ。内臓が爆発しそうで怖いんだ」

「全く、マッサージが怖いなんて、アユムはバユムだな」

「もうバユムでいいから。他のマッサージはないのか？」

「はーい。じゃあ次は電流マッサージな」

　電流って何だよ。電流で良い思いしたことが一度もないよ。

「はい、スタンガン」

　京子が妖あやしげな何かをハルナに渡わたした。ドラえもんかお前は！

「おいハルナ！　スタンガンを何に使うんだ！」

「あたしは今魔力が少ないからな。こいつの電気を利用するだけだ」

　なんだ。てっきりスタンガンを押し当てられるのかと思ったわ。

　さすがにそんなことはしないか。

「必殺っ！　全身の毛穴にサンダーっ！」

　おまっ！　必殺ってなんやねん！　『殺す』が入ってるじゃねえか！

　ばりばりばりばり──

「ああああああああっ！」

　しゃっ……

　戸が開いた。

「アユムさ～ん。いい加減寝ないとぉ、五分の四殺しにしますよ～？」

　八〇％殺し！

「すいません。マジすいません。ハルナが……」

「くか～。むにゃむにゃバラしたらぶっ飛ばすむにゃむにゃ」

　説明的寝ね言ごとだーっ！　昭和の漫まん画がでよく見た光景が、まさか俺の背中で繰くり広げられるなんて。

「ハルナがどうかしたんですかぁ？」

「なんでもないっす」

　俺は観念し、大先生の強きよう烈れつな一いち撃げきを浴びた。

　しゃっ……

　あの戸が開閉する音が怖く思えてきた。

　京子笑ってるやん！　絶対爆ばく笑しようしてるやーん！

　俺だけが大先生のお仕置きを食らっていた。笑うぐらいなら夢を見ているという判断なのだろうか？　大先生なら気付きそうなモノだが。

「危ないところだった。──こら！　あたしを巻き添ぞえにしようとしただろ！　この駄だ馬ばがっ！」

　一息吐つくハルナがべしっと俺の頭を叩たたく。

「ほんと最悪ですよね～」

　こうなることを分かってたな、京子の野や郎ろう。マッサージをすれば、絶対俺が声を上げると思っていた。

　そして、お仕置きされると。

　思おも惑わく通りに事が運んで、さぞかし楽しいだろうね。

「あっははは。あーおっかしー。今思い出しても面おも白しろいです。相川さんのやられ姿」

「何もあそこまですることないのに──」

「ば、バカアユム」

　俺は突とつ然ぜんハルナに口を押さえられた。

　ハルナは耳打ちするように言う。

「大先生の悪口だけは絶対言っちゃいけないんだ。〇・〇〇一シャリーンでも聞こえるんだからな」

　そうなのか。さすが魔装少女の親玉。地獄耳のレベルが違ちがう。

　ん？　待てよ？　京子はそんなこと言ってなかったし、それでいいならわざわざこんな遠回しなことをするだろうか。

　…………一応聞いてみようかな。

　俺はハルナに小声で聞き返す。

「そのこと、京子も知ってるよな？」

「はあ？　あたしぐらいしか知らないと思うけど？　誰も大先生の悪口なんて言わないからな」

　そりゃあそうだ。大口を叩くハルナぐらいしか、そんな経験したことないだろう。

　俺はにやりと笑って、少し大きめの声で言う。

　そう、六〇シャリーンぐらいの音声で。

「いやあ、ひどい目に遭あったわ」

「ざまあみろです」

　案の定、京子は楽しそうに返す。

「胸があれな癖くせにな」

「あ、今相川さん、アリエル先生が貧乳だって言った？　後で言いつけてやろう～っと」

　あ～あ、いけないんだー。と、笑え顔がおを見せた瞬しゆん間かん──

　しゃっ……

　戸が開き、魔装少女たちは啞あ然ぜんとした。

　誰も、六八シャリーン以上の声を出していなかったのに、大先生が戸を開けたからだ。

「今、興味深～いお話がありませんでしたかぁ？」

　咄とつ嗟さに布団を被かぶった魔装少女たちには目もくれず、大先生は俺のところへとやってくる。

「いや、俺はただ、大先生の胸が素す敵てきだなと言うつもりだったんだが」

「京子さ～ん。誰が、なんですって～？」

　大先生はにっこりと微笑ほほえんでいた。口の端はしが吊つり上がり、ひくっと一つ痙けい攣れんする。

　京子の顔から、血の気が引いていった。

「ひ、卑ひ怯きようですよ！　相川さん！　わっ！　あああああああああっ！」

　ぷっしゅー。

　黒こく煙えんを上げて、京子は動かなくなった。

「皆みなさ～ん。いい加減に寝ないとぉ……本気で怒おこりますからねぇ～。死ぬ覚かく悟ごの出来た方だけ、起きていてくださーい」

　しゃっ……

　………………俺たちはこうして、眠ねむりについた。

　そりゃあもう大人しく、寝言も言わず、寝息も控ひかえめに。







　次の日の朝。

　顔を洗い歯を磨みがいて、中には朝からもう一度お風ふ呂ろを堪たん能のうしたり、朝から枕まくら投げをしたりとそれぞれが個性ある朝を迎むかえ、浴衣ゆかたから制服に戻もどる。

　………………俺もスカートに。

　まあ、そうだよな。これしか着き替がえないもんな。

　仕方が無い状じよう況きように追い込まれれば、それを着るしかない。

　Ｔバックの時に思っていた背はい水すいの陣じんが、ここで牙きばを剝むいた。

　恥はずかしさが凄すさまじいが、俺は罰ばつゲームだと思うことにして、大広間へ──

「皆様、おはようございます。朝食を無理矢理全力で担当したセラフィムです」

　恐らく全力の方向性は料理に対してではなく、その前だったのだろうと推測される割かつ烹ぽう着ぎのポニーテール娘むすめを無視して、俺たちはサラスのいる大広間へと向かった。

「な、何な故ぜ素通りするのです！　朝食はハムエッグですよ！　このクソ虫っ！　気持ち悪いです！　何故気持ち悪いスカートなんですか気持ち悪い！」

　エッグいハムがそこにあれば、そりゃあスルーするさ。

「朝食だけに、超ちようショックってか？」

　しゃっ……

　エッグいハムの朝定食が並べられた大広間の戸が閉められる。

「気持ち悪い」

　閉まった戸の向こうから、ぼそりと呟つぶやく声がした。

　即そつ興きようにしては良いダジャレだと自画自賛しながら、席に着く。

　せっかく用意した料理（？）を台無しにするのは申し訳ないような気もするが、命に関かかわる問題だし、セラはこういう反応にも慣れているはず。

　ここは、ちゃんとした食事で朝を迎えよう。

　大事だもの。朝食は大事だもの！

「おはようございます」

　また女将おかみのような妖よう艶えんさを出す着物に着替えたサラスが、低姿勢で迎え入れた。

　アップにまとめた髪かみからのぞくうなじのセクシーさは、マリリン・モンローにも匹ひつ敵てきするだろう。……それは言い過ぎか。

　料理は、シンプルな定食だった。

　生卵、納なつ豆とう、冷ひや奴やつこ、鮭さけ、味み噌そ汁しる、岩のり、ご飯。

　このシンプルさが、日本人には堪たまらんのです。

　そう言えば、京子はヴィリエの人間としてなのか、日本人としてなのか──

「あ──」朝食を見て、怪け訝げんな顔を見せていた。

「どうかしたか？」

「いえ……なんでもないです」

　心配されたくないのか、すぐ笑顔を見せてくる。

　問題がなければなんでもいいや。

　暖まろうと、とりあえず味噌汁をすすってみる。

「んー」思わず唸うなってしまった。

　これは、ただの味噌汁じゃない。

　という俺の顔を察したサラスは、楽しそうに言う。

「かにのあら汁じるです」

　あら汁……って、具材は麩ふと少量の三つ葉だけで、かにっぽさはない。

「かにの身は入ってないんだな」

「必要ないさ、久しぶりのキモダーリン。──むしろ、ほのかでいて濃のう厚こうな味わいの邪じや魔まになるのだ」

　なるほど。確かにそう言われれば、そんな感じがする。

　十分甲こう殻かく類るい特有の匂においもあるし、味もずーんと染しみこんでいる。

　美う味まい。実に美味い。ハルナもそう思っているようで、アホ毛をぴこぴこさせていた。

　そんな中──

「この豆……臭くさくない？」

「え？　美お味いしいけどなー」

　納豆が物議を醸かもしていた。

　知らない人間にすれば、匂いが分かれ道になる。それが納豆だ。

　普ふ段だんから食べてるこっちとしては、何がそんなに臭いのかすら分からなくなるね。

「お豆とう腐ふがあれば幸せですぅ～」

　大先生の冷奴だけ、量が多かった。

　隣となりで鮭を食べるユーに、俺はふと気になっていたことを聞いてみる。

「なあ、なんでユーはこの魔ま装そう少女の修学旅行に参加したんだ？　やっぱり、この世界を守るため？」

　すると、ユーは箸はしを止めて何かをじっと考えたあと──

『犯行声明があった』

　と事情を説明してくれた。

　あまりに馴な染じみのない言葉に啞然としていたが、ユーは続ける。

『メレンゲが　台無しにしようとしている』

「あいつか……」

　メレンゲは元々ユーの仲間で、ユーを怒らせたいと事件を起こした冥めい界かい人だ。

　ユーは直接メレンゲから犯行声明を受け取り、それを相談するためにハルナとヴィリエへ赴おもむいた。

　そして、阻そ止しするためにこの修学旅行へ参加したんだ。

　この世界を守るために。

　サラスたち吸血忍にん者じやとは、別の方面だったけど、志は同じ。

「俺に相談してくれれば良かったのに」

『彼女は　私が止める　それが　友情の証あかしだから』

　いつもは自分から動くことのないユー。だが、旧友のことになると、途と端たんに行動力を発揮するんだよな。

　夜の王のときもそうだった。

　頼たよってくれても、いいのにな。







　修学旅行二日目。

　今日も旅館からバスに乗って、中でカラオケなどをしながら進む。

　向かった場所は──鎌かま倉くら。

　国宝とされている、大だい仏ぶつ様だ。

「でっけええええええええええ！」

　ハルナが驚おどろいていた。

　俺も初めて見たときは同じ感想を抱いだいたものだ。

　子供の頃ころと今では感じ方が違ちがう。

　昔見たときは、でっけえ。という感想しかなかった。

　今だと、どうやって作ったのか。なんで作ったのか。そんなことが気になる。

　一いつ般ぱんの観光客は女装している男子高校生ゾンビが気になっているようで、俺は大仏よりも観光名所になっていた。

　アメリカ人らしきおじさんに「クレイジー」とも言われた。

　魔装少女たちが気になるのは当然──

「はあい、皆さ～ん。どうですかぁ？」

　大先生が大仏の顔を指し、問いかけていた。

　むー。答えを出せない魔装少女たち。それほどまでに、大仏は衝しよう撃げき的だったのだろう。

　悩なやみつつも手を挙げる一人の少女。

「まず、機動力で翻ほん弄ろうします。図ずう体たいがデカイので、相手が疲つかれたところを──」

「この大仏は阿あ弥み陀だ如によ来らいと言って、無限の光を持っているそうです～」

「魔力が無む尽じん蔵ぞうなんですか？　だったら避よけきれないかも」

　様々な提案を、大先生が全すべて否定する。

　どんな攻こう撃げきも、どんな防ぼう御ぎよも、意味をなさない。

　となれば──残る選せん択たく肢しは一つだろう。

「勝てる気がしません」

　一人の魔装少女が投げやりに言った。

　すると大先生は嬉うれしそうに笑った。

「はい。そうですねぇ～。実際戦ったことはありませんがぁ、私でも難しいと思いますぅ」

　大先生でも勝てない。そんな言葉にどよめき立つ魔装少女たち。

「なのに、楽しそうですね？」

「いいですかぁ～？　絶対に勝てない相手は、現れますぅ。そういうときはぁ、無理をしないように。勝てない相手の場合はぁ、逃にげなくてはいけません。そのためにー、判断は迅じん速そくに行いましょう～」

　大先生の言葉は、真しん剣けんそのものだった。

　勝てない敵を教えるために、ここへ連れてきたのか。

　勝てないなら逃げる。

　相手に勝てないと判断出来なければ逃げることは出来ない。

　俺の場合は、そうもいかないんだよな。

　勝てない相手だとしても、どうにかして勝たなきゃいけない。







　鎌倉のあとはとんぼ返りで中ちゆう華か街がいへやってきた。

　東京からだったら、鎌倉より中華街の方が近い。わざわざ一度中華街をスルーして鎌倉へ向かったのは、ただ大仏を見せたかっただけ。

　修学という名の下もと、勝てない相手を見せつける必要があったんだ。

　それに、お買い物からの夕食なら中華街がうってつけだろうしな。

「はあい、ではではぁ～。ここで自由時間としまぁす。一時間後にここで再集合ですねぇ」

　パンと手を叩たたいて、魔装少女たちは解散する。

　俺もハルナたちと点心を食べ歩く。

「いくらでも食べられそう」

　はふはふ。ほふほふ。ハルナが何十個という肉まんを小こ脇わきに抱かかえていた。

　同じく俺も肉まんに舌した鼓つづみを打っていると──

「め、メガロだ！」

　誰だれかしらの声が聞こえてきた。

　メガロ？　こんな人の多い場所に？

　そこには、学ランを着た動物たちの一団がいた。

　魔装少女の天敵。

　これほどの数は、夜の王の時以来だ。

　魔装少女たちはこぞって魔装錬れん器きを取り出した。

　俺にファイアーボールを浴びせた時と同じように。

　マズイ。こんな人がたくさんいるところで魔法の応おう酬しゆうが始まったら、甚じん大だいな被ひ害がいが出る。

　一いつ触しよく即そく発はつ。

　そんな言葉が一番似合うだろう。

　その日、修学旅行をしていたのはヴィリエだけではなかった。

　冥界もまた、修学旅行中だったのだ。

　二世界の修学旅行が、クロスオーバーしていた。

　その交差点に、今俺たちは立っている。

　これは、不良学校の修学旅行生がばったり会ってしまった。なんてレベルの話じゃない。

　下手をすれば──戦争。そんなレベルの話だ。

　俺はどうすればいいのか分からないままでいた。

　これか。

　これがメレンゲの犯行声明の内容。

　修学旅行を台無しにする。

　メガロと鉢はち合あわせすれば、そりゃあ台無しにもなるだろう。

　その思おも惑わく通りに事が運びそうだ。

　悔くやしいけど、な。

　だが──誰も予想していないことが一つ起こった。

「おおーっ！　ひさしぶりだなっ！」

　一人の少女がメガロへと駆かけだした。

　ハルナだ。

　魔装錬器も持たず、笑え顔がおで敵てき陣じんへと特とつ攻こうするハルナに、誰もが目を疑った。

「ほーう」

　そこにいたのは、ミミズク。

　合コンで知り合った、ハルナの友達だった。

　これは、さすがのメレンゲも予想外だったのだろう。

　まさか、魔装少女とメガロが友達なんて。

「ちょっ！　ハルナ何をやってるの！」

　魔装少女の一人がメガロから引きはがそうとする。

　ハルナのことを好きではないとしても、メガロに襲おそわれている魔装少女を放ほうっておけないのだろう。

　そう、他ほかの魔装少女には、ハルナが襲われていると感じていた。

　それほどまでにあり得ないのだ。

　魔装少女とメガロが、手を取り合うなんてことは。

「誰かアリエル先生に連れん絡らくを──」

「ちょっと待てよな！　やりあう必要はない」

「は？」

　ハルナの突とつ然ぜんの言葉に、誰もが啞あ然ぜんとしていた。

「ただモンスターと出会ったからって駆く逐ちくするのは、クソ勇者のすることだ！　落ち着けよな！」

「だって、メガロよ？　メガロなのよ！」

「あんた、メガロたちを説得出来るか？」

「ほー」

　ミミズクはびしっと敬礼した。

　そして、指揮者のように翼つばさを振ふると、メガロたちはくるりと背中を向けて、ぞろぞろと去って行く。

「……どういう……ことなの？」

　ハルナを庇かばおうとしていた魔ま装そう少女は、何が起こったのか分からない様子だった。

「さっきハルナが言った通りだろ。争う必要性はないのさ」

　俺がそう言っても、彼女は茫ぼう然ぜん自じ失しつなままだった。

　どうにも、理解が出来ないようだ。

　メガロが、魔装少女を倒たおすためだけに生まれた存在が、何な故ぜ戦わないのか。

　いや──彼女が理解出来なかったのはそこではなかった。

「……なんで……私の命令を……聞かないの……」

　ざわ……

　何かが俺の背筋を走った。

「どういう意味だ」

　ハルナが低い声で問い詰つめる。

『メレンゲ』

　ユーのメモを見たその少女は、まるでルパン三世のようにアゴのところからベリッと顔を剝はいだ。

　最初から、魔装少女に紛まぎれていたのか、それともこの中華街に来たときから紛れていたのか。

　そして、右手に、フランスパン。

「こんの、エリーシャをどこへやったーっ！」

　メレンゲが変装していた魔装少女の友達だろうか、周りにいた魔装少女三人が、一いつ斉せいに持っていた魔装錬器をメレンゲめがけて振り下ろす。

　ぶん──とハエが飛ぶような音が少しした後──

　ばっこーん。ばっこ、ばっこーん。

　メレンゲの周りにいた魔装少女三人は地面に伏ふしていた。粉状に弾はじけたフランスパンの欠片かけらと共に。

「バカ……さっき言われたところだろ。力の差を計ってすぐ逃げろよな。変身もせずに戦える相手に見えたのか」

　ハルナは呆あきれた様子で呟つぶやきつつも、メレンゲから目を離はなさなかった。

「……不思議な……魔装少女……興味深い」

　メレンゲはじっとハルナを見つめていた。

　マズイ。メレンゲの振るうフランスパンは凄すさまじい威い力りよくだ。

「メレンゲ……ハルナをどうするつもりだ」

「……実験したい」

「ハルナ。ミストルティンは持ってきてるか？」

「いや……」

　参ったな。こいつもセブンスアビスの一人。ネネさんほどじゃないが、吸血忍にん者じやの始祖とも言える厄やつ介かいな奴やつだ。変身なしで戦えるほどヤワじゃない。

「お困りですか？　相川さん。ふふ──楽しそう」

　京子が胸を強調しながらこちらへとやってきた。

「いいところに来てくれたな」

　京子は戦力になる。メレンゲの暴走を止めるには、必要な人材だろう。大先生がいてくれれば、それ以上のモノはないんだが。

　京子は恐おそれることもせず、すたすたとメレンゲのところまで歩いていく。

「メレンゲ……サルベリア。魂たましいをメガロに変化させる装置を作ったセブンスアビスの一人」

　京子は同じくセブンスアビスの一人、夜の王と一いつ緒しよに行動していた。あいつから、何かしらの話を聞いていたのだろうか。

　目の前まで来て、メレンゲと京子は、双そう方ほうの顔を覗のぞき込む。

　ふっと笑い、がっしりと握あく手しゆする。

　ここに、『病やんでる同盟』が結成された瞬しゆん間かんだった。

　ウマがあっちゃったよ！　マジか！　夜の王から何をどう聞いたんだろう。

「お前ら、どういう関係なんだ」

「ただの店員とお客さん？」

「……私がまだパン屋だった頃ころ……常連だった」

「幼おさな馴な染じみみたいなもんですよねー」

　二人は「ねー？」と同調していた。

「そもそも、あの方とメレンゲちゃんは仲が良かったんですよ」

「そうなのか？　ユー」

『同じ部隊を率いていた』

　と、ユーはこくりと頷うなずいた。

「ユーも同じセブンスアビスだろ？　同じ部隊じゃなかったのか？」

「……ユークリウッドは……ネグレリアと共にいた」

　なるほど。

　言われてみれば、夜の王のユーを悲しませたいという気持ちと、メレンゲのユーを怒おこらせたいという気持ちは、ベクトルが同じだ。

　気の合う仲だったのも頷ける。

「で──お前らはそうやって手を取り合って何をするつもりなんだ」

「相川さんが困ること」

「ユークリウッドが……困ること」

　ダメだーっ！　この二人をタッグにしちゃダメだーっ！

「でも……どうしてメガロが……言うことを聞かないの……」

　中華街を普ふ通つうに観光するメガロたちを見て、メレンゲは不思議で堪たまらない様子だった。

「もしかして、ハルナが何かした？」
















　という俺の問いに、ユーは首を横に振る。

『メガロは　作った者の意思に　忠実』

　でも、作ったメレンゲの意思に反しているじゃないか。

　謎なぞだ。

『つまり　これは　ドゥラークの仕し業わざ』

　ここに来て、また知らない名前が出てきたな。

　そうか。メガロシステムは二人で作ったと聞いている。

　その一人がメレンゲで、もう一人が──

　どぅるんるんるん……どぅるんるんるん……

　エンジン音がして、俺たちは振り向いた。

　そこには──ハーレーダビッドソン。

　背後にメガロを携たずさえて、一人のパンクな野や郎ろうがいた。

　大きくてツバの広い帽ぼう子し。ハルク・ホーガンのようなむっちりとした筋肉に覆おおわれた肉体とお髭ひげ。ノースリーブのジャケットにトゲトゲのブレスレット。ダメージジーンズの──おじいさんがいた。

「久しぶりだな。ユークリウッド」

　ユーの知り合い？

　ってことはもしかして──

『ドゥラーク　私や　ネグレリアの仲間』

　つまり──最後のセブンスアビスか。

　このおじいさんが──

　みんなロリロリに見えるヴィリエに比べて、冥めい界かい人は見た目の年ねん齢れいがばらばらだな。

　俺は警けい戒かいする。

　セブンスアビスはみんな、ユーに感情を取り戻もどさせようとしていた。

　つまり、こいつもまた、ユーに何かをしでかすに違ちがいない。

　セブンスアビスは名前の通り、七人。

　リーダーが死んだことで、ユーは心を閉とざしてしまったのだろう。

　夜の王は哀あい愁しゆう。ネネさんは喜び。デューヴァイスは楽しみ。メレンゲは怒いかり。

　これで六人だ。

　最後の一人はユーに何を教えようとしているのか……

　その内容如何いかんによっては、ここで一戦やりあう可能性もある。

　ごくり、と喉のどがなった。

　緊きん張ちように、ツバを飲み込んだんだ。

　そして、ドゥラークが口を開く。




「みんな、愛し合ってるかいっ！」




　愛だった。これほど露ろ骨こつなまでに愛を教えようとしてくるとは思ってなかった。

　しかも、対象が広すぎる。

『セブンスアビスの中で　最も鬱うつ陶とうしい存在』

　ユーが苦手なタイプだろうなとは思っていた。

「サンタではないぞ？」

　知ってるわっ！　ノースリーブのサンタがおるか！　寒いだろっ！

「ちなみに、この服はユニクロで買ったのじゃ」

　売ってねえよ！　うちの世界のユニクロには売ってねえよ！

「……何を……しに来たの？」

　メレンゲは眠ねむそうな目でじっとドゥラークを見つめていた。

　この様子から分かるように、二人は共きよう謀ぼうしていた訳じゃなさそうだ。

「最強のメガロ作りには賛成したが……戦争を起こそうとするのは賛成した覚えがないでな」

「最強のメガロ……なあ、ドゥラークさん。織戸を、その最強のメガロを元に戻す方法はないのか？」

「あるよ」

　あっさりと肯こう定ていしたー。

「美女の接せつ吻ぷんで元に戻るように作っ──」

　ばっこーん。フランスパンがおじいちゃんの頰ほおを揺ゆさぶり、パン粉が髭に絡からみついた。

「……秘密漏ろう洩えいは……極きよつ刑けい」

　べしべしとフランスパンを振ふるうメレンゲ。

　そういう反応をすれば、おじいちゃんの言うことが正しい証明になるだけなのに。

　なるほど、織戸を元に戻すには、キスをすればいいのか。

　女王の呪のろいを解くのにハルナのキスが必要だったように。

　……となると、三み原はらかな。

　美女って、どこからが美女なのか境界線が微び妙みようなところだが、あいつは美女に入ると思われる。うんうん。

　…………って、またキスかよ！　メルヘンの世界の定番をこの世界に持ち込むなよ！

　何でもかんでもキスすれば解決するなんて、絵本かよ！

「何にしても、今日は修学旅行じゃ。他校との争いは許しません」

　ってことは、敵じゃないか。

　メレンゲはむっとした表情で、少し頰を赤く染めた。

「お前の味方は京子だけみたいだな。観念しろ」

『変なこと　しないで』

　ずいっと詰つめ寄ると──

「……もしかして……みんな私を怒ってる？」

　うっとりとろーんとした目。攻せめられることが快感のようだった。

「まあまあ、相川さん、怖こわい顔しないでいいじゃないですか。メガロは何にもしなかったんだし」

　まあ、事件が起こってないなら怒る必要もないけど。

　怒ると起こるがごっちゃになってわかりにくいっ！

「あ、でも──事件は起こるかもしれませんよ？」

　京子が天使のような明るい笑え顔がおでそう言った。

「どういう意味だ」

　こいつは、何かを企たくらんでいるようだな。何かをする暇ひまなんてなかったはずだが──

　そこへ、大先生が現れた。

　これでメレンゲも万事休す。さっさと逃にげてしまえと思っていたら──

「豆とう腐ふが大好きーっ！」

　大先生が突とつ然ぜん大声で叫さけぶ。

　知ってるよ。びっくりしたよ。

　周りの人もびっくりしてるよ。肉まん売ってたおばちゃんも目を見開いてるし。

　大先生の目は、とろーんと恍こう惚こつに満ちていた。

　まるで、催さい眠みん術じゆつにでもかかったように。

「大先生！　いきなりどうしたんだよ！」

　俺の声は、耳に届いていないようだった。

　大先生だけじゃない。

　周りにいた魔ま装そう少女たちも、同じく突然叫び出す。

「三日前から便秘ー」

「浮うわ気きしてますーっ！」

　カミングアウトだった。

　次々と声が上がっていく。

　何が起こったのか、わからなかった。

　さらに、メガロも何かを叫んでいる。

　言葉を話せる動物はそれほどいないみたいで、ただの鳴き声だ。

「あたしの歌を聴きけーっ！」

　ハルナさえも、例外ではなかった。

　女王の呪いにすら掛かからないハルナが。

　みんな、ふわふわした気持ちで、空に叫んでいる。

　俺は動どう揺ようしていた。

「これは──あれですね」

　魔装少女の内、一人だけがその現象から逃のがれていた。

　京子──

「お前、この現象を予想していただろ？　説明しろ」

「岩のりです」

「岩のり？」

「海の苔りを消化出来るのは日本人だけって話を聞いたことありません？」

「知らないな」

　日本人だけってそんなことあるんだ。

「異世界人にとって、あれはもっと悪質なモノなんです」

「と……いうと？」

　楽しそうに語る京子に、メレンゲが興きよう味み津しん々しんだった。

　メレンゲも、影えい響きようを受けていないのに、どうしてこうなったのか分からないのか。

「そうですねぇー。一番悪い言葉を使えば──麻ま薬やく」

「わざわざ一番悪い言葉を選ぶなよ。だから、お前はあのとき朝食を見て怪け訝げんな表情を浮うかべていたのか」

　生卵、納なつ豆とう、冷ひや奴やつこ、鮭さけ、味み噌そ汁しる、岩のり、ご飯。

　そう言えば、朝食に出ていた。

　岩のりなんて、普ふ段だんから使う家にはいつもあるけど、使わない家にはずっとない。

　俺自身がそれほど好きじゃないから、ウチの家に岩のりがあったことはないし、それをハルナやユーに食べさせたこともなかった。

「ここでの生活が長い私でも、やっぱり体質は変えられなかったんですよね」

　京子はこの世界にいたから、食べたことがあるんだろう。

「どうなるんだ？　このあと」

「どうってことないですよ。ただ気持ちよくなって、ベラベラと自分の性せい癖へきとか暴ばく露ろしちゃうだけです。周りの声なんか聞こえないし」

　だったら、良かった。

　ここで戦争が起こるより、幾いく分ぶんかマシだ。

　そう思っていたんだが、俺はふとあることに気付く。

「おい、ちょっと待ってくれ」

「はい？」

「異世界人にとって──って言ったな？」

「ええ。ヴィリエに限った話じゃないですよ」

　マズイ。非常にマズイ。

　俺は焦あせって体を反転させる。

　その先にいたのは──鎧よろい姿の少女。

「ユーっ！」

　俺は飛び込んだ。

　ユーの口を押さえるために。

　だが──




「ミカンが食べたいっ！」




　ユーの声が、中ちゆう華か街がいに響ひびき渡わたった。ユーが声を出さない理由は主に二つだ。

　一つは、言葉にしたことが現実になるということ。

　もう一つは、その能力が発動した際に、頭が痛くなるということ。

　岩のりの麻薬効果で、痛みはなくなっているのだろうか？

　ユーは笑顔のまま、両手を広げてくるくると回っていた。

　制服のスカートを翻ひるがえして小こ躍おどりするように。

　俺は、ミカンが食べたくて仕方がなかった。

　今から電車に乗って、和わ歌か山やまへ行きたい。

　ありとあらゆるミカンを堪たん能のうしたい。

　そんな気持ちで一いつ杯ぱいだった。

　あれ？　俺は何をしていたんだっけ？

　いまいち思い出せないモヤモヤ。

　辺りを見回してみると──

「ミカン食べたい！」

「ミカン食べたーい！」

　口々に俺と同じ意見を叫ぶ魔装少女たち。

　メガロも一いつ緒しよに叫んでいる。

　おかしな光景だ。

「なんて、理想の世界じゃ。皆みなが一丸となって愛を唱えておる」

　ドゥラークは拍はく手しゆしていた。

　拍手するべきことでもないだろうに。

　そんなことよりミカンが食べたい。

　俺は首を横に振って、邪じや念ねんを捨てる。

　ダメだダメだ。このままにはしておけない。

　そんな思いをぶち破る一いつ瞬しゆんが、訪おとずれる。




「私は、歩が大好きっ！」

























　俺は面食らった。

　顔が真っ赤に染まっているだろう。

　率直な。あまりに率直なユーの言葉。

　とんでもなくストレートなその言葉だからこそ、響いた。

　俺だけではなく、その場にいる全すべての者に。

　俺、俺が大好き。鏡は、鏡はどこだ。俺を見たい。俺に会いたい。

　肩かたを叩たたかれる。振ふり向くとそこには、ザリガニのメガロ。

「大好き」

　いやああああああっ！

　四方八方から、次々と襲おそいかかってくるメガロ。だけではなく魔ま装そう少女まで。

「相あい川かわさん。大好きです」

　むにゅ。出たーっ！　京きよう子このロリ巨きよ乳にゆう攻こう撃げきだー。

　必死に逃にげ惑まどう俺。

　全てが俺に好意を示しているというのに、全てが敵に見えてきた。

　だって、俺は俺が一番好きなんだもん☆　誰だれにも渡さないんだからね☆

　俺の中に僅わずかに残っているアユミの部分が、そう言っている気がした。

　走っていると、俺は両手両足を紐ひもで縛しばられてびよーんとつるされた。

　罠わなだ。イノシシとかに使う奴やつ。

　シンプルで、だからこそ強力な罠。

　誰だよこんなもん中華街に仕し掛かけた奴は。

　まるで蜘く蛛もの巣すにでも掛かったような気持ちの俺の前にすっと現れたのは──三つ編みの少女だった。

　なんと、メレンゲが頰ほおを染めながらやってきたのだ。

　まさか──お前まで。

　岩のりを食べた訳でもない。混乱している訳でもない。

　ただ、ユーの言葉の魔力にとりつかれているだけ。

「……永遠の愛のために……死んで」

　ヤンデレって奴が出てきたーっ！　受け入れられない愛の形だよ！　まだサラスの方がマシな奴だよーっ！

　なんとか罠から脱した俺に振り下ろされる──フランスパン。

　ばっこーん。

　脳天を砕くだかれる思いだった。膝ひざから崩くずれるように倒たおれる俺──だったが、がっしりと太い腕うでに支えられた。

「逃げるのじゃ──アイカーワ」

　ハーレーに乗せられ、ウィリーするぐらいの勢いで急発進する。

　助けてくれたのか？　どうして──どうしてちょっと英語っぽい発音で俺を呼んだんだ。川か平びら慈じ英えいかお前は。

「なんで、俺を助けてくれるんだ？」

　確かに、助かったけど。異質の愛によってぼこぼこにされ始めていたからな。

「君が好きだからじゃよ」

　ユーの言葉の魔力に、このおじいちゃんも取り憑つかれていたのか。

「このまま、ユーが元に戻もどるまで逃げる訳にはいかない」

「アイカーワ。ユークリウッドを愛しているかい？」

「……それは……分からないけど、ユーを止めなきゃ」

「なぜじゃ？　きっと、ほんの数分で元に戻るじゃろう」

「もし、ユーが素すに戻ったら、この現状を目にしたら──悲しむからだ」

「そうか。それがお前の愛なんじゃなっ！　アイカーワっ！」

　だからそのジョン川平風の呼び方やめて。

　なんで泣いてんのこのおじいちゃん。

「じゃが、どうするつもりじゃ？」

「簡単なことだ。ユーを気絶させる」

「といっても、近づくのは困難じゃろうな。ワシが行こうか」

「いや、警けい戒かいされて『来ないで』なんて言われたら、その時点でゲームオーバーだ。俺がいく──手伝ってくれないか？」

「当然じゃ。アイカーワが大好きじゃからな」

　ハーレーは反転し、来た道を戻る。

「すいません！　お茶しませんかっ！」

　さっきまでユーがいた場所へ戻ると、魔装少女たちがゾンビのように群がってきた。

　女になっていた頃ころと何も変わらないじゃねえか。

　こりゃあ、ガンタンクにでもなった方がいいか？

　まさか、男になってからナンパをされるとは思っていなかった。

　こういうとき、どうすればいい？　確かセラは──

「結構です」

　女の子にショックを与あたえるなんてことはしたくないが、はっきり言わないとやめられないだろ。

　好きになった人から突つき放されるのは、とても悲しいことだ。

　好きでなくとも、ファーストインプレッションで「あら、いいですねー」となった人に邪じや険けんに扱あつかわれれば、良い思いはしない。

　それは別に、ペットショップの犬でも同じだ。

　だからこそ、それをしなければならない。

　ぐいっと制服を引っ張られ、ハーレーから引きずり下ろされた。

　なんて危険な行こう為いだ。

　咄とつ嗟さに俺は──めくれるスカートを押さえてしまった。

　なんでパンツが気になったんだろう。困るわ。

「別の女のところへ行くつもりだったでしょ。相川さん」

　頰を染めた悪女モードの京子が、そこにはいた。

　目的のためには手段を選ばない。

　人を殺すことすら厭いとわない彼女に捕つかまるのは、恐きよう怖ふだ。

　ドゥラークのハーレーは、俺が引きずり下ろされた衝しよう撃げきで横転し、どこぞのなんたら飯はん店てんに突っ込んだ。

　大だい丈じよう夫ぶかな。おじいちゃん。

「おい、こら離はなせ」

「離しませんよーだ。えへへへ～」

　まるで発情期の猫ねこみたいに、ぎゅっと腕に巻き付く京子。

「ユーを見なかったか？　さっきここにいたんだが」

「さあ──」

「教えてくれ。俺が好きなら──」

「上です」

「うえ？」

　見上げると、とある中ちゆう華か料理屋さんの屋根に、鎧よろい姿の少女を発見した。

　混乱しながらも、人の迷めい惑わくにならないよう人混みを避さけたんだ。

　ユーらしい。

　とにかく、ユーを止めないと。叫さけべばどこにいても誰かに聞こえるだろうしな。

　俺は京子の手をふりほどき、ユーの元へと向かう。

「ファファファファファ……」

　エクスデスっぽい笑い声が聞こえる。見れば、メガロが五匹ひきほど集まって、ネオエクスデスっぽくなっていた。

　あれは何をしているんだろう。

「ダン、シン、トゥ、ナイっ！」

　見れば、ドランクドラゴン塚つか地じの名ギャグをしている魔装少女がいた。

　この二つが共通する言葉──

『むがだいすき』

　エクスデスは無にこだわっていたし、ドランクドラゴン塚地は塚地武む雅が。

　ユーの言葉は、ユーの思い通りに能力が発動する訳じゃない。

　聞いた人間の解かい釈しやくによって、効果が違ちがうんだ。

　俺のことをアユムであると認にん識しきしている人間には「歩あゆむが大好き」というそのままの文言が適用された。

　だから京子は、突き放されてもすぐにこうして抱だきついてくるし──

「いい加減離れろ。俺が好きなら」

「私の愛は離れないことですから」

　ずるずると腰こしにしがみつく京子を引きずりながら、俺は歩く。

　それは昭しよう和わの酒飲み親おや父じを止めようとする献けん身しん的な嫁よめの図に近い。

　もう京子を突き放すのは諦あきらめて、考察に戻ろう。

　俺を歩だと知らなかった魔装少女及およびメガロは、「歩が大好き」の意味が理解出来ない。

　だから、自分なりにユーの言葉を解釈する。

　それが、「むが大好き」の部分なのだろう。

　聞いた人間がその通りになる能力。

　それは、ユーの思い通りになる能力ではない。

　どの言葉が、どのように、誰に干かん渉しようするのか分からない。

　だから、ユーはどんな言葉も発せない。

　大好きの『だい』も、取りようによっては死を意味する『ｄｉｅ』と取ってしまえば、命を落とす可能性だってある。

　もしもそんな『事故』で人が死んだら、きっとユーは悲しむだろう。

　中華街は飯屋ばかりだと思われている節があるが、都会のど真ん中、横よこ浜はまスタジアムからも近い場所にある。

　ユーが屋上にいる場所は、普ふ通つうのビルだった。ホテルか何かだろうと思うが、俺は地元の人間ではないので分からないし、そんなのはどうでもいい。

　この施し設せつを利用するつもりはないんだから。

　非常階段を上ろうとした俺は、タックルを受けた。

「お兄ちゃん！　どこにもいかないで！」

　誰だれだお前は。という感想しかない。

　魔ま装そう少女だろう。貧乳でロリボディな女の子。──魔装少女だ。

「お兄ちゃん発見！　お兄ちゃん発見！」

　誰に向かって叫んでいるのか分からないが、京子と同じように腰にがっしりとしがみついた魔装少女が必死に報告している。

　すると、どこからともなく、同じような少女がわんさかとやってきた。

　一体ユーは、俺とドゥラークが戦線を離れた間に、なんて言葉を放ったんだろう。

　ユーがいる場所は五階に相当する場所。

　錆さび付いた鉄の非常階段を、かんかんと足音を鳴らしながら上っていく。

　二階の踊おどり場に──ハルナがいた。

「お兄ちゃん、どこへ行く気だ！」

　右足を二段上の階段に乗せて、ふんぞり返るその姿は、まるで波止場のナイスガイだ。

　お兄ちゃんお兄ちゃんって──

「そこをどいてくれ。俺はユーに「とーっ！」」

　俺が立ちはだかるハルナに事情を説明しようとしたが、ハルナはボディプレスを仕し掛かけてきた。

　横になって襲おそいかかってくるハルナを避けると、後ろからしがみついていた京子の顔面に当たり、階段を転げ落ちていった。

　大丈夫──そうだな。

　ご愁しゆう傷しよう様さまです、と手を合わせたあと、俺は先へ進む。

　階段を一歩一歩上がる度たびに、体は重くなっていった。

　両手にも両足にも女の子がしがみついている。

　どうしてこうなった。

　役得──ではあるが、むしろ休み時間の保育士のような気分だ。

「お兄ちゃ～ん」

「アユム大好きー」

「腕うで枕まくらしてー」

「インド人～」

　誰がインド人やねん！　なんでインド人を求める奴やつが俺にしがみついてるんだよ！

　まるでマタタビを嗅かいだ猫のように、みんなうっとりとした表情で俺にしがみついている。

　三階に上がると──

「アユムさーん。ちゅーしましょーちゅー」

　炭酸で酔よっ払ぱらった時の大先生がいた。

　さながら、死亡遊ゆう戯ぎのブルース・リーみたいな気分だ。

　五ご重じゆうの塔とうを上がる度に、強敵が現れる。

　しかしながら、大先生はこんな中腹で現れるようなボスじゃない。

　最強の一角。

　やり過ごそうにも、体が重くて動かない。

　どうすればいい？　どうすれば──

　攻こう略りやく法ほうが思いつかないまま、白衣を着た少女が両手を広げて襲いかかってくる。

　キスをしてやれば満足するのだろうが、そんなことをしてしまったら、正気に戻もどったあとが怖こわい。

　きっと、亜空間でぼっこぼこにされる刑けいに処せられるだろう。

　最も早はや、歩空間といってもいい。

　いや、そんな名めい称しようは付けられる訳にはいかない。

　俺はそこまでセクハラがしたい訳じゃないんだ。

　だが、どうすればいい。

「ん～」気がつけば、すぐそこに大先生の顔があった。

　咄嗟にスウェイバックしてそれを躱かわすが、逃のがれられない。

　右手に張り付いていた魔装少女を盾たてにしてみる。

　ぽーん。空高く飛ばされてしまった。

　……これは使える。

　俺は次に左手に張り付いている魔装少女で大先生に攻こう撃げきした。

　ぽーん。魔装少女はまるで、らんま[image: にぶんのいち]みたいに飛んで行った。

　これで体が軽くなった。

「アユムさ～ん。だ～いすきぃー」

　俺は大先生を躱し、階段を上がろうとしたが、すぐに大先生は回り込んで正面へ出てくる。

　やはり、逃にげられそうもない。

　ラスボスかお前は。

「相川さんは私のモノですぅ」

　にゅっと俺と大先生の間に、京子が割り込んできた。

　しぶとい。このしぶとさが、京子の強みであり、うっとうしさだ。

　だが、今だけは、そのしぶとさが幸いした。

　まさか、こいつに助けられるとは。

　だが、京子と大先生では、圧あつ倒とう的てきな力の差がある。

　大先生はくるりと体を回転させ、京子をやり過ごし、俺へと抱きついてくる。

　唇くちびると唇が触ふれ合おうとした瞬しゆん間かん、大先生は足を取られ、前のめりに倒たおれてしまう。

　俺の胸へと頭ず突つきをかます形に。

「やりましたねぇ～」

　大先生は、明らかにイラっとしていた。

　おでこを押さえながら、大先生は俺に背を向けて、京子に微笑ほほえみかける。

　ここだ。このチャンスを逃すな。

　俺はどん、と大先生の背中を押した。

　京子と大先生は、身長がほぼ同じ。一いつ緒しよに倒れれば──

「むーっ！」

　倒れた拍ひよう子しにキスをしてしまったことに、京子は悲鳴にならない悲鳴を上げていた。

　本来ならば、背後からとは言え、俺が大先生を押すことなんて出来ないだろう。

　岩のりの混乱は、集中力も何もかもをなくすようだ。

　三階の踊り場で団子になっている大先生と京子が、下からやってくる魔装少女へのバリケードにもなる。

　俺は合間を縫ぬって先へと進む。

「あ、相川さん待って！」

「ちゅーしましょ～、ちゅー」

「きゃあああっ！」

　京子は『歩が大好き』の魔力に取り憑つかれていたが、大先生は別なようで、酔っ払ってキス魔と化した今、別に相手は誰でもいいようだ。

　これで、京子は封ふうじることが出来たな。

　四階へと進む。

　さっきまでとは違い、俺は軽快だった。

　大先生によって、へばりついていた魔装少女は排はい除じよしたし、京子も封じた。

　孤こ独どくがいいなんて、久しぶりに思ったね。

　もう何事もないだろうと思っていたが──そう簡単にいく訳がない。

「……お兄たん……歩……大好き……大好き」

　冬の風が、俺のスカートを撫なでた。

　さっきまでとは違ちがい、俺は警けい戒かいしていた。

　メレンゲ・サルベリア。

　そう言えば、こいつが残っていた。

「そこを退どけ」

「……だったら……メレンゲを怒おこって……怒ってよっ！　お兄ちゃんっ！」

　メレンゲはフランスパンを両手に、俺へと飛びかかる。

　やるしかない。

　でも、メレンゲは変化の能力者。どんな攻撃もオートで無効化する。

　ばっこーん。

　何も出来ないまま、俺はフランスパンで殴なぐられた。

　怒ってやれるなら怒ってやりたいよ。

　でも、どうせ、怒いかりはスルーされる。

　メレンゲを怒れる人間なんて、同じセブンスアビスぐらいなもんだ。

　衝しよう撃げきに、俺は片かた膝ひざをついた。

　ぐふ……

　このフランスパン、どうすればここまでの威い力りよくを叩たたき出せるんだ。

　冥めい界かいの技術は、謎なぞだ。

「このっ！　二〇〇％っ！」

　俺は拳こぶしを振ふるう。渾こん身しんの力を込こめた、人間の限界を超こえる火事場のバカ力パンチだ。

　メレンゲは微び動どうだにしない。

　俺の拳はメレンゲにぶつかる瞬間に、ぺらんぺらんの紙になって、メレンゲの鼻先を撫でた。

　ダメか……やはり、メレンゲへの攻撃は無意味。

　ん？　攻撃？

　待てよ──もし、このオートで発動する変化の能力が、『攻撃する意思』に反応するとすれば？

　俺はメレンゲにもう一度手を伸のばす。

　どんな攻撃も無意味になることからか、メレンゲは棒立ちでそれを受け入れる。

　俺は拳を握にぎっていなかった。

　すっとワキへ目標を変えると、メレンゲはゆっくりと下を向き、俺の腕うでを見つめていた。

　何をする気なんだろう？　それぐらいの感覚だろう。

「うおおおおおおっ！」

　こちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょこちょ……

「あっははははははははははっ！　くふっ……はははははははっ！」

　メレンゲは身を捩よじり、背中を向けた。三つ編みが俺の頰ほおを叩いたが、体を抱だき寄せるようにして、俺はこちょこちょを続ける。

　一分間、達人たちのこちょこちょを受けてきた俺だ。どこをどうすれば効果的なのか、今なら分かる！

「らめ……も、らめ……はははははっ！」

　頰を紅潮させて、うっすら涙なみだを浮うかべて俺にジト目を向けるメレンゲ。

　効果は抜ばつ群ぐんだ。

　今の俺ならば、最強の魔ま装そう少女クリスを倒せるかも知れない。

　それほどのこちょこちょだった。

　こちょこちょを続けると、メレンゲは次し第だいに声を出さないようになり、小さく呻うめく程度になった。

　もう慣れたのか？　凄すごい順応能力だ。さすが、忍にん者じやの始祖。

「ん……くっ、……んぁ……」

　………………あっれえ～？　なにこれえ～？

　メレンゲは、こちょこちょに耐たえようとしてか、フランスパンを手放して、俺の腕を摑つかんでいた。

　決して引きはがそうとする訳ではなく、ただ耐えるように。

　なんだろう。

　変な気分になってきた。

　甘く漏もれる吐と息いき。とろんとした目つき。ほのかに染まった肌はだ。赤くなった耳。

　自分の中に湧わき上がってきた感情がなんなのか。

　ふと、俺は思い出した。

　ハルナや京子、大先生といった魔装少女。友ゆ紀きやセラ、サラスといった吸血忍者には、別に変な感情が湧いてくることはそうそうない。

　せいぜい、いやらしい──ぐらいの感覚だ。

　だが、ユーやネネさんといった冥界人には、俺はどうも抑おさえられなくなる感情がある。

　それは、メレンゲの時も同じだったようだ。

　そう──俺は今──




「──を食べたい！」




　耳に、聞き覚えのある少女の声が入ってきた。

　きーんと耳鳴りがして、頭が何かに支配されていく感覚。

　気がつくと俺は、メレンゲの服をびりびりに破いていた。

　食べたい。

　食べたくて仕方が無い。

　どうしようもない衝しよう動どうが、欲よく望ぼうが体のお腹なか辺りから膨ぼう張ちようしていった。

　してはいけないと思っている。

　絶対に。

　超えてはいけない一線であることも分かっている。

　絶対に。

　だが、俺はこの魔力に逆らえない。

　メレンゲは小さな胸を守るように身を縮ませて──

「……食べても……構わない……よ？」

　全身の力を抜ぬいた。

　俺ははやる気持ちを抑えきれず、スカートをすとんと落とし、制服を脱ぬぎ捨てて下着一枚になると──

　フランスパンを囓かじった。

　………………危ねえ～。

　なんとか欲望を抑え切ることが出来た。

「……あ……」

　メレンゲが何を期待していたのかは分からないが、がっかりしたように呟つぶやく裸はだかの少女に制服を投げ渡わたす。

　さっきのは、ユーの叫さけびだな？

　ここは四階の踊おどり場。ユーがいるのは五階屋上。

　声が聞こえる範はん囲いに、俺はいるんだ。

　だったら、急がなければ。

　次に何かしらの声が聞こえたら、また変な行動を取ってしまうだろう。

　むしゃむしゃとフランスパンを頰ほお張ばりながら、俺はメレンゲに目もくれず階段を駆かけ上がった。

　寒い。

　開け放たれた屋上に、一人の少女がいた。

　愉ゆ快かいなのか、笑え顔がおを見せて、大きく深呼吸をしている。

「ユー」

　俺はその子の名前を呼んだ。

　ユーは俺に気付くと、小さくはにかんで、幸せそうに笑った。

「なあに？」

　どきん。と胸が躍おどった。

　可愛かわいい。ユーの笑顔は激げき烈れつに可愛い。

　だが、話しかけるのはダメだ。

　返事を貰もらってはいけない。

　俺はゆっくりとユーへ近づいた。

　すると、ユーが不安そうな顔で一歩後ずさる。

　……はっ！　いかんいかん。

　顔が強こわばっていたせいだろう。

　ユーが警戒してしまうほどに、俺は怖こわい顔をしていたに違いない。

　ユーと同じように、笑顔を向けないと。

「心配ないから、こっちへおいで」

　まるで、木の上に登って降りられない猫ねこを相手にしているようだった。

　あるいは、自殺しそうな人間を止めようとする刑けい事じの気分だな。

　ユーはまたうっすらと笑顔を向けて、俺のところへとゆっくり歩いてくる。

　良かった。

　安心しているようだ。

　俺もほっと安あん堵どのため息を吐つく──が、ユーはまた不安げな表情を見せて立ち止まった。

　がっしりと、俺は背後から羽は交がい締じめにされていた。

「……ユークリウッド」

　柔やわらかい肌。

　もっちりとした少女のおっぱいが、背中にくっついている。

　メレンゲだ。

「メレンゲ……彼が欲ほしくなった……もん」

「何を……」

「お兄ちゃんは私のモノ！」

　空から舞まい戻もどってきた魔装少女が、また腕にしがみつく。

「相川さんは私のモノです」

「ちゅーしましょーちゅー」

　京子と大先生まで。

　メレンゲに時間を掛かけすぎたせいか、ぞろぞろと屋上へやってくる魔装少女たち。

　そこに、メガロまでやってきて。

　ユーはまた一歩後ずさる。

　威い圧あつされてしまったんだろう。

　さっきまで一人だったのに、今やパーティー会場のように人がごった返している。

「こ──」

　来ないで。ユーはそう言いたかったのだろう。

　そして、それを言われていたら、もうその時点でユーを止めることは出来なかったろう。

　そのとき、一いち陣じんの風が吹ふいた。

　いや、吹き付ける風ではない。

　ぽーんと、魔装少女が空へ舞い上がった。

　大先生にふっ飛ばされたときとは違ちがう。

　まるで、ＵＦＯに連れ去られていくように、空へ上がっていく。

　そう、一陣の風は、下から上に、空へ吸い上げられるように吹いていた。

「な、何これ！」

　驚おどろきの声。スカートを押さえながら空へと飛んで行く魔装少女たち。

「あらあら～」

　大先生ですら、例外ではなかった。

　吸い上げられていく場所の中心部に、その人物はいた。

「ドゥラーク」

　メレンゲは俺の体にしがみついて、耐えていた。

　一つ不思議だったのは、俺だけが吸い上げられていないということ。いや、正確には俺とユーだ。

「これが、ドゥラークの能力か」

「……ドゥラークは……全すべてを引き寄せる力を持ってる……死者の魂たましいを引き寄せる装置を作ったのも……彼」

　メレンゲに教えて貰うとは思わなかったな。

　メガロシステムはメレンゲとドゥラーク、二人で作っていると聞いている。

　ドゥラークが素材集め。そして、メレンゲが調理をする。

　装置を作った──という言葉から、この二人でこつこつやっているのではなく、絶えずメガロを作り続けている装置が冥めい界かいにはあるのだろう。

　冥界人はその能力を他ほかに分け与あたえることが出来るからな。

「さあ、存分に愛を語り合うのじゃーっ！　がははははははっ！」

　なんとも楽しそうだ。

　だが、助かった。

　俺はメレンゲの手を取って、体から引きはがした。

「あっ！」

　小さく声を上げて、空へと舞い上がっていくメレンゲ。

　これで、邪じや魔まはもういない。俺はユーの元へと歩く。

「ユー。怖がらなくて良い」

　あと三歩──

「俺はただ、お前を悲しませたくないだけなんだ」

　あと二歩──

「……彼は……メレンゲのモノ」

　がっしりと、後ろから抱だきつかれた。

「お前、どうやって──」

「能力干かん渉しようを変化させた」

　そんなこと出来んの！　じゃあ、ユーの言葉からも逃のがれられるんじゃ。いや、むしろユーの能力も変えられるんじゃないのか？

「違う──」

　あ、なんだ。違うのか。そりゃ違うわ。うんうん。

　ユーは一歩、前に出ていた。

「歩は──歩は私の──」

　俺はユーの口に手を当てる。

　一歩の距きよ離りは、手が届く距離さ。

「言葉にしなくても、実現していることはたくさんあるんだよ。ユー。俺は初めて会ったあの五月から、ずっとお前のモノだ。そんな『言こと霊だま』は、必要ない」

　俺はそう言って、ユーを抱きしめた。

　メレンゲに抱きしめられながら。

　リュックサックのように背中に張り付くメレンゲの耳元にユーは唇くちびるを寄せた。

「──し──で」

　俺に聞こえないように、注意した言葉。

　すると、メレンゲは俺から手を離はなした。

「……邪魔は……しない……けど……私のモノ……だもん」

　ぷーっと頰ほおを膨ふくらませ、メレンゲは下がっていく。

　邪魔しないで。きっとユーはそう言葉にしたんだろうな。

　ユーはうっすらと涙なみだを浮うかべて、笑顔を見せていた。

「とても──嬉うれしい」

　俺も、嬉しかった。とても、とても。

「止めに、来たんでしょ？」

　そうだ。

「口を、塞ふさぎに来たんでしょ？」

　その通りだ。

　ユーは目を閉じる。

　口を、塞いでやる。そのために、ここまで来たんだ。




　俺はユーの両りよう肩かたに手を掛けて、まぶたを閉じる。そして──

「だああああああらっしゃああああああっ！」

　後頭部に蹴けりを入れられた。

　その衝しよう撃げきで、俺はユーの唇ではなく、鼻にちゅっと唇を付けてしまう。

　蹴りをくわえたのは誰だれでもない。

「おいハルナ！　ふざけんな！　今ごっつ良いところだったのに！」

　思わず本音が漏もれてしまう。

「はっ！　あたしは今まで何を！」

　えー。何その白々しい催さい眠みん術じゆつ受けてました系のリアクション。

「元に、戻ったのか？」

　俺はその言葉をハルナではなく、ユーに向けた。

　ユーは小さく頷うなずいて、ガントレットに包まれた手で鼻を押さえていた。

「すまん、痛かったか？」

　ユーはふるふると首を横に振ふる。

　どすんと音がして振り向くと、さっきまで空に集められていた少女の塊かたまりが落ちていた。

　まるで組み体操のピラミッドに失敗したように、ミルフィーユが如ごとく何層にも積み上がった魔装少女。

　その頂点にいたおじいちゃんは、魔ま女じよがよく被かぶっているあの帽ぼう子しのツバをくいっと人差し指で上げる。

「さあユークリウッド、愛を教えよう」

　そう言えば、岩のりによる大混乱の前は、そんな話の途と中ちゆうだったな。




『愛することぐらい　知ってる』




　そのときユーがはにかんだのは、岩のりのせいだったのだろうか。

　俺はユーのそんな表情が──

「きゃああああああああああああああああああああああっ！」

　耳を劈つんざく悲鳴に、俺は思わず目を瞑つぶってしまった。

　次は何が起こった？　この状じよう況きようから何かがまた出現したのか？

　身構える俺に、団子状態の魔装少女が指をさす。

「変態よおおおおおっ！　変態の再来よおおおおおおっ！」

　……俺でした。
















　下着一枚で寒空の下にたっていたんだから、まあそりゃあそんな反応もするだろう。

「あーあ、相川さんの変態」

「これは、お仕置きも仕方が無いですねぇ～」

　くすくすと笑う大先生と京子。

　っていうかあれ？　ユーの言葉の魔力はどうなったの？

　まさか──あれなのか？　記き憶おくになければ無効になるのか？

　もしかして、俺がここまで頑がん張ばる必要はなかったんじゃないか？

　頑張り損。だったら、『歩が大好き』を堪たん能のうしたかったわ。

「こんの変態っ！　エロルギー資源がっ！」

　エネルギーと言いたかったのかな？　まあエロも一つのエネルギー資源になり得るとは思うけども。

「ちょっと待て──これはその……誤解だ」

「セクハラとみなしま～す。皆みなさぁん、────成敗」

　まるで八代将軍が暴れる時のような大先生の言葉を皮切りに、魔装少女は魔装錬れん器きを構える。

　そこからの数秒は、まああれだった。

「ファイアーボールっ！」「ファイアーボール・ナインテイルっ！」「俗ぞくに言うファイアーボールっ！」「ガチのファイアーボールっ！」「ファイアーボールレーザーっ！」「ゲッターファイアーボールっ！」「メランコリック・ファイアーボールっ！」「優やさしいファイアーボールっ！」「メラゾーマ」「フレッツ・ファイアーボール光っ！」「完全にファイアーボールっ！」「ファイアーボールのコスプレっ！」「応おう募ぼ者全員にファイアーボールが当たりますっ！」「ファイアーボールの力で君もモテモテっ！」「だるまさんがファイアーボールっ！」「オッス、オラファイアーボールっ！」「セクシーファイアーボールっ！」「ファイアーボール２０１３っ！」「ダブルファイアーボールっ！」「ファイアーボール一番搾しぼりっ！」「界かい王おう拳けん三倍のファイアーボールっ！」「数年後、元気に走り回るファイアーボールっ！」「若者のファイアーボール離ばなれっ！」「ファイアーボールメガネっ！」「最初はグー、じゃんけんファイアーボールっ！」「そうだ、ファイアーボール行こうっ！」「ファイアーボール盛り合わせっ！」「ファイアーボール、三段に構えぇいっ！」「抱かれたいファイアーボールナンバーワンっ！」「ファイアーボール・ザ・ワールドっ！」「一兆度のファイアーボールっ！」「ファイアーボール親善大使っ！」「べったべたのファイアーボールっ！」「世界三大ファイアーボールっ！」「ファイアーボールでブログが炎えん上じようっ！」「基本的なファイアーボールっ！」「偽にせファイアーボール！」「焼しよう尽じんせよぉ、ドラゴンズクリムゾン！」

　俺は、笑え顔がおで死んだ。

























　こうして、ヴィリエ、冥めい界かいによる『クロスオーバー修学旅行』は波乱のまま幕を閉じた。

　俺はもう満まん身しん創そう痍いだったが、妙みような達成感のまま、帰宅したのだが──

　ラスボスはここに存在していた。

「お帰りなさいませ。壊かい石せき料理が出来ております」

　セラが旅館の女将おかみ風に出で迎むかえてくれたので、俺は嫌いやな顔しか出来なかった。

　仕事で疲つかれて帰ってきて、嫁よめさんに下手くそな料理を出された。

　という愚ぐ痴ちがよくあるが、別に愛があればいいじゃない。贅ぜい沢たく言うなよ。なんていつも思っていた。

　だが──今その気持ちが分かったわ。

　とても懐かい石せき──ならぬ、壊石料理を食べる気分ではない。

「セラ──あの……」

「すぐにお持ちしますね。今日はよく出来たんですよ」

　俺はいつも思っていた。

　嫁さんの料理が下手で嫌だっていうなら、はっきりと言えばいいじゃない。食べられません。料理をやめて下さいってね。

　…………言えないわ。

　だって、俺はセラのことが──

　なんつーかまあ、嫌きらいじゃないしな。







　かちーん。かちーん。じゅー。

　キッチンで料理をする姿、響ひびく音は、まるで刀とう匠しようのようだった。

　料理界のブラックスミスという異名をあげたいところだが、そこはまあ良いだろう。

　というか、その二〇〇〇度の高温が出せる釜かまはいつからそこにあるんだ？

　知らない設備を増設されたことがびっくりだよ。

　……まあ、いつものことなんだけどさ。

「なあ、アユム。ホントに葉っぱの人の料理を食べる訳？」

「今、回かい避ひ方法を考えてるんだ」

「早くしないと、王者の剣けんが出来上がってしまうんだけど」

「冷蔵庫になんかあったっけ？」

「牛肉ぐらいしかなかった気がする」

「牛肉？」

「あんたが言ったんだろ！　お土産みやげ買ってって」

　あ、そう言えばすっかり忘れてたけど、浅あさ草くさで俺に何かお土産を買うって京きよう子ことハルナはとびだして行ったよな。

　そして、そのあと水上バスのところで、ハルナは食べ物を買うというＮＧ行動に引っかかり、アウトになった。

　そうか──牛肉を買ったんだ。

　京子はもうヴィリエに帰ってしまったけど、結局お土産を貰もらわなかったな。何を買ったんだか。

「牛肉はいいな。ありがとうハルナ」

「さ、最高級松阪牛のモツセットだかんな。今日から一週間ありがたがれよな」

　浅草関係なーいっ！　三み重え県のお土産かよ！

　いや、そこはどうでもいい。

　牛肉か──うん。

「……よし、じゃあそれを持ってきてくれ」

「いや、キッチンはすでに占せん拠きよされてるから無理だろ」

『私が　さりげなく取ってくる』

「ユー、……お前……」

『今日は　私が迷めい惑わくを掛かけてしまったから』

「よし、じゃあ行ってこい！　死んだら呼んで」

　呼べないっすわー。死んだら呼べないっすわー。

　ハルナの言葉はただの冗じよう談だん──なのかわからないときがある。

　しゃっ……

　ユーは決心し、キッチンへと向かう戸を開けて、地じ獄ごくへと足を踏ふみ入れた。

「おや、ヘルサイズ殿どの。どうかなさいましたか？」

「え？　アユムが待ちきれずに生肉を頰ほお張ばりたい？」

「気持ち悪い。いつもハウリングするマイクぐらい気持ち悪いですね」

「そんなにたくさん必要なのですか？　気持ち悪いですね。合コンに親を連れてくるぐらい気持ち悪いです」

「ところでヘルサイズ殿。少し味見していきますか？」

「え？　まあそうですが。分かりました。では気持ち悪い歩あゆむのために残しておきましょうか」

　しゃ……

『とってきた』

　お、おう。なんか雲行きが怪あやしかったような気がするが、ナイスだユー。

　これで、あとは言いくるめるだけだな。







「さあ、出来ましたよ～。あっつあつの壊石料理です」

　鍋なべつかみにエプロン。

　まるで新妻のように可愛かわいらしい姿だったが、それを待ち受ける俺とハルナは正座だった。

　まあ、ユーはいつも正座だしな。

「待ってたよ。セラ」

「かなり時間が掛かりました。火属性の付加がなかなか確率低くて」

　なんだそのＲＰＧの合成みたいなの。

　料理で聞く話じゃねえよ。オンラインゲームでよく聞くタイプの台詞せりふだよ。

　こたつのテーブルに、どんと置かれた剣。

　刃は渡わたりは九〇センチ。幅はばの広い、長ちよう剣けんだった。

「さ、みんなで頂きましょう」

「その件なんだが──」

「この剣が何か？」

「いや、剣というか……まあいいや。実はなセラ。ハルナが超ちよう高級の松阪牛をお土産に買ってきたんだ。お前のために」

「私の……ですか？」

「このあっつあつの鉄剣で焼きたいと思ってたんだよ。絶対美お味いいし、贅沢だろ？」

「確かに、石焼きのためだけにオリハルコンを使うのは至上の贅沢と言えましょう」

「ということで、今日は焼き肉にしようと思う。松阪牛ステーキのオリハルコン焼きだ」

「それはつまり──」

「つまり、お前の料理だ」

「私の……………………ほう」

　お気に召めしたご様子だーっ！　セ──────ッッッッッッッフっ！

　こうして、俺たちの晩飯は松阪牛の鉄剣焼きに決定した。

　じゅーっと音を立てて焼けていくステーキ。

　んー、見ているだけで涎よだれが止まらないね。

「ほうあたーっ！」

　ハルナが両手に持ったコショウをかちゃかちゃして、鉄板焼きのパフォーマンスを見せる。カルメンのリズムに乗って。

『米』

「はい。ご飯を大盛りですね」

　ユーは焼けるのが楽しみで堪たまらないようだった。

　俺もさ。

「で、結局どうなんだ？　ハルナ」

「何が？」

　ハルナはコショウを空中へ放ほうり投げたりしながらステーキに味付けをする。

「リリアはこの世界を攻せめる気なのか？　今回の修学旅行はその視察なんだろ？」

「さあ。出方を見てるとは思うけどな」

「さあってお前──よし、もうごめんだ」

「歩？」

「セラ。今度、頭領をここへ連れてこい」

「何な故ぜです？」

「ハルナ。適当な口実でリリアを呼び出せ」

「ほえ？」

「ユー。デューヴァイスと連れん絡らく取ってここへ」

『まさか　歩』

「ああ、お前の考えてる通り。ここで話し合いをさせる。三世界サミットだ！」

「対等な話をするには、対等の力が必要だ。ヴィリエに対たい抗こう出来るほどの戦力がこの世界にあんの？」

　ハルナの言うことは確かだ。ただ呼び出しても、話し合いにカードがない。

　いや──果たしてそうだろうか。

　織おり戸とがいる。あいつを上う手まく使えば、交こう渉しよう材料になるのではないだろうか？

　応じなければ、世界を女体化。脅おどしには、十分だ。

「とにかく、呼ばないことには始まらないな」

　自分から呼び込んでしまった。

　絶対面めん倒どうくさいことになる奴やつらを。

　最初から、こうすべきだったんだ。

　それぞれの勢力の権力者と出会ったときに。

　もし話し合った結果、戦争になったとしたら？

　させねえよ。──俺が。

　ステーキが焼けていくのを見ながら、俺は闘とう志しを燃やしていた。







　ぴーんぽーん。

　おいおい。今ちょうど終われる雰ふん囲い気きだったのに、誰だれだよ空気を読んでいない来客は。

「宅配便ですー」

「はいはいー」

　俺は焼きたてのステーキに後ろ髪がみ引かれながら玄げん関かんへと向かうと──

　そこには、どでかい花輪。

　これ、いいともに出演したときに貰う奴じゃん。

「なんすか、これ？」

「えー、差出人は、修学旅行ｂｙ京子さんからです」

　………………処理に困るわー。これは困るわー。

　京子の思い通りに、なってしまった。

　あいつ、今いま頃ごろニヤニヤしてるだろうな。







　あとがき




　みなさんこんばんは。

　最近マッサージに凝こってます。この凝ってるというのが、腰こしや肩かたこりに掛かかってます。

　で、近所に割と可愛い二〇代前半の女の子がいるマッサージ店を見つけたんです。

　可愛い子がいれば、とりあえず聞いておかなくてはいけないことがあります。

「どういう男が好きなの？」

　これは、別にセクハラではなく、調査の一いつ環かんです。現在のトレンドはなんなのか、若い女性から得るのが一番良いのです。ぐへへへ。

「そうですねー。面白い人が好きです」

　なるほど。

　トップスリーにまあ入ってくるのがこの『面白い人』でしょうな。

　あとは……優しい人とか、※とか。

　つまり、優しくて面白くて米こめ問どん屋やが一番受けるのです。

　ほいで、私はマッサージで気持ちいいと思ったことはなくて、ガチガチの体をほぐしに行ってる訳ですが、すぐ体が痛くなるんですが──

「これ痛いですかー？」

「あー、そうですねー。修学旅行でずっと雨ぐらい痛いです」

　…………………………

「どういう意味ですか？」

　ええええええええええっ！

「そうですねー。合コンに親を連れてくるぐらい痛いです」

「え？　どういう意味ですか？」

　ええええええええええっ！

「パスポート紛ふん失しつレベルに痛いです」

「ん？　どういう意味ですか？」

　ええええええええええっ！

　そんな邪じや険けんにされるネタかねっ？

　痛いですか？　修学旅行でずっと雨ぐらい痛いです。

　──即そつ興きようにしては結構良い返しやん！

　ずっっっと雨やねんで！　一生の思い出になるかもしれない、学校生活の一大イベントが台無しなんやで！　沖おき縄なわとかだったらもうトランプぐらいしかすることないんやで！

　でも、それは説明すんの寒いじゃないっすかー。

　この子はどうすればボケに気付くんだろう。

　ツッコミがいないと分からないようなレベルのボケじゃないはず。

　困った私は──

「えー、伊い丹たみ空港ぐらい痛みがあります」

「うふふふ」

　ダジャレはわかんのかいっ！　お前の『面白い男』ってなんやねん！　お前の『面白い』ってなんやね────んっ！

　なんてことがありました。

　まあ、可愛かったからええけども。

　で、後日別のマッサージ店へ行ったんです。

　受付は可愛い女の子だったのに、いざ施せ術じゆつするのはメガネの兄ちゃんという、なんだか寂さびしいマッサージ店。

「痛いところがあったら言ってくださいねー」

「あー、もうそこがすでに痛いですね。修学旅行でずっと雨ぐらい痛いです」

「え！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　ちょっと半笑いで少し弱めてくれるメガネの兄ちゃん。

　素敵やん。

「あー、そこはパスポート紛失ぐらい痛いですね」

「相当じゃないっすかっ！」

　もにゅ……もにゅ……

　ごめん！　俺が言い過ぎた！　優しくしすぎです！　パスポート紛失は最上級の痛みだったわ！　そこまで痛くはなかったわ！

「市民プールでいちゃつくカップルぐらいでした」

「あー、でも周りは家族連ればっかりですよね？」

　そうやわ！　そう考えたらごっつ痛いわっ！

　この人分かってるわー。そうやって世界を広げてくれたら、ボケたこっちも一いつ緒しよに楽しく笑える。

　って──いやいやいや！

　だから優しすぎるってーっ！　ものごっつ痛いと思われてるってーっ！

　どう言ったら、この優しすぎるマッサージを抜ぬけられるんだっ！

　その後も、私は色々試しました。

「待ち合わせでハチ公に乗るぐらい」

「ラガーマンぐらい襟えりを立てる」

「焼き肉にいってユッケしか食べない」

「白いブリーフが白くない」

「弁べん慶けいが泣くレベル」

　すると──

「地じ獄ごくのような痛みじゃないっすかっ！」

　そんなワード出せるんだ。何この兄ちゃん。

　どうすれば！　どうすればちょうどいい痛みを伝えられるんだーっ！

「伊丹空港ぐらい痛みがあります」

「あ、それはたいしたことないですね」

　ネタとして？　ねえ、ネタとして言ってる？　泣いちゃいそうでしたが、この時やっと適正なマッサージを受けられました。

　結論として──

　一いつ般ぱんの方へ、変なボケをかますのはやめましょう。

　どっちに転んでも、何の利益ももたらさない。

　分かって貰もらえてるとは思いますが、これも調査の一環ですからね？

　職業病と言いますか、すぐ作品で使える言葉がないかを探してしまいます。

　昔探していたモノがふっと湧わいてきて書いた後、本になって客の立場で読んだときに、これあれやん。ダウンタウン松まつ本もとが言ってた奴やつやん……なんて思うときがあります。

　書いてるときは気付かないことって多々あるんですよね。

　ここぞというときの台詞せりふかぶりはしちゃいけない。

　気をつけてはいるし、他の人間と同じ台詞を言わせたくない気持ちはかなり高い。

　でも、意図せぬところと被かぶったりするんです。

　同期の橘たちばな公こう司しとはよく電話したりメールをするんですが──

「〇〇って名前にしようと思うんだけどね」

「あ、それウチで使ったわ」

「マジで！」

　みたいな、被り方すらあります。

　私はラノベを読みません。

　何な故ぜなら、ラノベは参考にならないからです。

　そこにやってみたい題だい材ざい、やってみたい設定があっても、すでにそこにあるからです。

　だから、いつ誰だれと被っているのか分からないのが凄すごく怖こわい。

　橘公司はその辺詳くわしいので、便利ですねー。

　担当がもっと詳しければいいんですけどねー。







　さて、ラノベの話になったので、この話をしておきたいなと思います。

　それは、新シリーズ『ロックペーパーシザーズ』の話です。

　私は兼かねてからこう考えています。

　今の時代は、視し聴ちよう者しや及および、読者も参加出来るような環かん境きようを作るべきだ──と。

『これはゾンビですか？　オブ・ザ・デッド』のキャラコメンタリーを書かせて頂いたんですが、この時にもこのテーマをプロデューサーさんに投げかけました。

　そして、先行放映イベントやオールナイトイベント、テレビ放映中などでコメントを募ぼ集しゆうし、ラジオ風──ではないですが、それを紹しよう介かいするという方法を取らせて頂きました。

　個人的に、三巻かな？　五話六話が上手く出来たかなって思ってます。

　興味のある方は是ぜ非ひ三巻のブルーレイを見る際に、キャラコメンタリーをオンにしてご覧下さい。

　さてさて、本題に入ります。

　この新シリーズ『ロックペーパーシザーズ』は簡単に言うと『異い能のう力モノ』です。

　主人公の『行こう雲うん流りゆう水すい　和かず馬ま』は『時を止める力』を持っています。

　そしてメインヒロインである『強きよう行こう突とつ破ぱ　千せん里り』は、『光こう速そくで移動する力』を持っています。

　全員が『最強』の力を持っている。だから、誰もが誰かに絶対勝てない。

　タイトルの『ロックペーパーじやんシザーズけん』はそういう意味が込められています。

　こういう設定を作ると、すぐ『戦せん闘とう』が始まってしまいます。

　異能力バトルモノというジャンルですね。

『ジョジョの奇き妙みような冒ぼう険けん』や『ゲットバッカーズ』、『ワンピース』も広く言えばこのジャンルが入っていますね。

　ですが、私は『異能力戦闘しないモノ』に挑ちよう戦せんしようと思っています。

　時を止められる能力を持っているけども、勝負内容は将しよう棋ぎだったりして──

「一〇秒前～、……五、四、三──」

「ありません」

　みたいな。どれだけ時を止めようが、将棋というルールの上ではほとんどやることがない。光速移動も然しかり。

　まあテニスだったらやりようはあるかな。あとバスケとかゴルフとかも。

　競技は巻毎ごとに色々変わります。

　今のところテニヌ……じゃないや、テニスをする予定はありません。

　で、どうしてこんな話をしているのかというと、ここで能力の募集をしようかなって思います。

　ロックマン世代の方はいらっしゃいますか？

　キン肉マン世代の方はいらっしゃいますか？

　ロックマンやキン肉マンは、その敵キャラを読者から募集していました。

　あれを、今ラノベでやりたいなって思っています。

　あの頃ころ、ワクワクしてロックマンのボスキャラや、超ちよう人じんを考えていました。

　誰しも、一つぐらい異能力を考えたことがあると思うんです。

　どっかにある能力でも構いません。

　扱あつかいきれない能力や、意味が分からない能力は使えませんが、面白ければあとがきか何かで紹介したいと思います。

　ファンレターは全て目を通してますんで、ファンレターとして富ふ士じ見み書しよ房ぼうへ送って下されば、もしかしたら採用することがあるかも！

　ただし、能力名はこちらで決めさせて頂きます。ちょっと譲ゆずれないこだわりや法則がいくつか存在するので。

　ぶっちゃけ、もう一巻はほぼほぼ書き終わっているので、採用は二巻からとなりますが、例として使っているキャラ設定を一つ紹介しておきたいと思います。




『名前：明めい鏡きよう止し水すい　明あ日す菜な』

　名字は四字熟語で統一しています。下の名前は知り合いに付けて貰もらったのですが、恐おそらくソードアート・オンラインでも読んでいたんだろうなと推察しています。

　まあ、明日菜って名前可愛いし使うけど。

『能力：全てのモノを液体に変える』

　範はん囲いや発動時間はこちらで調整させて頂きます。

『キャラ：いつも服がびっちゃびちゃで、肌はだはみずみずしく、髪かみはきらきらと輝かがやいている』

　見た目の指定はタブーや通らない場合があるので変えてしまう可能性があります。




　募集するのはこの三点かな。

　試しに、私はちょっと頭のおかしい友人に募集をかけてみました。

『名前：食しよく屍し鬼き街がい　助じよ菜な』

　オウガーストリートじゃねえよ！　造語じゃない四字熟語を使えよっ！

『能力：吸きゆう血けつ鬼きに太陽光を流せる。あと腕うでがちょっと伸のびる』

　二個も能力は付けません。あと吸血鬼とか化け物も出てきません。

『キャラ：身長一九五センチの女の子。元ラグビー部で、考古学に精通している』

　女の子じゃねえよっ！　子……じゃねえよっ！　でかすぎんだろっ！　きっと胸板も厚いんだろ！　九八センチのＡカップとかだろ！　助菜さん……ってこれジョナサン・ジョースターやないかいっ！　最後が菜だったら女子に──なるかぁっ！

　はい、見事にボツです。パロディはやっても良いと思うけど、これは私の手には負えません。いちいちポーズを取る文章を書きたくないです。

　誰か助けてーっ！　こんな案しか出してこないラビリンスから逃にげたいの！

　別に、『こんな能力を出して欲しい』というだけでも構いません。

　例えば──『メガネから三〇センチだけレーザーが出る』

　………………使えるかっ！　ありとあらゆるメガネから出せるなら……いや、無理だな。

　とにかく、募集してみたいと思います。

　こんなの、新作のあとがきに書けなんて言われるかも知れませんが、これはテストです。

　そう、これも調査の一いつ環かんなのです。

　募集方法自体を模も索さくする必要がありますね。

　まあまだ先の話でもあるんで、のんびり気長にやっていこうかなって思います。




　では、最後に謝辞を──

　この本を手にとって下さった皆みな様さま。最近は作品に最後まで付き合おうという読者が減っていると聞きますが、ここまで付き合って下さってありがとうございます。

　これからもよろしくお願いします。

　こぶいちさん、むりりんさん。最近エロいイラストばかりお願いしていますね。せっかく金を出して買って貰うんだから、それに見合ったサービスを提供したい。その結果がこれです。またお願いすると思います。

　モバゲーにゲームを出して下さった株式会社カムイさま。頑がん張ばって！　超ちよう頑張って！

　コミックのさっちさん、長は谷せ見みさん。どんどんまとめにくい話になってると思いますが超頑張って！

　その他、この作品に関わった全ての人に──ありがとう。










これはゾンビですか？12




そう、私わたしは愛あいを叫さけぶ者もの
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